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は  じ め. 1こ

マンネリ? 一会?

自然学校って教師にとってはマンネリでも子どもにとってはただ一回、

だから去年よかったプログラムをそのまま使ってもいいのだ、なんて言わ

れたらどう答えますか?

この議論、正しくないと思ってもトコトン言い合えば勝てそうにないし、

困ってしまいませんか? きっと何か1言い当てている部分があるのでしょ

う。どうもそれがこっちにはわかつてない、そんなことではないでしょう

か。

とにかぐ学校行事の中での自然学校、マンネリイ広 ヤヽま一度基本に返っ

て、いろんなことが言われています。そんな中で今回は「教育」という視―

点から自1然学校を見ました。マンネリ化、行事化を「活動本位」と―とらえ

たつもりです。どんな活動にも通用する概念、これを「理論編」「指導編」

という形でまとめました。

「基1本に返って」「どんな活動にも通用」なんて考えるとまたまた画一

化、マンネリ化の方向になりかねなヽヽん|で は、アァ～～わかんないわかん

ない。でも、みんなそうやつて悩んで |`｀ る自然学校、すてきだなぁ～なん

て自分1券手に思って |ヽヽ ます。

平成 12年 3月

兵庫県立南但馬自然学校

校長 森 本 雅 樹



今始まったことではありませんが、 このところ命が軽ん じられた事件が

相次いで起 こっています。報道で最 も目に付 くのは人命に対 してですが、

千潟の命、河川の命、野山の命、社会の命なども窮地に追いや られていま

す。 このままですと21世紀が危ないというのが正直なところです。それを

救 う特効薬はなかなか見つかりませんが、時代を担 う子どもたちに人 と人

との関係の大切さや自然の大切さ、地域に密着 した文化の意味などを肌で

考えさせる自然学校がその一助になることは確かではないで しょうか。

自然学校事業も、はや12年が経過し、教育的な成果が認識され発展して

きました。今や兵庫県の小学校教育の中に定着したといってよいでしょう。

しかし一般的によくあることですが、その事業が定着するとマニュアル化

がはじまり、現象面だけが一人歩きするようになりがちです。そして主旨

や意義、その事業が生まれた背景などへの意識が薄れがちになってきます。

また時間の経過に伴って解釈の変容がみられることがあります。現在県下

各校で行われている自然学校事業がそのようになっていると言っているわ

けではありませんが、12年 というのは客観的に振り返り軌道を確かめる必

要のある時期であることは確かでしょう。

本委員会の今年度の主なテーマは、上記のような問題意識から出発し、

これまでも当然押さえられてきた事柄ではありますが、今一度自然学校に

期待される教育的意義を整理して理論編としてまとめることと、プログラ

ム作成や指導に際してその理論に合致した具体的な観点を提起することと

しました。このような整理はまず原点に立ち返って行われましたが、これ

までの研究の積み重ねが反映され、事業開始当時考えられたものに深みと

膨らみが加えられたものになっているのではないでしょうか。

実際の指導に当たって、理論と実践がかみ合ったものになるようこの冊

子に著されたものが役に立つことを期待しています。

兵 庫県立南但馬自然学校プログラム研究委員会

委員長 山 田 誠
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I 開発 にあたって

昭和 63年度か ら始まった自然学校は、本年度で 12年を経過 し

ようとしている。

この事業を実施するにあたっての根本には、現代の子 どもたちが

豊かな物質社会に慣 らされ、知育優先、学歴偏重 といった社会の流

れの中で、人間としての基本を教える自然 との関わりや自分の手や

足を使 っての直接体験が減少 してきたことか ら生 じるさまざまな問

題への反省がある。そのことが昭和 62年の心豊かな人づ くり懇話

会で提起 され、 自然学校事業が生まれた。

自然学校は従来か ら行われていた訓練中心の 1泊 2日 といつた短

期間型の野外活動でなく、 5泊 6日 という長期間、学校や家庭を離

れて、豊かな自然 とおゝれあい、友だちや先生 と生活する点で子ども

にとっても親 にとっても画期的な事業である。 自然学校の特徴 とし

て、第 1は 1週間という長期間学校 と家庭を離れて生活すること、

第 2は知識の伝達に必要な教科書や黒板等の教具がな く、体験を通

して学び、自分で考えて生活することがあげられる。

実施当初は初めての試みということもあって、試行錯誤の中で始

まったが、 この事業の意義 と成果はすばらしいものがあった。帰 っ

てきた子 どもたちがたくましくなり、 自立する心、人を思いやる豊

かな心が培われ、友だちと心を合わせて成 し遂げた時の満足感を持 っ

たという本人や保護者の感想が続々寄せ られた。

5泊 6日 のプログラムについては、まずどう展開するかというこ

とが課題 となった。当初は学習の場を豊かな自然に移すのであるか

ら、今まで経験 したことのないことをた くさん詰め込み、それを何

とかこなすことに腐心 し、ゆとりのないものになりがちであった。

そこで、ひとつの活動にじっくり取 り組むことができるようにする

など、活動に十分ゆとりを持たせ、子 どもたちの興味や関心を重視

し、子 どもたちの主体性や自主性を大切にする観点に立つことの重

要性が問い直されるようになって

きた。              生 き る 力

平成 6年 に当県立南但馬 自然学

校が自然学校の中核施設 として開

校 され、今 日に至 るまで一貫 して

自然学校の先導的なプログラム開

発をすすめてきた。活動の方法や

形態に工夫を凝 らし、できるだけ

子 どもが主体的に判断 し、 自主的

に活動する等の視点で研究をすす

めてきた。歴史的にみると、「 ま

ず多様な活動ありき」か ら始まり、

次にいろいろな活動をさせるとい

☆ 平成 6年から10年度

「自然・人・地域に学ぶ」

―南但馬自然学校プログラム

研究委員会のまとめ―参照

☆ 自然学校 10周年記念誌

参照
・子ども参画型

・選択活動の導入

・興味・関心の重視

・段階的指導の重要 l生

・ゆとりの大切さ

・多様な体験の重視

・自然。人・地域とのお、れあい

図 1 プログラムの変遷
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う「体験重視型Jに移り、さらに、子どもの1興1味 やF,§心、主体性を

重視した「子ども参画型Jへ1変遷し|て きたのである。(図 1)

.ど の活
―
動も一定の成果をあげながら進んできたがヽただ、時間の

経過とともに指導者にとぅて自然学校自体が行事化して、みずみず

しい感動を覚えたり心躍るようなダイナミックな1展開がやや影をひ

そめてきたことも否めな―い。これまで1よ その根本にある教育的な理

論を当然のこととして1見1過 ごし、ともすればプログラムの開発だけ

に目が向きがちであった。そこで、今一度原点に立ち返り、自然学

校の目1的や役割について再確認し、自然学校理論の1再
構築が必要で

あると考えたち

今回のプログラム研究委員会では、自然学校が果たす教育的な意

義を理論編 としてまとめ、自然学校の考え方の根本を形成する大前

提として提示する。次にこの理論編を受けて、指導者が子どもたち

を指導する際の観点を提起する。さらに、これらの視点を盛り込ん

だ具体的な 5泊 6日のプログラムを作ることとした。

-2-



Ⅱ 理論編

5泊 6日 の自然学校そのものが、自ら考え自ら学ぶ活動であるが、

この理論編では自然学校のどういう部分がどのような教育的意義を

持つのかを明 らかにすることで、一層 自然学校の在 り方や方向性を

明確にすることをね らっている。

「 自然か ら学ぶ」や「 自分で学ぶ」等を基本 として、以下 5つ の

考えを提示 し、論を進める。

☆ 自然の多様さ、偉大さ、厳 しさにたっぷ りひたる

「自然は生きた教科書」 ジャン・ ジャック・ ルソー

自然は自分か らはものは言わず無言であるが、かかわり方によっ

て無限の深まりと無限の多様性を我々に見せて くれる。自然学校で

は、 このことを子どもたちにこころゆ くまでたっぷ りと体得させる

ことに大 きな意味がある。その際に大切なことは、 自然を観賞の対

象 として見 るのでなく、自然の中にどっぷ りと浸 り、 自然そのもの

と共にあるという考えが重要になる。つまり、人間も自然の中で共

に生 きているという観点が大切であろう。本来人間は自然の中で生

活することで自然の有 り様を理解 しなが ら自らの能力を伸ば し、生

きる知恵、生 きる技術を開発 してきた。 この本来人間に備わってい

る能力を 蘇 らせ伸ばすことができるのは自然そのものである。

また、現在の子 どもたちは知識中心の教育を受けている。それは

それで非常に大切なことであるが、一方 自然は一切 ものを言わない

が言葉による知識 と同様に、時にはそれ以上に、豊かなこと、大切

なことを教えて くれるものである。例えば、雨上 りの後の木々に朝

の太陽が照 りかかる様子、朝 日にダイヤモンドのように輝 く蜘蛛の

巣の糸、夕 日に真 っ赤に映える遠 くの山々等を目の当たりにする時、

我々はその美 しさ、神秘さに感嘆するとともに畏敬の念さえ持つで

あろう。また、 この自然は同時に人間の存在を揺 るが しかねない力

をもあわせて持 っている。地震、台風、大風、天気の急変等時には

人間に牙を向けることもある。 自然学校の活動で も、夜の闇の中で

の大自然の懐に抱かれゆったりとしたり、雨の中でぬれながらも様々

な活動に挑戦 したりすることは、子 どもたちにとってはやや困難を

ともなう体験であるが、心に強烈な印象 となって残 るであろう。 こ

れ らの国 く言い難 しの体験 こそが子 どもの心の奥底に残 り、知識 と

合体 し、必要な時にはいつで もフィー ドバ ックすることができる生

きた知恵の核 となるであろう。まさしく、 この意味で も自然は生 き

た教科書 といえる。

☆ ゆとりと深み

「生き続けて行け、そのうちわかることがある」ロマン。ローラン

ー定の期間に決められた内容を知識としていかに早 く正確に習得
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するかがこれまで考え られてきた学習の在 り方であった。そのため

に効率や記憶を中心 とした学習が主 として行われてきた。 しか し、

ものごとを本当に理解するためには、 自分の手足で実際にとりくむ

ことが不可欠 となる。学習を氷山にたとえると、知識 として習得す

ることは水面か ら上の部分に相当するだろう。 目には見えない水面

下の力を培 うためには、ゆとりと深みが前提 として必要 となる。知

識の量を基準 とする見える部分の大 きさは比較的評価 しやすいが、

本当に大切なそして評価 しにくいことは水面下にか くれているので

ある。

自然学校を実施する際に指導者が一番配慮 してほしいことは、 こ

の水面下の活動を一人一人の子どもたちにたっぷ りと体験させるこ

とである。 ともすると、利用施設でできる活動に目がいきがちであ

るが、本質的に考えると、どんな活動をさせるのかも大切であるが、

どの活動であろうともね らいと具体的なや り方を研究することで、

子どもたちをその活動に没頭させることが可能であり、またそのこ

とが一番大切なことである。つまり、楽 しくて楽 しくて仕方がない

没頭 した活動は多 くの場合 ものごとの本質に迫 ることであり、知識

の核 として身に付 くものである。 さらにその事が次への意欲を喚起

し、発展するものとなる。 この何事 も忘れて没頭する体験 こそが、

知識を生 きたものとして、根で しっかり支え、子 どもたちに生 きる

力を生み出すものとなる。一つのことに無心に取 り組む体験は、時

間的なゆとりや精神的にゆったりしている自然学校だか らできるこ

とである。また、没頭するためには、与え られてする活動でな く、

自ら進んで取 り組むことが必須条件 となる。そして、没頭する体験

を通 して子どもたちは、集中力や意欲、興味 。関心 といった力を育

むことができるのである。 さらに、一つのことに没頭 し、深い集中

を体験することは、他のことにも転移する力を持 っている。 このゆ

とりと深みの体験 こそが、まさしく「一芸に秀でるものは百芸に通

ず」の所以であり、真に生 きる力を育成するものであろう。

☆ 自分で自分を律することの苦 しさと楽 しさ、嬉 しさ

「汝等、汝等自身の燈火たれ」仏陀

現代の子 どもたちは自分のすべき事を、大人である親や学校の先

生等にしてもらっていることが多い傾向にある。社会が豊かになり、

親たちは自分たちが子 どもの頃にしてもらえなか ったことを子 ども

にしてやることが親の責任や配慮 と思い込んできた。その結果、子

どもは本来 自分のやるべき身辺の自立に関する基本的なことができ

な くなる傾向になってきた。 自然学校実施中でも、子 どもたちの忘

れ物が多いということが、 しば しば指摘 され問題になっている。子

どもたちに聞いてみると、 自然学校に持 っていく準備物等を親が し

て しまうことが多 く、子どもは自分の持ち物かどうか自分で も分か

らないという現状 もある。
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自分の人生 は自分のものであり、自分を自分が管理 し、自分で生

活することが生 きていくうえでの大原則である。即ち、自立は自己

実現の大 きな柱でありこの柱が立ち上が らないと、一人の人格の完

成へ と向かわないものである。

自分を律することは、 自分のわがままを抑えるという意味だけで

なく、自分自身の向上に向けて自分に働 きかける行為に他ならない。

さらに、みんなと楽 しく暮 らすための生 きるエチケットも大 きなこ

とであり、大変重要な生活上の生 きた知恵である。また、友だちと

5泊 6日 寝食を共にすることで、友だちのすばらしさ、思いがけな

かった一面を垣間見 ること等で、他人か ら学ぶことを自ずと学ぶ も

のである。

小学校の 5年生 という時期は徐々に自我に目覚めて くる頃である。

自我の芽生えは独立への欲求を引き起 こす。子 どもの発達を認め、

できるだけ自立を促す温かな大人の存在が何より必要である。 自然

学校は子 どもが自分の我を抑え、自分のことは自分でやることを通

して、自立の苦 しさと嬉 しさをいやおうな く体験することに意味が

ある。

☆ 教えないから子どもは学ぶ

「 どんなことでも自分でするということに勝ることはない」

ヘルマン・ ヘッセ

自然学校 と学校での教育の一番大 きく異なる点は、 自然学校では

教科書や黒板、教室 といったものがな く、子 どもたちが多様な自然

の中で伸び伸びと生活する中で学ぶ ことであろう。子 どもたちは自

然の中では放 っておいて も生 き生 きと生活する。 このことの意味す

るものは、子 どもは未熟で指導 しないと何 もできない存在ではない

ということである。大人か ら見て、未熟であろうとも子 どもは子 ど

も自身で充分生 きる力を持 っている。

また、人間というものは他人に頼 りにされるとこれまで以上に意

欲をもって活動するものである。子どもは指導者が,巳 のヽ底か ら信頼

することで、頑張るものである。 この際に考えなければな らないこ

とは、指導者は教えたい気持ちを我慢することである。大人はとも

すると教えたが り、教えること即ち教育、指導 と考えがちである。

しか し、教えないことの重要性に言及することは意外に少ない。珂ヽ

さくても自前のエンジンを持つことが生 きる力の核になる大切なこ

とである。 自ら動 くためにはひっぱって もらうグライダーであって

はならない。なぜなら、グライダーはそれ自身では飛ぶ能力がない

か らである。 グライダーは人に引っ張 られたり、押 してもらって初

めて空を飛ぶ。 このことは自然学校の指導にあたって大切なことであ

る。教えられたことはす ぐに忘れるが、 自分で考え、工夫 し、悩み、

他人の知恵を真似たりしたことは、決 して忘れないものである。それ

どころか、生きる力の核となって心に残るものである。
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☆ 頭で考えることと実際にやることの違い

「日は臆病、手は万力」福本嘉吉

頭で考えることは人間が他の生物と異なる最大の特徴である。 し

かし、頭で考えることは実際に手や足でやってみることとかなりの

違いがある。この違いに気づくことは重要なことである。実社会で

は情報化が進み一層疑似体験の度合いがたかまっているが、人間は

コンピューターの中や疑似社会で生きるのでない。実際に生きるの

は、あくまでも現実の自然や人間社会の中である。自然学校で体験

するような匂いや感触、汗、涙といった直接な体験がなければ、人

間の全人的な発達は保障されないであろう。

学校教育はある意味では意図的にしくまれているのに対 して、自

然学校は 5泊 6日 自然の中でみんなと寝食を共にするので、筋書き

どおりでないハプニングがつきものである。ここで大切なことは、

人間は実際に自分の手足を使って活動をする時、それまで頭の中で

考えていたことと全 く違うことに気づく。それは人智をこえた大き

な自然を人間の頭という小さな窓からのぞくからであろう。例えて

いうなら、プールサイ ドでイメージする泳ぎと、実際プールの中で

体全体を使っての泳ぎの差である。自然学校では、事前に悩むこと

があってもとにかく5泊 6日 暮らさなければならないのである。そ

の一つ一つの積み上げが自然学校を終えた時、子どもたちの心に自

信となって残るのである。だから、事前にいるいろ悩むことがあっ

ても思い切ってやることで道は開ける。頭で考えると絶対に不可能

と思われることも実際にやってみると、意外と簡単に乗 り越えられ

ることがある。まさしく目は臆病であるが手は万力である。
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Ⅲ 指導編

理論編では自然学校が果たす教育的な役割 として 5つ の観点を取 りあげて検討 した。 この考えの上

に立ち、具体的な指導に結びつけるためにはどうしたらよいか考えていきたい。

5泊 6日 の自然学校だけで子 どもが変容 し成長するということはなかなか難 しいことである。子ど

もの心を耕すことは時間と熱意 と根気 と技術のいることであり、たとえそれ らをもって指導に当たっ

ても教育の効果はす ぐ目の前に表れるものではない。子どもの心に響 く指導には、 自然学校に来 るま

での学級、学校での耕 しと事後の指導までの トータルな見通 しが必要になる。

以下、理論編で考察 したことが指導編でどう生 きるか、あるいは、指導するな らばどのような観点

か ら指導すればよいかを項 目として表にまとめた。

理論編 指導上の項目

1 自然の多様さ、偉大さ、厳 しさにたっぶり

ひたる

○自然とおゝれあう
。多様さ   。美 しさ   。厳 しさ
。畏敬の念 ・神秘さ

○自然から学ぶ

・好奇心  ・危険察知能力

・治癒力

(1)様々な自然との応ゝれあい

(2)自 然と裸でつきあう

(3)自 然の厳 しさに耐える

(4)危険との対面

2 ゆとりと深み

○体験から没頭ヘ

・ 自由さ  。柔軟さ
。自分からやる

○没頭から楽 しさへ

・集中力

・転移

(1)柔軟な思考、大胆な発想

(2)時間的なゆとり

(3)子 どもの発想を生かす

(4)深みの楽 しさ

3 自分で自分を律することの苦 しさと楽しさ、嬉しさ

○自分の力で暮 らす
。楽 しく暮 らす
。わがままを抑える
。他人から学ぶ

○共に生きる

(1)小 さな我慢の大切さ

(2)自 分でやること

(3)自 立の楽 しさ

(4)友だちと協力する

(5)リ ーダーシップとフォロヮーシップの

大切さ

4 教えないから子どもは学ぶ

○子どもは自然から学ぶ

○子ども自身の生きる力を伸ばす
。自分のエンジンを持つ

・知恵は使えば伸びる

(1)感動、不思議さ、なぜから学ぶ

(2)追 いつめることと待つこと

(3)子 どもの良さを引き出す

(4)自 分で学ぶ

(5)子 どもとともに

5 頭で考えることと実際にやることの違い

○体験から学ぶ

○本物の世界におゝれる
。ハプニング

・匂い、感触、汗、涙
・五感を使 う

(1)試行錯誤と洞察力

(2)失敗に価値がある

(3)本物の体験は感動を生む

(4)自 分の手足で稼 ぐ
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指導上の項 目

1 自然の多様さ、偉大さ、厳 しさにたっぷ りひたる

秋の雲海、雨上が りの太陽に照 らされる木々、朝 日に輝 く蜘蛛の

巣、 きれいな夕焼け、谷川のサワガニ、上の中か ら生まれ出るセ ミ

等、 自然は時々刻々実に多種多様な姿を見せて くれる。 しか し、 こ

のようなきれいで心洗われるような自然にどれほど現代の子 どもた

ちは接 しているのであろうか。 自然学校では自然 と腰を落ち着けて

対峙 し、 自然の持つ様々な顔をはだで感 じることが何にもまして大

切になろう。

(1) 様々な自然とのふれあい

自然学校は、 1日 24時 間、様々な自然 とふれあうことができる。

例えば、施設探検をする場合でも施設に来た時の 1回 だけでな く、

何 日かたって同 じ活動をするとまた違 った自然に応ゝれることができ

る。また、夜間の散策 (ナ イ トハイク)は鳥や虫の鳴き声、辺 りの

感 じ、木々のざわめき等 これが同 じ場所かと思えるほどの違いがあ

る。 このように自然との様々なふれあいは時間、場所、活動の人数、

同 じことを何回 も実施する等工夫を凝 らせばかなりのバ リエーショ

ンが考え られる。 この際大切なことは、 5泊 6日 の全体の流れに注

目し、バ ランスをとると同時に、子 どもの健康状態、精神状態を考

えて柔軟に対応することである。

(2) 自然と裸でつきあう

自然に応ゝれあうには、その応ゝれあい方がある。一番大切なことは

先入観を持たずに、虚心坦懐に自然の中に裸で入 りこむことである

う。 ともすれば、植物観察で もその植物の名前やその性質等知的な

面か らの理解を重視 しがちである。知的で系統的な理解はもちろん

重要なことではあるが、 自然学校ではむ しろ裸でつきあう楽 しさを

体験 させてやりたい。裸で自然 とつきあう意味は、物事 とおゝれあう

時に知的な理解だけにたよらないということである。 自然応ゝれあい

ビンゴ活動でも、植物等の種類を分類 したり、マスロに課題を書 き

それについて解答するという形式ばか りではな く、 自分が これまで

気が付かなか った自然の一 コマを自分が感 じるままに記入すること

でより深 く自然 と去ゝれあうことになる。

さらに、自然の美 しさ、神秘 さ、畏敬の念等感 じたことをみんな

の前で発表 したり、絵で表現する等の活動を設ければ深 く強 く心に

残 るであろう。

(3) 自然の厳 しさに耐える

自然はうつくしくやさしい面と同時に時には人間にとって厳 しい

面をあわせ持つ。この事は永い歴史の中で、人間が常に自然に対 し

て畏敬の念を持ち続けてきたことでもよくわかる。自然学校では、

☆「自然丸かじり」

☆「潮風に誘われて」

☆「自然にどっぶり、自然を味わう」

☆「ちびっこ建築家」
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自然のすばらしさと同時に自然の厳 しさに耐えて活動することも重

要である。 自然学校で自然の厳 しさはどういう場面で見 られるので

あろうか。例えば、登山が雨のために実施できないとしよう。常識

で考えると雨にぬれて道路がすべ りやすかったり、子どもの体力面

で無理があると思える時でも、やり方や装備等を考えることで雨の

時で も実施可能になる。実際にやってみると、雨が横や下か ら降 っ

たりする体験や霧雨の中に鹿や リスを見 ることもあろう。最初 は嫌

でも思い切 ってその気になって取 り組むと意外に自然は優 しくこた

えるものである。 この一枚突 き破 った体験を通 して一層自然の懐の

大 きさを感 じるものである。

(4) 危険との対面

人間に本来備わっている力 もそれが必要 とされない時には開花 し

ない。 自然学校では、普段の生活ではできないちょっと危険なこと

でも子 どもたちの体調や周囲の状況を考慮することで、活動が可能

になる。

例えば、山の中でのけもの道体験を例にとろう。比較的樹木の生

えていない稜線の雑木林を一人一人バ ラバ ラで下 る500メ ー トル程

のコースを設定する。 もし、恐が って行 くことができないようだっ

た ら 2メ ー トル幅 くらいの帯状のコースを設けてもよい。樹木の枝

が しなり、はねかえって顔にあたったり、切 り株に足をす くわれた

り、蜘蛛の巣が顔についたりする。 こういう普段の生活では体験で

きないちょっと危険なことが子 どもには必要なことであろう。その

際、いきなり危険なことを体験させるのでな く、段階を追 った活動

を展開することが必要であろう。

2 ゆとりと深み

物事を理解するにも段階がある。同 じようにわか ったといって も

表面だけの場合 もあるし、表面を突 き抜 けて核心に迫るわかり方 も

ある。 自然学校では、言葉のうえだけの理解 (も ちろん言葉の理解

も重要な学習である。)を越えて物事を本当にわかるためには、時

間的にも精神的にもゆとりが必要 となる。 また、ゆとりと同時に物

事に没頭 し深 く集中するという深みの体験 も物事を本質的に理解す

ることにつながる。

自然学校ではこのゆとりと深みを活動や生活の中に生か してい く

必要がある。

(1) 柔軟な思考、大胆な発想

子 どもが生 き生 きと活動するため、まず指導者が持たなければな

らないことは、子どもの実態や状況に応 じて、柔軟な思考 と思い切っ

た大胆な発想である。柔軟な思考 と大胆な発想 はどうしたら生まれ

て くるのか。それは、基本的には指導者 自身の自由さ (と らわれの

☆「挑戦 ! 生き物博士 !」

☆「創ろう ! ぼくたち 。わたしたち

の自然学校大作戦」

☆「アー ト柏南イ[]馬 J
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なさ)か ら生まれる。自然学校では普段の学校ではできない思い切 っ

た取 り組みが実践できる絶好の場である。

例えば川遊びを例にとろう。子 どもたちは最初川遊びというと魚

とりを連想するかもしれない。 しか し、実際に川に行 くと、そこに

は水のたまっているやや深い淵があり、また浅いが流れの速い瀬 も

ある。最初は魚を釣 っていた子 も魚でないイモ リやヤゴ、カニ、カ

エル等 と遊びはじめる。生 き物を小石で囲いこんで牧場を作 りはじ

める。気がつ くと川原がた くさんの生 き物がいる小さな動物園にな

る。そういう自由さの中で柔軟な思考や大胆な発想が生まれるので

ある。

(2) 時間的なゆとり

活動にあたって一番見落 としがちなのが時間的なゆとりである。

時間に余裕がないと、指導者 も子 どもたちも活動 自体に追い立て ら

れイライラして しまう。そ してその活動で一番ね らっていたことが

時間切れで焦点がずれて しまうことになる。また、 じっくりと時間

をとって活動することは、集中力を高め、工夫を生み、さらには次

への意欲を喚起することにもつながる。また、時間のゆとりのもう

一つの機能は、熟成 ということである。 自分の中でゆっくりとねか

し、時を経るとものごとを深 く広 く把握することができる。

ゆとりは一つの活動について時間をとるという考え方だけでなく、

一つの事を 5泊 6日 の間、空いた好 きな時間にゆったりとした気持

ちで活動できるという意味をも示す。

大切なことは漫然 とたっぶ り時間をとるだけでは、子 どもたちは

深い集中を見せない。漫然 とした時間を少な くし、指導者が子 ども

の心に減 り張 りをつけて活動に取 り組む必要があろう。

(3)子 どもの発想を生かす

この考えは自然学校の底流にある一番重要なことである。ただ、

子 どもの発想をまとめあげ一つの具体的な流れにもっていく力量が

指導者に求められる。 この力量 は子 どもの思考を解釈する力 とも考

え られる。つまり、いるいろな雑多な発想を汲み上げコーディネー

トすることが求め られるのである。

料理づ くりを例にとってみよう。子 どもの発想を生かすには食材

を買 うことか ら活動 させる方がよい。準備する鍋や食器などいるも

のを自分たちで考え、相談 しなが ら調理することで子 どもたちが自

分たちで考える力を発揮できる。その際に子 どもの発想を生かすた

めには、子どものつぶやきや思いつきなどを見のがさないという指

導者の力量が求められる。

(4) 深みの楽 しさ

物事に深 く入りこむとこれまでと全 く違う観点で物事が見えてく

☆「チャレンジ IU

☆「わたしたちにまかせなさい」

☆「風の中のわたしJ

☆「自分の好きな村 !」

☆「広げよう、わたしたちの世界」
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る。物事に深 く入 りこみ、没頭することは感性を研 ぎ澄まし、次ヘ

の意欲 につながる。木の葉の皿づ くりという活動を例にとろう。 こ

の活動はヤマナラシ、 クヌギ、ホオの棄等 自分の気に入 った材料探

しか ら始まる。 しか し、面白く楽 しいのはこの材料探 しである。虫

が喰 っているのもまた面白い し、 2枚 を重ねて 1枚にしてもいい。

このように一つの活動に深 く入 りこむことは子 どもの気持ちを思い

切 り集中 し、思考力を高めることになる。また、 この深みの体験 こ

そがやり遂げたという満足感や次 も作 ってみようという意欲を生み

出すのである。

3 自分で自分を律することの苦 しさと楽 しさ、嬉 しさ

子 どもたちは自分の力で何 とか自然学校の 5泊 6日 を暮 らそうと

するとき、様々な苦 しさや楽 しさ、嬉 しさを体験することになる。

自律 という力は、活動だけでな く自然学校の生活そのものの中で鍛

えられるものかもしれない。指導者は子 どもの実態をよく把握 して、

活動 とともに子 どもたちの食事や風呂といった生活上のことも自分

たちで考えてやらせるのがよい。

(1) 小さな我慢の大切さ

小さな我慢を体験させることは現在の子 どもたちにとっては大切

なことである。登山を例にとると、登 る時はしんどいし疲れるので

嫌々歩いていた子 どもも、頂上では別人のように晴れ晴れとし嬉 し

そうである。つまり、 自分で我慢 しなんとか活動をや り終えた時に

感 じるすがすが しさを子 どもたちは体験 したのである。 このすがす

が しさの体験が次への意欲を生むのであろう。

一方子 どもたちをとりまく生活の実態 として、少子化 と核家族化

が進み、家族の人数が少なくなり、家庭で我慢することが少なくなっ

てきている。 ところが自然学校に入 ると毎 日の生活で、集団で行動

したり、活動 したりする機会が多 くなって くる。そこでは当然小競

り合いが日常茶飯事に噴き出す ことになろう。ちょっと自分を抑え

ることで、みんながスムーズに生活できることに気づけば しめたも

のである。ちょっとした言葉掛 けも大切なことがよくわかる。自分

が困 った経験をもとに、友だちはそういうことがないようにという

小さな配慮で友情が生 まれることがある。

(2) 自分でやること

自然学校では基本的に家庭 と違 って自分のことは自分で処理せざ

るを得ない。 ここに大 きな目に見えない自然学校の良さがある。 こ

れまでは自然学校の活動の開発に目を向けてきたが、子 どもたちが

自分のことは自分でやるという視点 も大切であろう。 このことは 5

泊 6日 の自然学校実施中はもちろん、事前、事後の生活にも大 きな

影響を与えると思える。

☆「これが、われらのアドベンチャー !」

☆「ザ・サパイパル体験記」
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自分でやるということは同時にや り終えたあとの達成感や満足感

を体得させる。先生 に指導されてする活動 よりも、 自分で課題を見

つけてする活動の方が、深い満足感を覚えるものである。

(3) 自立の楽 しさ

自分で自分のことがきちんとできることは次への意欲につながる。

自然学校では生活上のことだけでなく、活動面で も自分がこれまで

できなかったことに挑戦 し、それができることで自分に自信を持つ

ことがよくある。包丁で皮を剥 くことがどうしてもできなかった子

どもが、自然学校でやってできるようになり、以後自分に自信を持 っ

た例 もある。 こういった体験 こそが自立への第一歩 といえる出来事

であろう。そ して自立することが〕亡ヽ地よい楽 しいことであることを

実感できるのである。

(4)友 だちと協力する

一人だけではできないことを友だちと協力 して取 り組むことです

んなりできて しまうことがある。飯含炊飯やテント泊等 はお互いに

協力 しないとできない活動である。友だちと協力する時に子 どもた

ちは自分 と他者 との関係やがまんの意味を学ぶ。 この意味で 5泊 6

日の中で、ほとんどの活動 は協力がないとできない活動であるう。

このことを上手に活動に使 う必要がある。

また、 この友だちとの協力を育成するプログラムは、学級、学校

の日頃の耕 しの上に立つことで一層深い強い絆 となるのである。

(5) リーダーシップとフォロワーシップの大切さ

人間関係を築いている要素に、 リーダーシップとフォロワーシッ

プがある。 この 2つ の関係はどちらが優位かという性質のものでな

く、 どちらもがか らんでいるものだ。 これまでともするとリーダー

シップに目がいきがちであったが、 もう一方のフォローも大切なこ

とである。たとえば、自然学校で夕食前にフリーな時間があったと

しよう。そこで、一人が リーダーシップをとり、「 トンボ捕 りを し

ようJと 提案する。そこで、「 うんやろう」 という反応を示すのと、

「 しょうもないか らやめよう」 というのでは天 と地の差がある。で

きるだけいろいろなことに反応 し、積極的に物事に取 り組む集団 こ

そよりよい人間関係が築かれた集団であろう。

4 教えないから子どもは学ぶ

自然学校で学ぶことは頭で考えることと異なり、実際に様々なこ

とに挑戦 し、体験することである。一人一人の成育歴等の違いか ら、

同じことを体験 しても受け取 り方は様々であろう。だか らといって、

指導者 は何 も教えなくていいのかという疑間が残 る。 これに対する

答えは、教えずに見守 るである。 このことは、教えることよりはる

☆「広げよう、わたしたちの世界」

☆「エンジョイ ! 脱現代文明」

☆「おかげで助かったよ !」

☆「原始人になろう」

☆「ぼくら わたしらの トライJ

☆「自分で食ぺるぞ ! 自然学校J
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かに力量のいることである。そのためのいくつかの視点を以下にあ

げてみる。

(1) 感動、不思議さ、なぜから学ぶ

物事に感動 したり、不思議に思 ったり、なぜだろうと考えること

か ら本当の活動は始まる。 自然学校での活動においても同様であろ

う。草木染めを例にとると、まず タマネギの皮で染めてみる。 きれ

いに染まると、次に子どもたちはどうしてタマネギの皮だけなのに

きれいな茶色になるんだろうか。他の植物ではどうだろうか。一体

なぜ色が染まるのか。古代人の着ていた衣装 も色がついていたが、

何を材料に染めたのか等染め物の歴史に興味をもつ子 もいよう。 こ

れ ら「感動」「不思議 さJ「なぜJか ら活動が始まり、次々に新たな

課題を見つけることへ発展させることも大切なことである。

(2) 追いつめることと待つこと

この 2つ のことは相矛盾することである。 しか し、 自然学校にお

いては使い分けて指導することが重要である。追いつめることと待

つことは子ども自身に考えざるを得ない状況をつ くることである。

それは、 ソクラテスが産婆術 という手法で弟子たちを導いたのと同

じことである。時には厳 しく突放す ことがその子にとって大切なこ

ともあろう。また、時にはただひたす ら待つことが重要なこともあ

る。その底にあって大切なことは、子 どもを真に信頼することであ

る。

(3) 子どもの良さを引き出す

子 どもという存在は他人のために何かを したがる存在である。そ

のことは承認への欲求である。自然学校では様々な活動をするので、

学校よりも子 どもの良さに気づ くことが多い。そこで子 どもたちの

キラリと光 る行動に対 して誉めることがポイントであろう。誉めら

れることで子 どもたちはさらなる行動へと意欲づけられる。ただ、

子 どもを誉めるには指導者側にも、その良 さに気づ く豊かな感性 と

鋭い観察力が必要である。子 どものどんなところや何を誉めるかは

指導者の力量にかかっている。

(4) 自分で学ぶ

学び方を学ぶというのが課題解決型学習の手法である。 自分で課

題を見つけていく楽 しさを知れば充分活動できる力を子 どもたちは

本来持 っている。

自然学校では子 どもが自分でやったといえる人気のある活動の一

つに手打ちうどんがある。手打ちうどんがなぜ人気があるのだろう

か。基本的には手打ちうどんはうどん粉 と水、少々の食塩あとはひ

たす らこねて、のば して、切 ってゆが くことだけである。 しか し、

※ 対話によって相手の無知を自覚さ

せ、真の理解へ導く方法。

☆「いたずら大好き !」

☆「自分で食べるぞ ! 自然学校」
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うどん粉に水をいれ、 こねはじめると手に粉がひっつき手がどろど

ろになる。それをさらにこねていくと、だんだんうどんの塊になっ

て くる。単純な作業であるが、不思議な感覚である。 こねたうどん

を麺棒でのばし、切 ってゆが く。 この作業 も子 どもたちは大喜びで

ある。常に自分が積極的に取 り組まないとできない活動であり、 し

かも最後は自分が作 ったものを食べることができるのが魅力なので

あろう。

(5)子 どもとともに

指導するのでなく、子 どもとともにある存在は子 どもにとってと

ても有難いものである。指導者 は子 どもが困ってもす ぐに解決 しな

いで、一緒に困る存在であること。 この重要性はい くら強調 しても

しすぎではない。指導者が子 どもの目の位置で指導すると今まで見

えてこなかった子 どもの姿が見えて くる。竹 トンボ作 りの活動でも、

指導者が思わずその活動に熱中 し、一生懸命に取 り組んでいると、

不思議に子 どもたちが指導者の周 りを取 り囲み、楽 しい雰囲気を醸

しだす ことがある。まさしく、指導者 は子 どもとともにあることの

重要性を示唆するものである。

5 頭で考えることと実際にやることの違い

自然学校のね らいは子 どもたちが活動を通 して、心 と体を鍛え、

生 きる力を育むことにある。 自然学校では自分の五感を使い、 5泊

6日 実際にものごとにチャレンジし、積極的に過 ごすことが何より

大切である。何かをやろうとすると、失敗や試行錯誤はつきもので

あるし、悩むことも大事なことであろう。ゆったりとした時間、空

間の中で じっくりと取 り組むことが大切であろう。

(1) 試行錯誤と洞察力

実際に一つの活動に挑戦する際に、どうしてもぶつかる壁がある。

それは、 こうしたらできるはずなのに上手 くいかないということで

ある。マイギ リ式火おこし器で火をおこす活動がある。堅い心棒で

柔 らかな杉板をこす り炭素をため、それが摩擦熱で自然発火する原

理である。 しか し、頭でわかって も実際にやってみるとなかなかで

きないものである。 ここで必要 となる力は試行錯誤 と物事を直感的

に把握する洞察力である。何回か取 り組んでいるうちに、心棒を摩

擦 させる時に押 さえるようにした方がいいこと。途中で止めずに一

気にやった方がいいこと等々、子 どもたちは考えはじめる。 ここが

一番大切な点である。

(2) 失敗に価値がある

自然学校では失敗を大切にし、その失敗を価値づけることが大切

である。む しろ自然の中で失敗 はつきもので、失敗がないのは本当

☆「お、れあいウィークJ

☆「チャレンジ !Ц
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の活動を していないといっても過言ではない。だか ら指導者は子 ど

もの失敗を失敗のまま終わ らせず、それを発展的にとらえることが

必要になる。飯含炊飯でご飯の炊き方を失敗 し、ご飯粥のようになっ

たとする。一回だけの活動なら失敗であるが、次回の炊飯にもう一

度チャンスを与えれば今度はかなりうまくなるであろう。

(3) 本物の体験は感動を生む

偽物 と本物の違いは体験 してみるとす ぐに分かる。偽物は奥行や

幅、深みに欠 けるが、本物はそれ自身に感動を与えるものを内在 し

ている。

早朝登山にチャレンジした学校がある。秋の霧の中に、突然鹿が

あらわれた。 日と目があったような感 じで自分 も動物 と一体化 し、

まるで仲間のように感 じたと感想に書いている。また、キツツキの

仲間のコゲラが木をつついたりしているのを見つけたり、樹を逆 さ

におりて くるリスを見つけて感動 したということを書いている。本

物に出会 う体験はそれ自体が感動を生む ものである。 自然学校では

こういう本物体験をさせたい。

(4) 自分の手足で稼 ぐ

自然学校での活動は自分の手足で稼 ぐことに意味がある。その際

に自分の五感を全開することが大切である。山の中を一人で歩 く活

動がある。その時には、あらゆる感覚のアンテナを張 り巡 らせて活

動する。 ここは陽当たりがよいが木の葉の裏にハチがいそうだとか、

ここはじめじめ しているか ら、マムシがいるのではないかと思 った

りしなが ら歩 くことで、自然を身体全体で把握することになる。つ

まり、実際に自分の手足を使 って活動する時、人間は全力で物事に

集中 して取 り組むのである。 自然学校では子 どもが自分の手足や身

体全体で体験する活動を取 り入れることが必要である。

以上、理論編の 5つ の観点を受 けて、それを実現するために必要

な指導上の項 目を取 り上げてきた。 この項 目はお互いが密接に関係

して、単純にこれを達成するためにこれをすればよいというような

ものではない。そのことは、 自然学校の持つ教育的な意義の多様性

や自然学校の効果の大 きさを逆に証明 している。そ して、 これ らの

指導上の項目は、お互 いに響 きあい、束J激 しあい、高めあう教育的

な転移機能を持ちなが ら、子どもたちの主体性を伸ばす生 きた力 と

なるものである。

☆「ぼくたちの心、れあいヒス トリー」

☆「スーパーマンになろう !」
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実践編のプログラムにあらわれた指導上の項目一覧表 ◎印は、中心 となるねらい

○印は、関連するねらい
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○◎ ○潮風に誘われて

O ○ ○ ○O O ○ ○ ○ O ○自然にどつぷ り、自然

を味わう ◎

○○ ○ ○ ○ちびっこ建築家 ○ ◎ ○ ○ ○

◎自分の好 きな南但馬 !

O◎ ○ ○ ○挑戦 ! 生 き物博士 ! ○

○○創ろう! ぼくたち・わた
したちの自然学校大作戦 ◎ ○
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◎○スータヾ―マンになろう ! ○ O ○
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Ⅳ 実 践 編



自 然 丸 か じ り

◎このプログラムでねらうこと

自然の中で先入観をもたずに飛び込んでいき、知識だけに頼らないで新しいことを見つけることで、より

深くふれあう。

子 ど も の 動 き 子 ど も が 自 ら考 え る た め の 視 点

・ゆっくりと回り施設の様子を知る。

。一人でもグループでもよい。

・疑問や関心をもつようなめあてで回る。

と

　

日

　

目

まずはチラッ

・地図作 り
。ビンゴ形式カー ド

２

　

日

　

一目

３

　

日

　

一目

日
　

一目

いよヽヽよジックリ

・広 く感 じよう

(山・滝等のハイキング)

・深 く感 じよう

(動物・植物・昆虫等の観察)

・活動形態は、各自の意欲を大切にしながら、内容や場所によっ

て危険面を配慮 して考える。

・準備物等 も指導者と相談 して自分たちで取 り組む。

∫めあてを決めて活動範囲を選択する。

・五感を使ってじっくりと活動 し、感 じるまま記録することに

より確勤 なゝものにする。

・夜の自然を味わう事 も考える。

・ 中間発表会をもつことでヒントを得たり、さらなる意欲を喚

起 したりする。

日
　
　
　
一日

さらにジックリ

・裸で語ろう

(報告会、自然物ゲーム大会)

。自分が取 り組んだこと、見つけたもの、作 り上げたもの等の

発表会をする。

・ 体験 したことや見たり聞いたりしたことから、今後の自然に

対する気持ちへつなげる。

・ 会場は自然の中が好ましい。

・ 自然物を使ったゲームを作る。

・友だちとのふれあいをもつことを考える。

６

　

日

　

目

自然よありがとう
。自然物から創り出そう

。自分の作 りたいものを選択 し、材料 。作 り方などを調べなが

ら作る。

・作るものは、残るものもその場で楽 しむものもある。
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構 造 図

○印……「子どものうごき」の活動名

※印……指導上の項目

…‐‐まずはチラッ
・感動、不思議さ、なぜから学ぶ

○いよいよジックリ

※様々な自然とのら、れあい

※自然と裸でつきあう

※自分で学ぶ

※自分の手足で稼 ぐ

※危険との対面

○さらにジックリ

※友だちと協力する

※ リーダーシップとフォロワーシップの大切 さ

○自然よありがとう

※子どもの発想を生かす

※試行錯誤と洞察力

Q:1日 目に回るときのめあては、そのときに見つからなくてもよいので しょうか ?事前に決めないと難

しいのでは?

A:課題解決だけでなく、活動 している際の感動や発見 も含めて考えればよいでしょう。期間中に解決で

きない場合には、事後へとつなげていく観点でア ドバイスをしましょう。

実態にもよりますが、あらかじめ疑問や知識を自主的にまとめておき意欲を喚起するような指導もあっ

ていいでしょう。指導者が活動場所や児童の実態をより多 くつかんでおくことは、児童への意欲付け

にも大きく影響 してきます。

Q:自然物から創 り出す時はどのような関わりを持つので しょう?

A:施設のプログラムとして完成されているものの他に、児童が自由に考案 したものができるよう進めた

いものです。人、物、資料等の準備をして意欲的に製作させたいです。ワークショップのような形式

でも、始終指導を受けるのではなくア ドバイスが提供できる場とするように考えるとよいで しょう。

Q:5日 目の集いの内容や形態はどのようなものが好ましいでしょうか ?

A:こ の集いが目標の一つにもなりますが、自然との出会いや感動・意欲のまとめだけではなく、人との

真のつきあいということも意識 します。友だちに対 して気づかなかった一面を感 じさせることができ

るとよいで しょう。そのためにも、発表会という形に終わらないで自由に語 らいがもてるような雰囲

気作りをして進めたいものです。

ゲームについては、自然おゝれあいゲーム、 ビンゴゲーム、集団ゲームのようなものをアレンジしてグ

ループや全体で活動するとよいでしょう。

Q:事後活動にはどのように結びつけられるで しょう?

A:新聞をまとめたり、自然・環境について調べたり、地域のことと結び付けたりする機会を設けること

ができます。いつか自主的に取 り組んでいく姿勢 も現れることを期待 して心に響いた活動を体験させ

たいものです。
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知識・ 体験 (先入観 )

(疑 間、探求心、感動 )

疑間、探求心、感動

課題解決

試行錯誤

広 げる

生 かす

先入観なく自然の中に飛び込み

より深 くふれあう

よ り よ い 人 間 関 係

ピグマ リオ ン効果
自然は生きた教科書

Q & A



潮風 に誘われて
～ 海辺の自然探し ～

◎このプログラムでねらうこと

なんといっても海辺はそれだけで、魅力あおゝれたフィールドです。なにかワクワク・ ドキドキの体験が海

辺を歩くだけでも予感され、心ウキウキします。このようなヮンダフルな自然をゆったりした時間の流れの

中で、感じることをねらっています。

子 ど も の 動 き 子 ど も が 自 ら 考 え る た め の 視 点

１

　

　

日

　

　

一目

海辺 のさんぽ ここは、どんなとこ?
。海辺にはなにがあるかな ?

・海の中にはなにがいるかな?

地球は丸いかな。
。大の字になって砂浜に寝っころがってみようか。

２

　

日

　

目

砂や貝であそぼう ぼくらはちびっこゲイジュツ家。

・海辺のいろいろなもので時間を忘れて遊んでみよう。

３

　

日

　
一日

４

　

日
　
一日

いかだを作って

海へ漕ぎ出そう !

風や波にゆられてみよう。

・向こうの島はどんなとこ?
。ちょっと冒険 していかだで行ってみようか。

日

　

　

目

みんなでアー ト !

最後の夜を楽しもう

思い出を話そう

思い出を創ろう。

・自分たちだけの思い出を創ってみたいね !

星空のもとで潮騒を聞こう。

・せんせいあのね。

６

　

日

　

目

海辺をもとに 1 感謝しよう。
。またくるよ !
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指導者の指導のポイント

海での事故は直接的に人命に関わる重大な事故につながっています。ですから安全確保は重要であり、

万全の体制で臨むことは欠くことができません。

しかしながら、なんと言っても海はそこにいるだけで魅力あるフィールドです。ともすると活動に没頭

してしまうかもしれません。そのために 5泊 6日 のプログラム全体に十分な時間的ゆとりを持たせること

が大切です。そして、子どもたちの自由な活動を温かく見守るとともに、可能な限り教師も子どもたちと

遊びや創作活動などを一緒になって体験し、子どもの目線の高さを実感する機会とし、心の通い合う活動

にすることが重要です。

Q:海岸を散策するときどのような指導をすべきか ?

A:海岸を散策すると、まず海の香りに出会うでしょう。それだけではなく、子どもたちは海草・貝、色々

な漂着物など普段見かけない多 くの発見に出会 うことができるのです。

指導者としては、子どもたちの発見を丁寧に聞いてやることが大切です。また、 5日 目の作品を創る

素材集めの時間としても生かすことができるで しょう。

Q:ア イデアのでない子は?

A:ア イデアを相談することを利用 して、ゆとりある時間を子どもたちとの対話の時間と考えればよいの

です。指導者 も一緒に砂遊びなどをしながら子どもと同 じ視点に立って 2人・ 3人 と対話 してみては

どうでしょう。

Q:い かだ等で遊ぶ基本は?

A:ま ず安全確保がポイントです。海での活動は直接的に人命と関わります。事前の現地踏査や実施時期

及び当日の天候の予測、監視体制、緊急時の救急体制を指導者全員で確認することが重要です。

また、装備 (救命胴衣・救助ロープ等)等の事前の点検 も欠 くことはできません。いかだの材料など

は竹・ チューブ 。発砲スチロール等を使い、 ロープでしっかり固定 し組み立てましょう。

Q:全員が楽 しく参加するためには?

A:みんなのアイデアの具体化をしっかりと計画することがポイントです。また、必要な材料なども多め

にあった方がよいでしょう。また、学級 ごとのコンテス トをするなど、子どもたち相互の創作意欲を

刺激するのもよいで しょう。

最後に工夫 した点やできばえ、困ったことなどを発表させる機会 (ふ りかえり)を持つことも大切で

す。

Q:清掃活動での指導は?

A:子どもたちが魚釣りをする機会等海に親しむことも多いので、てぐすのからまった海鳥の悲惨な話等

をもとに、海辺で遊ぶマナーも指導するとよいでしょう。
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自然にどつぷり、自然を味わう

◎このプログラムでねらうこと

さまざまな自然との邁ゝれあい活動を通して、自然の多様さ、偉大さ、厳しさを実感する。

子 ど も の 動 き 子 ど も が 自 ら考 え る た め の 視 点

・施設案内図を持って自由に散策する。

(個人活動 も可)

・ 2日 目からの選択活動の下見をしよう。

１

　

日

　

目

施設を探検 しよう

情報を交換 しよう

日

　

　

目

遊びの基地を作ろう

。ターザンごっこ

・川遊び (水生昆虫)

・バー ドウォッチング

・昆虫観察

・森探検

。自分の気に入 った場所で自分のや りたい遊びを友達を誘 って

やる。

・施設をフルに活用 した遊びをする。

３

日

目

４

日

目

野外で生活 しよう

・食材の買い出し

・テント設営

・ ご飯炊き

・火おこし

。おかず作 り
。星空ウォッチング

・事前に子どもたちが班で計画したプログラムにそった活動を

する。

。準備物等の用意もできるだけ自分たちの手で取り組む。

日

創作活動をしよう

。焼き板

・植物のしおり
。草木染め

・竹細工

。自然物クラフト

(個人選択活動)

。たっぶりの時間の中で、自分のやりたい作品作りに取 り組む。

・ 自然の恵みを使って作品を作る。

６

　

日

　

目

まとめの活動をしよう
。清掃
。片付け

・子どもたちの計画に添った活動をする。

係の分担の責任をしっかり果たす。
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プログラム作成

への参画

事 前

構造図

生きる力

新 たな意見

心を揺 り動かす感動

(自 然学校 )

自然の中での

直接ふれあい体験

小

―

→

→

←

←

○創作活動

自然物を生かして

↑

ゆったりとした時間・空間・気持ち

○野外で生活 しよう

。火おこし

。野外炊飯

・テントイ白

○まとめの活動

※様々な自然とのお、れあい

※深みの楽しさ

※自分で学ぶ

※自立の楽しさ

※自分でやること

※時間的なゆとり

※追いつめることと待つこと

※友だちと協力する

※子どもの良さを引き出す

○遊びの基地作り

○施設探検

※感動、不思議さ、なぜから学ぶ

※自分の手足で稼 ぐ

※ リーダーシップとフォロヮーシップ

※危険との体面

このプログラムは、 1日 目と2日 目で自然との直接体験を通 して自然の多様さ、偉大さ、厳 しさにどっ

ぶりとひたらせる。

3日 目、 4日 日、 5日 目で子どもたちが計画 してきたプログラムに添った活動をする。指導者 も子ども

たちと同じような活動をやって見せることは必要だが、教え過ぎずに子どもを信頼 して待つ姿勢が大切で

ある。教えられたことは、すぐに忘れるが、自分で考え、工夫 し、悩み、他人の矢日恵か ら学んだことは、

いつまでも心に残 り、生きる力の核となるからである。

Q:虫を大変こわがる子や皮膚にアレルギーのある子の活動は、どのようにするとよいでしょうか ?

A:ア レルギーに対 しては、服装に気をつけさせたり、いざというときのための薬やどんな注意が必要か

良 く話 してやり、不安をできるだけ取 り除いてやることが大切です。また、その子の支えになれるよ

うな友だちや指導体制 も考えておくとよいで しょう。
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友だちの励まし

助け合い

関心・意欲

好奇心

主体的な判断

自主的な活動

指導者の指導のポイント

Q & A



ち び つ 子 建 築 家

◎このプログラムでねらうこと

子どもたちが本来もっている好奇心を呼び起こし、ダイナミックな活動を通して、自然の多様さ、厳しさ

にふれあう。

子 ど も が 自 ら考 え る た め の 視 点子 ど も の 動 き

。すみかを作るのに好ましい場所を考えながら歩 く。

・ グループで活動 し、時間をかけて行 う。

・個人の考えは十分にふくらませる。

１

　

日

目

調査隊になろう

２

　

日

　

目

設計技師になろう

３

　

　

日

　

一日

４

　

日

　

目

・個人の考えも尊重 しながらどんな形にするか、場所はどこが

いいか相談する。

・必要な器材を集める。

・場所や道具等の安全に注意 しながら作る。

・使える自然物で装飾等させることも工夫する。

・生活 しながら不十分な部分に気づきながら、どんどん発展さ

せる。

・無理のないよう、宿泊にも挑戦 してみる。

・天候や時間による自然の変化にも気づ く。

・ 他のグループのすみかと交流をもつ中で、情報交換をしなが

ら意欲の喚起を図る。

・ セールスポイントを紹介する。

・遊び場の自由交流 も考える。

・ ゆとりをもって、いろいろな野外炊さんにも挑戦する。
５

　

日

　

目

大工さんになろう

展示会を開こう

遊び場交流会

・ ターザン

・木登 り
。かくれんぼ等

・食事会

・ 自然のものを食べよう

６

　

日

　

目

自然に返そう ・絵や写真を残 し、すみかを元に返す。

・ 自然を守ることや片づけのマナーを考える。
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構造 図

○調査隊になろう

※自然と裸でつきあう

※柔軟な思考、大胆な発想

○設計技師になろう

※友だちと協力する

○大工さんになろう

※様々な自然との応ゝれあい

※試行錯誤と洞察力

※時間的なゆとり

○展示会を開こう

※子どもの良さを引き出す

※子どもとともに

O自 然に返そう

※本物の体験は感動を生む

○印…

※印

※危険との対面

「子どものうごき」の活動名

・指導上の項目

このプログラムは、子どもがもっている好奇心を十分に引き出し、自然の中でダイナ ミックに行動させ

ることに重点を置 く。

頭で考えることや疑似体験との違いを、自然の中で体験することのギャップにも気づ くであろう。そん

な中で自然の偉大さや多様さを感 じる。

また、友だちと協力 したり友だちから学んだりしなが ら、試行錯誤と洞察力を高めさせる。指導者はこ

こでは、子どもの良さを引き出すための豊かな感性や興味関心を引き出すことに重点を置 く。

Q:活動場所についての安全面での対策、範囲の設定などが心配なのですが・……

A:活動場所の危険箇所や動植物の知識は、下見等を含めて十分 しておく必要はあります。

必要に応 じて道具の使い方などの製作についても事前指導を考えましょう。

それらも考慮 して活動の範囲は、場所に応 じて考慮することも必要でしょう。 しかし、あらかじめ指

定するのではなくて、児童の希望を十分聞き、危険回避についても気づかせたり理解させることで、

柔軟性や大胆な発想を生かすことを大切にしたいものです。

Q:どのようなものを作れるのか事前指導をしておく必要はないのでしょうか ?

A:ケ ースバイケースで進めるとらえ方でよいでしょう。

図や模型などで事前に頭で考えさせることもできるでしょう。その場で試行錯誤をしながら友だちと

頭をひねることもよいでしょう。画一的な建物のイメージではなく、いるいろな様式の建物が並ぶの

を楽 しむぐらいの気持ちでスター トしてみましょう。

Q:泊まったり食事をしたり生活の部分に統一性はいらないのでしょうか ?

A:出来映えに差が出てくるのも試行錯誤の結果で当然でしょう。結果よりも過程を大切に、そして、価

値あるものにしたいものです。ただし、健康・安全に関することでの避難場所や補助的な道具は対応

できるように準備 します。当然、子どもの意欲を大切にし選択できる場面の設定なども忘れずに。

Q:せ っかく作 ったものを元に返すのは、達成感を半減させそうな気がするのですが中中中

A:基本的には、制作段階に大きな意味を持つのであり、この大切な時間をまた他の子どもたちが体験す

るための活動であると考えます。いろいろな状況によっては、特別な場合 も出てくるでしょうが、活

動場所の条件やその自然学校のねらい等と関係づけて考えることになります。
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自分の好 きな南但馬 !

◎このプログラムでねらうこと

自然の多様さ、偉大さ、厳しさにたっぷりひたる。自然のすばらしさや厳しさ等を発見する。

子 ど も が 自 ら 考 え る た め の 視 点子 ど も の 動 き

１

　

日

目

施設内を散策する ・ どんな自然が発見できるかゆっくり散策する。

・班で行動する。

・施設マップをもとに多少の雨でもチャレンジする。

２

　

日

　

目

地域エリアをゆっくりと歩 く ・川、公園、あぜ道を散策する。

・興味のあるポイントを見つける。

・危険な動植物に注意する。

。長い道のりもみんなで歩けばもっと楽 しい。

・寺町通 りをゆっくリウォーキングする。

・地図で町の様子を調べておく。

・虎臥城公園周辺の小川の鯉をじっくり観察する。

３

　

日

　

目

竹田の町並みを散策する

日

目

竹田城跡へ旅をしよう 。竹田城跡への登山に挑戦する。

・築城の様子について話を聞 く。

。天守台 (353,7m)か ら南但馬を感 じよう。

５

　

日

　

目

私の見つけた南但馬を紹介 しよう ・班ごとに南但馬で見つけた好きなポイントを発表する。

６

　

日

　

目

。各自が感 じた自然のすばらしさや厳 しさをまとめる。まとめをする
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構造 図

○施設内散策  ○与布土エリア散策 ○竹田の町並み散策 ○竹田城跡ヘ

※自然の厳しさに耐える

。自然とふれあう  。自然から学ぶ  。自然に対する理解を深める

。自然のすばらしさを発見する  。畏敬心を育成する

○発表会

・不安はだれにでもある。まずは一度チャレンジさせてみよう。

・地図と勘を頼 りに トライさせよう。

・子どもたちの「好奇心」を大切にし、思い切ってつき放そう。

Q:散策中、飽きてしまう児童がいたら?

A:班の中で励まし合って行動する。

Q:班の中で自分勝手に行動する児童がいたら?

A:あ らかじめ地図をもとにポイントを決めてから出発しよう。

Q:分からないことがあれば、どうしたらいいか?

A:地域の方にインタビューしてみる。

Q:う まくまとめができない時はどうしたらいいか?

A:模造紙やホワイトボード等を利用しよう。コンピュータでプレゼンテーションをしてみるのもいいね。

Q:今後に利用できるものは?

A:発表したことは学校に持ち帰り、掲示してみよう。
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自然体験

初めての体験

生 き る 力

豊かな心情を養う

感動体験

生活体験

自然への理解

美 しさ 。楽 しさ 。偉大さ

すばらしさ 。厳 しさ・ I賄 さ

指導者の指導のポイント

Q & A



生 き物博士 !挑戦 !

◎このプログラムでねらうこと

自然の中を自由に散策するなかから、生き物の美しさや不思議さに気づくことにより、生き物をより詳し

く調べたり観察しようという気持ちを育てる。

子 ど も が 自 ら 考 え る た め の 視 点子 ど も の 動 き

・ ゆったりとした時間のなかで自然を見つめ、美 しいものや不

思議なものを見つける。

・ 自然のなかの危険なものに気づ く。日

　

目

山野を散策 しよう !

日

　

　

目

生き物ウォッチングをしよう 1

虫

鳥

植物

物 等

。グループで危険な生き物について調べ、安全に気をつけて活

動をする方法を話 し合 う。

・ 自分がめざす生き物はどのような場所にいそうかを考えて行

勃する。

３

日

一日

・ 1日 日、 2日 目に発見 した生き物の中から、自分が好きなも

のについて詳 しく調べたり、観察をする方法を考える。

・調べ学習で困ったとき、どのような問題解決の方法があるか

相談をする。

・書物などで調べた内容と実際に観察 した事柄に相違があった

とき、それはなぜか自分なりの考えがもてるようにする。
４

　

日

　

目

探せ !

発見 ! 生き物の秘密 !

５

　

日

目

大好きな生き物を作ろう !

。石や木などの自然物を使って自分の好 きな生き物を工夫をし

て作る。

６

　

日

　

目

発見や感動や作品を発表 しよう !
。個人やグループで発見したことや感動したことを、作品を通

して相手にわかりやすく発表する方法を考える。
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指導者の指導のポイント

このプログラムは、 1週間を通

して自分が好きな生き物をじっく

りと観察 し、その生き物の様々な

特徴や秘密を発見 しようというも

のである。

1日 目、 2日 目はゆったりとし

た時間の流れの中で、各自が大自

然の思い思いの場所で思い思いの

生き物をウオッチングする。そして、メインの活動となる 3日 日、 4日 目は個人、またはグループで気に

入った生き物について詳 しく調べたり、知 らなかった点を詳 しく観察する。 1つ の生き物をじっくり観察

することにより新 しい発見と出会い、そこから疑間が生まれ、それが調べ学習につながる。

そこからまた、観察へとつながっていくのである。 1つ のことに集中、没頭 していく中で深みの楽 しさが

味わえるのである。 5日 目は、自分が発見 したり気づいたことを作品製作により表現 しようというもので

ある。

この活動は、様々な生き物が観察できるということが大前提になるので活動時間と活動場所の選定が大

きなポイントとなる。また、子どもたちの追求課題に対応できる人材と資料も前もって準備 しておく必要

がある。

活動の流れ (O)と指導上の中心項目 (※ )

○山野を散策 しよう→○探せ !   →

○生き物ウオッチング 発見 !生 き物の秘密

○大好きな   →

生き物を作ろう

○発見、感動発表

※深みの楽 しさ

※感動、不思議さ、なぜから学ぶ

※危険との対面

※子どもの発想を生かす

※様々な自然とのふれあい

※子どもの良さを引き出す

Q:安全についての話 し合いが十分でないときはどうすればいいですか ?

A:安全については十分に指導 しなければならないので、子どもたちの話 し合いで不十分な点については

教師が指導すべきです。

Q:詳 しく調べる方法がわか らなくて困っている子どもの指導は?

A:ま ずは待つ姿勢が大切なのですが、いきづまってしまえば参考文献のヒントを与えたり適切な指導者

の手助けが必要です。
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調

ぎ
●

Ｆ

日

Ｅ

Ｂ

自
ち

◎このプログラムでねらうこと

自分たちで活動プログラムを作り、計画を立てて生活することにより、指導者の予想を超えた活動を保証

するとともに、活動自体が大胆で楽しい自然学校にする。

子 ど も が 自 ら考 え る た め の 視 点子 ど も の 動 き

・施設を散策 し、使えるものや行ける場所を確認させる。

。マップを参考に 1日 かけて散策とともに自由に選ぶ。

・散策をもとに、班ごとに明日からの自由活動12を決める。

１

　

日

　

目

施設内を探検 して、活動内容を決

めよう

。午前年後に分けてやるか、 1日 中その活動をするかは各班 ご

とに決める。
２

　

日

目

☆自由活動  1

・活動 1と 同じメニューでも構わないことにし、やりたい活動

を思い切 りやらせるようにする。
３

　

日

　

目

☆自由活動 2

①自由活動発表会の準備をしよう

②自由活動発表会をしよう

。昨日までやった活動を他の班に紹介することにより、明日の

最後の活動の参考にさせる。

・発表方法は自由にし、劇でも紙芝居でも何でもいいことにす

る。

４

　

日

　

目

・昨日の発表をもとに今日やる最後の活動を決める。

・班ではなく、個人個人で活動を選ばせることにする。
５

　

日

　

目

やってみたい活動をしよう

☆自由活動 3

。自然学校でやった活動を 4年生に紹介することにより、自分

たちの活動をふりかえらせる。
６

　

日

　

目

活動発表会をしよう
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指導者の指導のポイント

1 自由活動を3回1入|れ ることにより、指導者の考えた活動ばかりでなく、子どもの大胆な活動を引き出

す。

2 自由活動途申に F活動発表会」を入れることにより、活動の幅を広げるようにし、一つの活動に固1執

することも、違う活動を取り入れること―も班、個人で考える.。

3 指導者はあ らかじめ、できるだけたくさんのものや活動例を準備しておき、子どもの活動に対応でき

るようにしておく。

4 最終日の発表会の形式は自由にし、様々な発想を認める.よ うにする6

活動をささえる指導者の支援

1 自由活動の際に、始めに留意事項だけ確認し、後は様々な活動を認める。

〔留意事項〕

例 (1)野外での活動を原則とする。

(2)施設にある道具を使う。

(3)活動エリアはAめておく。

(4)何か大きい物を作った場合は、1記念撮影し後は片づける.よ うに|す る。

(5)全員で協力してやることを一つは活動に入れる。

2 自由活動の計画書を作らせ、活動に幅ができるような助言をする.。

3 自由活動発表会の際も、短時間で効果的に発表できるように指導する。

,ll(1)時間は出入り含めてBI分以内。

(2)視覚的に訴えるような絵、劇を使う。言葉だけの発表にはしない。

Q:活動で、危険なことを子―どもが言ってきたらどうしますか?

A:だめなものはだめとはっきりさせます。ただ危険から逃れる手だてはないか考えさせます。指導者を

つけることで解決する場合はそのようにしまする

Q:3回と―も同じ活動を子どもが言ってきたらどうしますか?

A:認めますも同じことを何回もやっているうちに新しい発見が生まれてくるからです。

Q & A
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ア ー ト in南 但 馬
(巨大アー トをつくろう)

◎このプログラムでねらうこと

自然の持つ多種多様の形や色に気づき、発見し、それをもとにして友だちと協力しながら、大胆な発想で

南但馬をアートにかえる。

子 ど も が 自 ら 考 え る た め の 視 点子 ど も の 動 き

日

　

目

どんなアー トにしようかな

(南但馬自然観察路散策)

・個人・グループで活動エリア内の特徴を散策しながらまとめ

よう。

「まとめるポイント」

① 自然物の形や色    ② 観察路の地形

③ 侑1作できるスペース

２

　

　

日

　

　

目

日

　

　

目

原始の世界

①原始人の家………・…・地形、立木、岩等を利用したもの

②原始人の道具………石器時代をイメージし、石や木、かずらでつくる

③遊び場中中……………森の木やかずら等を利用したもの

山の斜面や岩場、真土を利用したもの

④恐竜………・……………木の株や木の枝、竹や竹の笹等を利用したもの

・個人・ グループのまとめた意見をもとにして、どの場所にど

のようなものを創るかをイメージしよう。

。現実にあるものにこだわらず、楽 しい夢のあるアー トを考え

よう。

・友だちのアー トを見ながら、エリア全体をキャンバスとした

アー トをイメージしながら歩 こう

・ 自然物からアートの飾りになる小品を考えよう４

　

　

日

　

　

目

の世界 乗り物 未来の町

空想動物 童話の世界 など

巨大アー トをつくろう

(1)構想を練ろう

(2)巨大アー トをつくろう

(3)巨大アー トを飾ろう

。草花で飾ろう

(4)巨大アー トをつなごう

。エ リア全体をキャンバスにみ

たてよう

５

　

日
　
一目

巨大アー トの完成を祝お う

。野外炊飯

。ファイヤー

・楽 しいパーティーになるように協力 しよう

。巨大アー トの夢を語ろう

。巨大アー トづ くりを通 して得た友だちとのふれあいの楽 しさ、

喜びを分かちあおう

。どのように自然にかえすか相談 しよう
６

日

目

巨大アー トを自然にかえそう
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プログラムの視点

子どもたちにとって、物を創りだすことは、

子どもが元来持 っている、創 りたい・描きた

い欲求を満たし、 この上ない楽 しいことであ

ると考えられる。

物を創造する喜びは、一人でつ くるより友

だちと意見を出し合い、協力 しながら作品を

つくり上げた時、喜びは何倍も増すであろう。

広大な自然の中に身を置き、様々な自然の

姿に触れることで、新 しい気づき。発見をす

る。その発見をもとに、想像の世界を表現す

る。

子どもたちの大胆な発想を引き出し、生か

すことによって、自然がひとつの画面となり

える。

自然学校が思い出深いものとなる。

柔軟な思考 。大胆な発想

様々な自然との応ゝれあい

子どもの発想を生かす

深みの楽 しさ

友だちと協力する

自分の手足で稼 ぐ

← ※

← ※

← ※

← ※

← ※

← ※

≠
ヵ

′
，

どのようなアー トを創るか子どもの発想を引き出し、生かすことがこのプログラムのポイントとなる。

そのためには、指導者が自然を豊かに感 じ取る感性が必要となってくるであろう。子どもの発想は些細な

ことから大きく広がる無限の可能性がある。その子どもの発想の

多様性や豊かさを持 っていることを十分踏まえながら、遊びを取 り入れたり、童話や夢を語 りながら子ど

もの想像力を高めていくことが大切である。

友だちと協力 しながら創造することを通 して、自然や人とのふれあいを深めさせる。

Q:イ メージがわかない子どもにはどうすれば良いか。

A:巨大アー トをつ くる場所設定をあらか じめ考えておく必要があり、その場所の周 りを熟視 しておくこ

とが大切です。最初は動物や鳥、怪獣など具体的な物でイメージさせることとします。そして、全体

のイメージにこだわらず、部分から全体へとふくらませていく表現方法が良いのではないでしょうか。

―-32-―

指導者の指導のポイント
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わたしたちにまかせなさい

◎このプログラムでねらうこと

計画段階から実施まで子どもたちが主体的に活動することで、活動意欲と自主性を高める。

子 ど も が 自 ら 考 え る た め の 視 点子 ど も の 動 き

。子どもたちがつくるセレモニー

独自の創意工夫を促す。

。エリア内 りしながら、班内で仲間づ くりを進める。

１

　

日

　

目

総合進行・

開校式

・委員長会

A班運営

場内散策 B班運営

。施設の様子を活動を通 じてつかみ、 3日 目、 4日 目の活動に

生かせるようにする。

・ D班の指示に従って一斉にカレーを作 り、野外炊飯の段取 り

を覚える。

施設の様々なところを使った活動

(自然観察、ウォークラリー等)

C班運営

スペシャル・ カレー (野外炊飯)

D班運営

２

　

日

　

目

３

　

　

日

　

一日

・児童が計画 した活動を 2日 間実施する。

。食事と入浴の時間帯だけ前もって子どもたちに連絡 しておき、

その他の時間の使い方は自由にする。

※いつ野外炊飯をするのかは、班によって異なる。

４

　

日

　

目

計画 した活動 (班別)

E班運営

野外炊飯を一回入れる

(買 い出しから)

＼♭

５

　

日

　

目

登山 (ま る1日 かける)

F班運営

※達成感のある活動を取 り入れる。

・忍耐力のある活動にみんなで挑戦 し、苦 しくても音を上げず

に、励まし合 う取 り組みにする。

・ G班が計画する。事前と実施中に場所、用具、内容、時間等

を施設の方と相談 して決めていく。

・子どもたちがつ くるセレモニーなので、事前に子どもたちが

創意工夫する。

日

　

目

ボランティア活動   G班 運営

閉校式 H班運営
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このプログラムの特徴

地域では、子どもたちだけで運営 していく行事や集団遊びが影を潜めて来た。

今では、行事存続のために保護者や地域の方が手助けをして子どもたちの主体性や自主性を取 り戻そう

としている。家庭や学校から離れた自然学校は、子どもたちの主体性を引き出し、自主性を高めるのに絶

好の機会となりえる。

そこでこのプログラムでは、子どもたちが運営する自然学校を取 り上げた。

前もつて子どもたちが考えること (班別)

・各活動を各班が分担 して受け持ち、 リーダーシップを発揮する。

集合・整列、司会・進行、活動内容、連絡指示・説明等

・各班で生活を設計する。

起床 。食事・入浴・消灯時間等

・ 3日 日、 4日 目の班別活動

活動内容、野外炊飯 (いつ、どこで、何を)

。子どもが計画するところを明確にしておく。

・施設の様子や活動の紹介など資料を提供する。アイデアのヒントを与える。

・当日、指導者は全体の前に立たない。全体に対 して一切の指示をしない。

(連絡 したいことがあれば、係にメモを渡 し子どもが連絡する。)

前もって子どもたちが準備すること (班別)

Q:1学 期 (5月 )に 自然学校を実施する場合、子どもたちが計画や準備をする時間の余裕がないのです

が 。

A:4年生の 3学期から取りかかってみてはどうでしょう。来年度の担任が決まっていませんが、自然学

校は教育課程に位置づけて全職員で取り組んでいくものです。自主性を育成するためには、学年を越

えた継続した取り組みが必要です。事前に、子どもたちが主体的に運営する行事 (例えば、老人ホー

ム慰問、学年レクレーション大会)な どを実施しておくのもいいでしょう。
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指導者の指導のポイント

・ 開閉会式を工夫す る。
・ 集合 時 の整列 を担 当

し、号令、点呼 の仕

ACH班

方を学ぶ。

・地図を製作す る。
・ 活動 を考える。
。道具の準備 をす る。

BCC班

・ カレー作 りを研究する。
C手順を説明で きるよう

にす る。

食材を準備す る。

D 班

・ ルールをつ くる。
・必要な物を準備する。
・ 連絡、指示の仕方を

E・ F班

学ぶ。

・ 施設 と連絡 しあい、

内容 と場所を決める。
・ 道具を準備す る。

G 班

Q & A



風の中のわた し
～身近な周りの自然探し～

舌

◎このプログラムでねらうこと

魅力ある自然を五感すべてで感じることをねらっています。この豊かな自然の中に6日 間を通して無理な

くとけ込んでいけるよう、それぞれの活動を配置しています。南但馬自然学校で、よく実施されているプロ

グラムです。

子 ど も が 自 ら考 え る た め の 視 点子 ど も の 動 き

１

　

日

　

目

施設内散策 ここは、どんなところかな ?
。なにがあるかな ?
。なにがいるかな ?

草や花になって身近な自然を感 じてみよう。

・大の字になって草原に寝ころんでみようか。

２

日

目

朝来山登山 鳥の目になってみよう。

・ どんなふうにみえるかな ?

・ スケッチをしてみよう。

３

　

日

　

目

サイクリング

(ヒ メノ、ナ公園へ)

風にのって飛んでみよう。

・町や村を通りこし、ちょっと遠くへ行ってみよう。

。周りの風景も休憩しながら、じっくり観察しよう。

・ 自分の住んでいるところと、どこが違うかな。

野草を味わってみよう。

・食べ られるかな ?
。どんな味かな。 じっくりと味わってみよう。

４

　

日

　

目

野外炊事

日

目

思いで工作

キャンプ ファイヤー

思い出を創ろう。

・自分たちだけの思い出を創ってみたいね !

。自然の素材を使ってみよう。

月の明かりで楽 しもう。

・夕闇の中、友だちと小さな火を囲んでいろんな話をしてみよ

う。

・ 自然学校の思い出を話すのもいいかも。

６

日

目

清掃活動 感謝しよう。
。またくるよ !そ のためには、もとどおり !
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指導者の指導のポイント

5泊 6日 の中で、子どもの実態 。指導者や保護者の願いなどを十分に考え「 自然学校のねらいJを明確

にすることが大切です。 このことによって、各活動の実施形態にも工夫すべき点が生 じてきます。例えば

同じ炊飯活動でも一斉活動とするのか、昼食や夕食で招待ランチ形式にするのか、また登山にしても、そ

のコースを個人選択とするのか班で選択させるか等も考え実施することが大切です。さらに、自然学校を

実施 した後の学校生活につながる内容も視野に入れることも大切です。

Q:初 日の行動範囲の設定は?

A:子どもたちにとって活動初日でもあり、初めて訪れるところです。やはり安全確保は大切です。

現地踏査を十分するとともに施設の方から情報を十分聞いておくことが必要です。また、実施中は必

ずスタッフを要所要所に配置 しましょう。そうすることによって子どもたちの活動は広がります。

Q:体力差のある子 どもが多いが登山につ

いてどうすれば?

A:&コ ースの設定、班編成を工夫するこ

とが大切です。時間をたっぷ りとり早

く登頂 した子どもたちは、山頂でスケッ

チをするなどプログラムにふ くらみを

持たせてはどうでしょうか。

Q:思 い出づ くりなどで焼 き板などと少 し

違った活動がしたいのですが ?

A:自 然にふれることを中心にして、枯れ

枝や落ち葉、石 ころ等、可能な限 り自

然のものを使い、アイデアや工夫によっ

て思い出深い個性的な作品はできます。

また、竹などを利用 して楽器を作 り自

然学校終了後、学校で「ぢゝれあい音楽

会」等 として異年齢集団 との交流会を

実施するのもよいでしょう。

Q:清掃活動を主体的に取 り組ませたい ?

A:自 然の中での活動の楽 しさを味わわす

ことが大切です。十分楽 しむことによっ

て次に利用するとき「 どうすればよい

か」を考え、指導すればよいでしょう。
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自 分 の 好 き な 村 !

◎このプログラムでねらうこと

自然の中で子どもたちの発想を生かす。子どもたちの自主的 ,主体的な活動を大切にする。

子 ど も が 自 ら考 え る た め の 視 点子 ど も の 動 き

１

　

日

　

目

エリア内を散策する ・どんな施設や場所なのか調べながら、ゆっくり散策する。

・班で行動する。

・雑木林に自由に遊びに行く。

・川、芝生、坂道、林の中を散策する。

・雑木林で自由自在に遊んでみる。

・話 し合って、村づくりのできる場所を見つける。

一２

　

日

　

目

エリア内で自分たちの村ができそ

うなポイントをみつける

・ どんな資材が利用できるのか調べる。

・間伐材を集めよう。

・木の葉や枝、つる等を利用しよう。日

　

目

村づくりに必要な資材や材料をあ

つめる

４

　

日

　

目

村の中で屋台づくりをしよう ・ どんな屋台をつくるか相談する。

・食1材の買い出しにいく。

・屋台で料理をし、みんなに食べてもらう6

・班ごとに村づくりの感想を発表する。
５

　

日

　

目

どんな村を作ったか発表 し―よう

日

　

目

まとめをする ・自分たちが考えて取り組んだことを中心にまとめる。
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造 図

・あ―りのまま何
―
でも見てみよう。

・フィールド全体を使って冒険しよう.。

,自然とのふれ―あいを深めよう。

・子ども.た ちの発想やアイデアを生かそう。

Q:ボイントが決定できずに迷っている班がいたら?

A:どんな村づくりをしたいのかじっくりと話し合いをさせる。

Q:どんな材料を集めたらいいのか分からな |ヽヽ場合は?

A:必要な材料の一覧表を作らせてみる。

Q:時間がない時は?

A:あ らかじめ時間配分を決めてから行動させる。

Q:う まく発表ができない1時はどうしたらいいか?

A:自分たちが作った村の中でできあがったものを見ながら説1明する。

Q:今後に利用できるものは?

A:発表したことは学校に持ち帰り、学級活動等で生かそう。

Oエ リア内散策 O村づく―りのポイント発見 O資材や材料を集ゆる .O屋台づくりをしょぅ o発表会

*子どもの発想を大切に  *柔軟な思想、大胆な発想

*時間的なゆとり  *失敗やハプニングにも価値があ―る

喜び―と楽しさ

を味わう

ッいのリフレッシュ協力と分担

相互研鑽

生 き る 力

創造性・主体性の育成

子どもの発想

子どものアイディア

指導者の指導のポイント

Q & A

88-



海辺満喫 ! &海に挑戦 !

◎このプログラムでねらうこと

海辺の自然に浸り、美しさにふれたり楽しんだりする。自分のアイデアを生かして作ったいかだで海の厳

しさに挑戦す る。

子 ど も が 自 ら 考 え る た め の 視 点子 ど も の 動 き

１

　

日

　

目

海辺を散策 しよう ! ・ 海辺を自由に散策 して、美 しいものや不思議なものを見つけ

る。

・ 明 日の活動内容を考える。

。海辺での安全な活動について話 し合う。

・ 自分の活動に必要な物は何かを考え準備する。

・より楽 しく、より美 しくするための工夫をする。

日

目

海辺を楽 しもう !

自由選択

り

水泳

砂の造形

標本作 り 等

３

日

目

４

日

目

５

日

目

海に挑戦 しよう !

。いかだ作 りをしよう

。いかだ作 りの工夫をしよう

。いかだでこぎ出そう

・ グループでいかだの素材や浮力について話 し合い、いかだを

作る。

・試し乗りをして、より安定したいかだになるよう素材、型、

浮力、こぎやすさについて話し合い工夫をする。

。海でいかだを長距離こぐときの安全な方法についての話し合

いをする。

６

　

日

　

目

。自分の思いが相手に伝わるような発表の方法を考える。発見や感動を発表 しよう
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指導者の指導のポイント

このプログラムは、 5日 目のい

かだで海にこぎ出し、海の厳 しさ

に挑戦することがメインとなって

いる。

まず 1日 目、 2日 目は海という

自然環境の中で自分がやってみた

いと思うことに取 り組み、自然の

美 しさや豊かさをたっぶり楽しむ。

そして、 3日 目からは海がその

美 しさとともに合わせ持つ、危う

※深みと楽 しさ

※様々な自然との

応ゝれあい

一

※子どもの発想を

生かす

※時間的なゆとり

※試行錯誤と

洞察力

※危険との対面

―
―

※子どもの良さを

引き出す

※本物の体験は感動を生む

υ

♂

エ

さ、厳 しさに挑戦するのである。そこで、 このいかだ作 りはいかだを作ることや乗ることを楽 しむという

より、ある程度の長距離をこぐのに耐え、自分の安全が守れるという視点からのいかだ作 りをすることを

ねらっている。

海の美 しさとその厳 しさを十分に体験させることがねらいである。

活動の流れ (O)と指導上の中心項目 (※ )

○海辺を散策 しよう→ ○海辺を楽 しもう→ ○海に挑戦 しよう→ ○発見や感動発表

し 択

Q:危険を伴 う活動の配慮すべき点はなんですか ?

A:海辺での活動は危険が伴 うので活動形態はグループにします。また、安全指導は具体例を出し、指導

の徹底をはかります。それと、監視員の確保も大切です。

また、海上での活動では危険との対面が指導上の項目になるのですが、ライフジャケットは必ず着用

しましょう。 こぐときは海岸線に沿ってこぐことの徹底と、監視用ボー トを準備 しましょう。

Q:い かだ作 りの素材集めでの子どもたちの参画の方法は ?

A:プログラム作成時などに子どもたちを参画させたり、事前指導のときペットボ トルなどを準備すると

良いことを知 らせます。

Q:一人一人の発表をみんなで認めていく良い方法は?

A:明 るい笑顔と拍手が一番だと思います。
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これが、われらのアドベンチャー !

◎このプログラムでねらうこと

自然学校の前半においては、自分が取り組んでみたい活動をたっぶりと楽しみ、後半は学級で計画した冒

険の旅と別施設での活動にチャレンジすることにより、日頃の生活では味わえない、達成感や成就感を体感

し、自分や友だちのすばらしさに気づく。

子 ど も が 自 ら 考 え る た め の 視 点子 ど も の 動 き

・事前に用意 して来た「施設マップ」を班で詳 しくして、施設

の実態をあばこう !

。他の班は、どんなことに気づいたのかな ?日

　

目

施設探検
。おもしろそうな場所チェック

情報交換会

フェイバ リット・ステージ準備

２

　

日

　

目

。さあ、自分がやってみたいことを思いっきり楽 しもう !

・野山を歩いて、観よう !聞 こう !感 じよう !

。自由な発想で、楽 しく、自分の想いを形に表そう !

・地域の方々の営みにふれよう !

・工夫 し、協力 して作 り上げ、湖を渡ろう !

。ちょっと不便だけど、「生きてる」って感 じだぞ !

・明日は、夜明けとともに出発だよ。どうしたらいい ?

日

　

目

《フェイバリット・ステージ》

く個人選択活動〉

A:自然観察 (植物・鳥・星)

B:ク ラフト (木・竹・蔓・石)

C:農業・林業・漁業体験

D:いかだ遊び

E:野外炊事&テ ント泊

片付け&活動のおゝりかえり

アドベンチャー 出発準備

４

　

日

　

目

５

　

日

　

目

『アドベンチャー・ ウォーク』

=往復 :30～ 40km=

1泊 2日 の冒険の旅

〈学級別活動〉

1組……○○○

2組……□□□

3組……◇◇◇

思い出のつどい

・足のケアは、できていますか?

。自分たちの安全を確保するためには、どんなことに気をつけ

たらよかったのかな? 実行委員を中心にもう一度確認して

おこう。
。さあ、冒険の旅に出発だ !

・ どんな人たち、どんな自然との出会いが待っているのだろう

ね。

・自然学校の思い出を深く心に刻もう。

。さあ、『来たときよりも美 しく』をモ、ットーに、実行委員の

指示に従 って、みんなで協力 して後片付けと清掃をしよう。
６

　

日

　

目

後片付けと清掃
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指導者の指導のポイント

このプログラムは、子どもたちができる限り自分たちの力で、事前の施設調査やプログラム計画を行い、

自然学校にのぞむという基本姿勢に立脚 している。それは、このプログラムが子どもたちの自主性や主体

性及び創意工夫 しようとする姿勢を大切にし、またそれを育むことに主眼を置いているためである。実施

施設に着 くと同時に、子どもたちが、予定 してきた活動を次々と自発的に繰 り広げていくような自然学校

をめざしたい。施設での暮 らしを主体的に楽 しみ、学級全員での冒険の旅にでる。個人で、そして学級で、

積極的にチャレンジし、やり遂げていく喜びを味わえるようにしたい。

その際に、指導者は子どもたちのよき相談相手となりながら、子どもたちに寄 り添 ったり、離れたりし

ながら、 じっと見守ったり、励ましたり、示唆を与えたりしてサポー トしていく必要がある。子どもたち

の思いや希望を大切にしながら、一層のやる気をもたせなければならないのである。

※小さな我慢がすがすが しさに   ※自然の厳 しさに耐える   ※危険との対面

※柔軟な思考、大胆な発想   ※自分でやること   ※自立の楽 しさ   ※自分で学ぶ

※自分の手足で稼 ぐ   ※時間的なゆとり   ※友だちと協力する

く施設探検について〉

Q:「広い施設なので、班をいくつかのグループに分けて活動 してもいいですか ?」 という申し出が子ど

もたちからあったら、どうしたらいいでしょうか。

A:安全面で気になることを十分に押さえた上で、班で時間等の約束を明確にするよう指示をして、認め

ればいいでしょう。

くフェイバ リット・ ステージについて〉

Q:自分がやってみたいことを選ぶのではなく、ただ仲のいい友だちと一緒になりたいという理由だけで

活動を選択 し、活動の中身にはあまり気が向かない子がいたとしたら、どうすればいいのでしょうか。

A:他の子どもたちの迷惑になったり、困った状況につながる恐れがあるときには、きちんと注意をし、

改めさせるが、基本的にはその活動の魅力を前面に押 し出すようにして、その子に関心を向けさせ、

誘い込むように仕向けるべきでしょう。

Q:2日 間にまたがる活動なので、子どもか ら「複数の活動に取 り組みたい。Jと いう申し出があったら、

どうしたらいいので しょうか。

A:そのコースが、人数の増減があっても大丈夫であって、気まぐれや興味本位によるわがままでなく、

はっきりとした目的の下に、他の人に迷惑をかけないのであれば、むしろ積極的な取 り組みとして、

称賛 していいのではないでしょうか。

(ア ドベンチャー・ ウォークについて〉

Q:体力や身体能力が違 う、様々な子どもたちがいる中で、一律に片道15～ 20kalの距離を歩かせることに

ついて不安はないのでしょうか。長距離ウォークを行うにあたっての留意事項

はどんなことがあるのでしょうか。

A:50分間で約 4 kmを歩いたら10分間の体憩を目安にすること、一人ひとりの体調に気を配 りながら進め

ること、状況に応 じて随時救急車両を活用すること、車の通行の少ない道を選ぶこと、等に気をつけ

れば心配はないで しょう。

Q:朝起きてすぐに排便する習慣がついていない子 も、少なからずいると思います。 もし、途中で トイレ

に行きたくなったら、どうしたらいいので しょう。

A:目的地が決まった段階で、事前に、 トイレ休憩がとれる場所の選定を済ませているし、救急車両を随

行させているので、急を要するときは、車で連れていけるから心配ないで しょう。

-42-

Q & A



ザ・ サパイパル体験記

◎このプログラムでねらうこと

テント張り、かまど作り、食材探しなどのサバイバル生活を中心にした海でのプログラムを組むことによ

り、生活の厳しさを知るとともに、小さな我慢が大きな達成感に変わることに気付く。

子 ど も が 自 ら 考 え る た め の 視 点子 ど も の 動 き

１

　

日

目

施設内を探検 して、活動内容を決

めよう

・施設を散策 し、使えるものや行ける場所を確認させる。

・ マップを参考に 1日 かけて散策とともに自由に遊ぶ。

・散策をもとに、班 ごとに明日からのテントをはる場所を決め

る。

２

　

日

　

目

自由サバイバル生活 1
・テント作 り

。食器作 り

。かまど作 り

・食事、テント張りを自分たちの班だけで行う。

・かまどを作り、食器も自分たちで作る。

・食材は 1日 目はあらかじめ準備しておく。

３

　

日

　

目

自由サバイバル生活 2
・ サバイバル炊事
。自由活動

。米だけ持ってきた食材を使い、あとは釣りや木の実拾いをし

て自分たちで食事を作る。
。あらかじめ食べられるもの食べられないものをチェックして

おく。

４

　

日

ｉ
目

自由サバイバル生活 3
・ハイキングヘ行こう

。お弁当を作 り自分たちで場所を決めハイキングに行 く。

・班行動で助け合いながらハイキングできるようにする。

・お弁当は朝早起きし、おにぎり程度を作って持 っていくこと

で食事作 りの大変さも味わせる。

５

　

日

　

目

テント身のまわりの片づけ

・ カヌー体験

。片づけは指導者が厳 しくチェックし、合格 したときの達成感

を味わせる。

・ カヌーは班 ごとにし、次の宿泊場所へ行かせる。

６

　

日

　

目

新聞作 り ・自分たちの活動 (テ ント、食事)を 1枚の個人新聞にまとめ

よう。
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指導者の指導のポイント

1 自由サバイバル生活はテント張り、食事作り、食器作りと既製の物をできるだけ使わずに自分たちの

手で行わせ、達成感を味わわせる。

2 自由サバイバル生活での活動 も、例えば釣 りなら木の枝を使わすように自然物を使った活動を行わせ

る。

3 サバイバル炊事は 1食のみにし、それで何もとれなかったらご飯 しか食べ られないようにし、自然の

厳 しさを味わせるようにする。

4 カヌー体験は、カヌーで遊ぶだけではなく、次の宿泊場所へ行く交通手段とし、着いたときには、テ

ント生活とは違う食事などで達成感を味わわせる。

5 新聞作りでは、「大変だったこと」「やったと思ったこと」を必ず書かせるようにし、我慢の大切さや

その後の達成感を振り返らせるようにする。

1 指導者も食事作りは自分たちで行い、子どものものは手伝わない。自分のことは自分でやる大切さを

知らせ、どうしてもできない場合は真似させる。

2 サバイバル炊事はあらかじめ指導者が食べられるもの食べられないものを、安全に十分気をつけるよ

うにする。

Q:河原や崖などの近くにテントを張る子どもがいたらどうしますか?

A:生命にかかわることなので、当然禁上します。ただ、サバイバルという意味で自然の厳しさやこわさ

を具体的に教える必要があるでしょう。

Q:本当にサバイバル炊事は、食料がとれなかったらご飯だけなんですか?

A:基本的にはご飯とふりかけくらいです。大切なことは、子どもを追いこみ子どもが本来持っている野

性の力を出させることです。

―-44-一
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ティピー村でくらそうよ

◎このプログラムでねらう

自然学校での生活そのも

楽しさ、嬉しさを感じ取る

こ と

のを自分の力で暮 らすことで、家庭での生活を振 り返りながら自立への苦 しさ、

子 ど も が 自 ら 考 え る た め の 視 点子 ど も の 動 き

・ フィール ドを散策 し、自分の気に入ったエリアを選定する。

・ 1人用～ 8人用テントから各自が選択 し、生活設計をする。

・活動はテントごとに実施する。

１

日

目

生活設計をしよう

。生活グループ作 り

。生活プログラムを自分で計画実行する。

・食事作 りや暮 らしに必要な道具を調達する。

・ 自然物を利用 して生活に役立たせる。

・ 1～ 2日 目の情報交換と振り返 りを行い変更・改善する。

２

日

目

「暮 らし」を体験 しよう

。フィール ド分析を して暮 らしや

すくしよう

。各自で食事作 りをしよう

・各自改善を求めてグループの編成替えをする。

・協力 しての活動へ発展する。

・団体生活、集団行動のための生活設計に。

・協力施工でティピー建築計画。

３

日

目

民族大移動を実行 しよう

。振 り返 りから生活ベースのテン

トを再選択、移動設営
。グループで食事作りをしよう

４

日

目

・個人選択からグループ選択へ生活スタイルの変更と村の形成。

。小規模共同活動から協同作業へ。

５

日

目

役割分担をして食事を作ろう

。自然物を利用 して資材集め・基

礎づくり～ティピー建築ヘ

。日常生活への帰還。

・新たな生活設計。
６

日

目

ティピー村撤収・閉村

ティピーってどんな物 ?

※テ ィピー 北米の平原インディアンの住居。細長い木

のポールと、バ ッファローの皮を縫い合わ

せたカバーからなる円錐形のテント。中で

たき火ができる。持ち運び可能な携帯性が

特徴。ポールを竹や間伐材に、カバーをブ

ルーシー ト等で代用 して作ることができる。

(リ トル ワール ドにて)

国

田

■

田

参考 小学館発行BE PAL 2月 号 2000
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個 人 選 択

1人でテント 2人でテント 3人でテント 4人でテント 5人でテント 6人でテント 7人でテント 8人でテント
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一 人活 動 ～ グル ー プ活 動

再 検 討・ 再選 択

グル ープ 。テ ン ト・ 生 活設 計

鈴
′

村 ま つ リパ ー テ ィを運 営 しよ う

∴

日常 生 活 へ の帰 還・ 新 たな生 活 設 計 ヘ

このプログラムは個人から集団への発展形式に焦点をあてている。

1日 目には各自が生活設計を行い、テントでの生活も1人用から8人用までを準備 しておき選択させる。

設営場所も水辺や木立の中で自由に選び設営する。 1か ら2日 目にかけて、一人の生活を体験する児童も、

いきなり集団での生活を選ぶ児童も、どちらも必ずなんらかの壁を感 じるだろう。 2日 目には生活プログ

ラム計画を立て、再選択会議を行う。振 り返 りながらより快適にくらしていくためにグループができたり、

テントの位置を変えたり心も体 も移動 していく。自由な選択ができるようフレキシブルに対応 していく。

3日 目は再選択に基づきグループ編成、活動を共にする。ひとりでできること。小人数でできること。

多人数で協力することで成 し遂げられること等意識付けをすることで、生活の成 り立ちに人との関わりが

大切であることを実感させる。 この暮 らしの中では、自分自身を見つめ直 し、自分を律することが必要と

なる。さらに、 ここから4～ 5日 目の最大の目的に向かっていく。多人数が生活できるティピー設営に入

る。ティピー設営は、少人数の共同作業だけでなく、集団で役割分担をし、組織的な協同作業を必要とす

る。

6日 間の「暮 らし」の体験では、心の葛藤が予想され、人と接する中で自分を見つめることができるで

あるう。より楽 しく、快適に生活するためには、人間関係の中で自分を磨 くことの大切さを体験させたい。

国

―

―

田

―

―

一クまι営諸
８
町

を汀一ビイ一ア

生 活 設 計

生 活 プ ロ グ ラ ム 作 成

指導者の指導のポイント



広 Iザよう、わたしたちの世界

◎このプログラムでねらうこと

自然とのふれあい、人とのおゝれあい体験を通して自立の楽しさを実感する。

子 ど も が 自 ら考 え る た め の 視 点子 ど も の 動 き

施設探検

・オリエンテーリング

・各班で協力しながら施設めぐりをする。

・気に入ちた場所ではゆっくり楽しむ。
１

　

日

　

目

２

　

日

目

みんなでゲーム

・課題解決ゲーム

。自然観察ゲーム

自由遊び

。自然を相手にいろいろなゲームを楽 しむ。

・班で相談 し、助け合って解決 していく。

・午後は、自由時間として個人の選択活動を楽 しむ。

・早朝登山をすることによって、自然の多様さ偉大さに触れる。

・友だちと励まし合って苦 しさを乗 り越える。

３

　

日

　

目

雲海登山

。たっぶりの時間の中で自分たちの作 りたいものに挑戦する。

・友だちと助け合い、教え合いながら作品を完成させる。

４

　

日

　

目

創作デー

。自然物クラフト

・草木染め

・押し花アート

日

自然学校ガイ ドブック作 り

体験発表会

。次年度の 5年生のためのガイ ドブックを作る。

・自然学校の先輩として後輩に自分たちの思いを送ろう。

・友だちの気づきを知ろう。

日

　

目

ボランティア作戦 。わたしたちが世話になった施設を心を込めて美しくしよう。

・ どんな活動ができるか自分たちで相談する。
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構造図

※自立の楽 しさ

※小さな我慢の大切さ

※自分でやること

※時間的なゆとり

生 き る力

自ら考え自ら学び

自然とのふれあい

人とのふれあい

自立の楽 しさ

ともイこ生きる

小

―

→

→

←

←

↑

ゆった りと した時間・ 空間・ 気持ち

○創作 デー

○ 自然学校 ガイ ドブック作 り

○ ボランティア作戦 ○雲海登山

○みんなでゲーム

○施設探検

※ リーダーシップと

フ ォ ロ ワ ー シ ップ

※子どもの発想を生かす

※深みの楽 しさ

※様々な自然 とのふれあい

※自然と裸でつきあう

※試行錯誤と洞察力

※友だちと協力する

このプログラムは、 5日 目の自然学校ガイ ドブック作成に焦点をあてた。小学校 5年生という時期は、

自我に目覚めてくるころであり、他人のために喜んで働 くことができる。そこで、初日からの 3日 間は、

施設の豊かな自然を活用 して様々な自然とふれあう体験をさせる。自然の中に入 り込んでより深 く自然と

ふれあい、自然の中で伸び伸びと生活する中で学んだことや、自分を抑え友だちと協力 して活動をやり終

えた時の苦 しさと嬉 しさを自然学校の先輩として後輩へ伝える。

また、最終日には、お世話になったすべての方々に感謝 してボランティア活動を取 り入れてより自立を

促す。

Q:子どもたちにゆったりとした気持ちを持たせるために指導者としてどんなことに気をつけたらよいか。

A:心理的なゆとりとは、子どもたちに自分から何かを始める自由があるということです。

言われてする、与えられ強制されてする活動が多いと楽しさも活動に対する意欲も生まれてきません。

指導者は、子どもが自分で選択できる活動の幅を広くして、生活面でも自分たちの事は自分たちで考

えてやらせることが、子どもたちにとっての心のゆとりになります。
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子 ど もの参 画

ロ グ ラム企

事 前 子 ど もの生 活

役 割 責 任

子 ど もの関

好 奇 心

情 報 の共 有

打 ち合 わせ

指導者の指導のポイント

Q & A



エンジョイ ! 脱 現代文明

◎このプログラムでねらうこと

自然学校でのくらしを自ら計画し、あえて現代の生活の便利さを捨て、工夫し、力を合わせて暮らしを創っ

ていくことを楽しみ、それを受けて自分の後半の活動を決定し、自ら楽しむ中
―
で、自主性と協調性及び積極

性を育む。

子 ど も の 動 き 子 ど も が 自 ら 考 え る た め の 視 点

１

　

日

　

目

施設探検
。おもしろそうな場所チェック

情報交換会

『脱 現代文明』の生活開始

・事前に用意 してきた「施設マップ」を班で詳 しくして、施設

の実態をあばこう !

。他の班は、どんなことに気づいたのかな ?

。さあ、自分たちで計画 してきたくらしを始めよう。

日

目

３

　

日

　

目

『脱 現代文明』の生活

〈班別活動〉

・ テント泊

・食器づ くり

。野外炊事

・基地 (隠れ家)づ くり
。基地づ くり&基地泊

・ ドラム缶風呂

等

活動のふりかえり

・計画に基づいて、 くらしてみよう。

・やって行 く中で、変更 したいことがあったら、班で話 し合っ

た上で、変更 していっていいよ。

。道具類や材料など、追加 したいものが出てきたら、相談に来

なさいね。

。他の班とも交流 しよう。

。今までのくらしはどうでしたか。そして、これからは ?

４

　

日

　

目

５

　

日

　

目

《フェイバリット・ステージ》

く個人選択活動〉

A:自然観察 (植物・鳥 。星)

B:ク ラフト (木・竹・蔓・石)

C:登山 (ハ イキング)

D:農業・林業・漁業体験

E:いかだ遊び

F:『脱 現代文明』

思い出のつどい

。さあ、自分がやってみたいことを思いっきり楽 しもう !

・野山を歩いて、観よう !聞 こう !感 じよう 1

・ 自由な発想で、楽 しく、自分の想いを形に表そう !

。がんばってやり遂げたよろこびを味わおう !

。地域の方々の営みにふれよう !

。工夫 し、協力 して作 り上げ、湖を渡ろう !

・ 3日 目までのくらしにこだわって、続けていこう !

。自然学校の思い出を深く心に刻もう。

日

　

目

後片付けと清掃 。さあ、「来たときよりも美しく」をモットーに、実行委員の

指示に従って、みんなで協力して後片付けと清掃をしよう。
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指導者の指導のポイント

このプログラムは、子どもたちができる限り自分たちの力で、事前の施設調査やプログラム計画を行い、

自然学校にのぞむという基本姿勢に立脚 している。それは、子どもたちの自主性や主体性及び創意工夫 し

ようとする姿勢を大切にし、またそれを育むことに主眼を置いているためである。実施施設に着 くと同時

に、子どもたちが、予定 してきた活動を次々と自発的に繰 り広げていくような自然学校をめざしたい。友

だちと力を合わせ、自分たちで試行錯誤 しながら、不便さを克服 しながら暮 らしていき、後半の自分の活

動に自ら取 り組んでいく中で、目標に迫 らせたいと思う。

※自立の楽 しさ    ※子どもの発想を生かす   ※自分でやること   ※友だちと協力する

※時間的なゆとり   ※自分で学ぶ        ※試行錯誤と洞察力  ※失敗に価値がある

※追いつめることと待つこと   ※子どものよさをひきだす

く施設探検について〉

Q:「広い施設なので、班をいくつかのグループに分けて活動してもいいですか ?」 という、子どもたち

からの申し出があったら、どうしたらいいでしょうか。

A:安全面で気になることを十分に押さえた上で、班で時間等の約束を明確にするよう指示をして、認め

ればいいでしょう。

〈『脱 現代文明』の生活について〉

Q:子どもたちから、「他の班と合同でやってもいいですか ?」 という提案があったら、どうしたらいい

でしょうか。

A:事前の計画段階で、班別にそれぞれ独自性をもって『脱 現代文明』の生活内容を考えてきているわ

けだから、独自性・個性を大切にするためにも、安易な合同はさせるべきではないでしょう。合同の

理由を聞いてみて、それが異質の活動内容の合同になっていて、互いに相乗効果が期待できるときや、

活動内容は似通っていても、新たな発展が期待できるときには、協同で活動することを認めるように

すればいいのではないでしょうか。

Q:前もって班で相談して決めていたことだけど、変更可能にしていることから、その時になって、班の

中で意見の対立があった場合は、どうしたらいいでしょうか。

A:と りあえず、納得しあって決着をみるまでは、話 し合いを続けさせ、中途半端なままでは行動に移さ

せないようにすべきでしょう。

けれども、子どもたちだけでは、どうしてもおさまりが付かないようであれば、助け船を出してやる

必要があると思われます。

(フ ェイバリット・ステージについて〉

Q:自分がやってみたいことを選ぶのではなく、ただ仲のいい友だちと一緒になりたいという理由だけで

活動を選択し、活動の中身にはあまり気が向かない子がいたとしたら、どうすればいいのでしょうか。

A:他の子どもたちの迷惑になったり、困った状況につながる恐れがあるときには、きちんと注意をし、

改めさせるが、基本的にはその活動の魅力を前面に押し出すようにして、その子に関心を向けさせ、

誘い込むように仕向けるべきでしょう。

Q:2日 間にまたがる活動なので、子どもから「複数の活動に取り組みたい。Jと いう申し出があったら、

どうしたらいいのでしょうか。

A:そ のコースが、人数の増減があっても大丈夫であって、気まぐれや興味本位によるわがままでなく、

はっきりとした目的の下に、他の人に迷惑をかけないのであれば、むしろ積極的な取り組みとして、

称賛していいのではないでしょうか。

―-50-―
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おか Iず で助 か つた よ !

◎このプログラムでねらうこと

子どもは本来他人のために役立ちたがっている。そこで、働くということを通して、子どもの素朴な奉仕

の気持ちを引き出す。

子 ど も が 自 ら 考 え る た め の 視 点子 ど も の 動 き

１

　

日

自分のことができるようにしよう

。食事の取 り方

・整理整頓

・風呂の準備

・せんたく

・食事、風呂、身の回りの整頓等を自分でやるようにする。

・ 自分のこと以外に人のためになることを探 してみる。

・食事づ くり

。そうじ  等
。やりたいが大人に手伝 ってもらわないとだめな部分と自分だ

けでもできる部分をわける。

日

　

　

目

人のためになることをしよう

3日 目からの打ち合わせをしよう

３

　

日

目

４

　

日

目

日

　

目

人のためになろう

(選択活動)

|・ 缶 トリーウォーク

・老人施設等への奉仕作業

・草メUり
。食事づくり
。風呂たき
。家づくり

・思い切って人のためになることをやるための条件を明確にす

る。

・ 自分がやりたいことをやることで、人が喜ぶことに何がある

かを考える。

・人のためという気持ちが強 くなりすぎず、自分にとっても気

持ちがいいことは何かを考える。

６

　

日

　

目

発表会をもとう ・どんなことをして人に喜ばれたか発表する。
。今後の家庭でどんな手伝いができるか話し合う。
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指導の流れ

事前

○缶 トリーウォーク

○奉仕作業

○食事づくり

・せんたく
。料理
。そうじ

※自分でやること

※友達と協力する

事 後

。家事の役割分担
。学級 。学校の

係 り活動

※子どもの良さを引き出す

○印は自然学校の活動名

※印は指導上の項目

小
ヽ

キ
ー

意

欲

子どもたちは本来何か他人のために役立ちたがっている存在である。

このプログラムは、そういう子どもの持つ気持ちを自然学校の中で大切にし、汲み上げることにねらい

がある。指導者は、子どもたちのかかわりを丁寧に見て、それを育み見守ることが大切になる。そのため

には、指導者にあたたかさと感性、そして鋭いみつめる目がいる。指導者に誉められることが心からうれ

しいと思える信頼関係が何より必要である。

Q:3日 目からの「人のためになろう」がメインのテーマであるが、その具体的な仕事内容がはっきりし

ない場合はどうすればいいのでしょうか。

A:どんな小さなことでもいいという視点で考えてみることが大切です。例えば、施設内の草刈りとか、

倒れている木々のそうじとか、子どもの目から見てわかるものに取り組ませることです。

また、やり終わってある程度結果の見えることがらがいいのではないでしょうか。大切なことは子ど

もたちのやったことに評価を与えて、次への意欲につなげることです。
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働 く

自分の身の回りのことは

自分でする

・ 自分の

活動に

。させてもらう

よるこび

意味が

ある

ことの

確認

指導者の指導のポイント

Q & A



原 始 人 に な ろ う !

◎このプログラムでねらうこと

自然の中に自分たちの考えたすみかを作る活動を通して、自然や友だちとのふれあいの楽しさを味わうと

ともに友だちと協力することの大切さを知る。

子 ど も の 動 き 子 ど もが 自 ら考 え る た め の 視 点

開村式

すみかづくりの場所探し !

。原始村のマップづくりをとおして、楽しくすみかに適した場

所探しをさせる。

・昔の人がどんな所でどんな家に住んでいたのか事前に調べる

活動を取り入れる。

・開村式で指導者が原始人の服装で登場するのもアイデアの一

つである。

１

　

　

日

　

　

目

２

　

日

目

すみかづくりに挑戦 !

衣服づくりに挑戦 !

・ グループですみかの形や材料について相―談し設計図を作る時

間を十分保証する。

●家づくりに必要な道具の安全で正しい使い方を徹底しておく。

・ どんな服装をしていたのか、周りの自然物を上手に利用する

ことをヒントとして与える。

３

　

日

　

目

すみかの守り神を山頂までとりに

行こう !

。だんだんと出来上がるすみかを大切に守ろうとする気持ちを

高めるため、山頂にすみかの守り神がいることを伝え、守り

札をとりにいく計画に発展させる。

４

　

　

日

　

　

目

すみかづくりに挑戦 !

原始人の食器づくりに挑戦 !

すみかで過ごそう !

・すみかづくりの最終日であることを伝え、始めの計画をもう

一度確認させる。

・ どんな食器で食べていたのか想像させ、想像図をもとに楽し

く食器づくりをさせる。

・ 出来上がったすみかに集まって、どんな過ごし方をしたいの

か思い思いの過ごし方を話し合わせる。

５

日

目

火の祭りをしよう 1 ・原送＼になりきった今日までの活動を振り返らせ、おもしろ

かったことや友だちと協力して渡張ったこと等を言葉や体で

表現する場であることを女日らせる。

６

日

目

閉村式

すみかの片づけをしよう 1

・ 1週間の活動を通して作り上げたすみかをもとあった自然の

姿に戻すことの大切さを教える。

一 開 ―



プログラムづくり

視  点

1 自然学校のねらいを達成するために

6日 間、豊かな自然の中にどっぷりつかり、仲間とともに「挑戦」をテーマにしてダイナ ミックな ドラ

マづ くりに挑戦させたい。きっと、友だちと協力することの大切さはもちろんのこと、協力することの

難 しさや助け合って活動することの楽 しさを感 じるであろう。

2 -人一人が生かされるように

初日から最終日まで、それぞれの活動は一つのス トーリーでつながっている。子どもの豊かな発想が

エネルギーとなって、活発な活動が展開されていく。多 くの失敗も予想されるが、 この時こそ子どもた

ちが成長するチャンスである。そして、一人一人が生かされるときでもある。 このプログラムは、自然

学校実施中はもちろんのこと、実施前の子どもたちの主体的な活動が大きなポイントとなる。大いに 6

日間の ドラマづくりについて夢を語 らせる時間をとりたい。

3 生きる力を育むプログラムにするために

子どもたちが主体的に活動に取り組

むことを通 して、果敢にチャレンジす

る意欲や、判断力、表現力、創造力等

の育成を図りたい。このねらい (願 い)

の達成には絶好のプログラムである。

そして、この貴重な体験をその場限り

の体験に終わらせることなく、日常の

学校生活の中で連続的・発展的に展開

するように組織化 しておくことが重要

である。

i

ttD

※友だちと協力する

※子どもの発想を生かす

※柔軟な思考 。大胆な発想

※自然と裸でつきあう

※時間的なゆとり

※失敗に価値がある

・ 5泊 6日 の体験を通 してねらう仲間づ くりの明確化

・十分な現地調査による具体的な活動場所等の情報提供

・指導者 も子どもと一緒になって ドラマをつ くる

。子どもたちの主体的な活動を促す

。活動時間の適切な設定、計画性のみられる活動

・値打ちある失敗は見逃さない指導者の眼

Q:すみかづ くりの計画はどのようにたてさせればいいのでしょうか ?

A:出来上がりまで 3日 あることを事前に知 らせてあげましょう。実施までにイメージ図を作成させてお

くことも必要ですが、 1日 目に十分時間をとって気に入った場所を探させることが大切です。

Q:4日 目になってもすみかが出来ない時はどうさせたらいいのでしょうか。

A:活動を中断させて、みんなで話 し合いをさせるのも一つの方法です。計画 した内容が出来なかったの

はどこに原因があったのか、子どもたち自ら考えさせる指導 も大切です。 この時がポイントです。価

値ある失敗を見つけられる指導者になって下さい。
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指導者の指導のポイント

Q & A



ぼくら わたしらのトライ

◎このプログラムでねらうこと

友だちと協力しながら主体的に計画し行動する。

自然の美しさを感じ取らせ、自然の素材を使って工作する。

子 ど も の 動 き 子 ど もが 自 ら考 え る た め の 視 点

・地図、電車やバスの時刻表、観光案内などをもとに施設まで

の行程を班ごとに計画 し、名所を訪ねて行 く。
１

　

日

　

目

地域めぐり

。希望者を募って自然の中で活動する。

・思いつきや冒険心を生かす活動にする。

・工作の素材を探す。

２

　

日

　

目

このゆびとまれ (散策)

。自然観察 里山の遊び 等

３

　

日

目

登山 ・体力に応じてコースを選択する。

・工作の素材を探す。

※達成感のある距離が望ましい。

４

　

日

　

目

工作 ・ 1日 目、 2日 日、 3日 目の各場所でクラフトの素材を集めて

おき、竹や石等と組み合わせて工作する。

・施設内で仕事を探 し、勤労体験をする。

草取 り、金網洗い、清掃 等

。明日に備えす ぐに出発できるようにしておく。

５

　

日

　

目

ボランティア活動 (午前中)

荷物整理 (夜)

６

　

日

目

帰校 ・班ごとに帰る。
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地域めぐり

この指とまれ

登山

工作

ボランティア活動

※友だちと協力する

※自立の楽 しさ

※自分で学ぶ

※子 どもとともに

※子どもの発想を生かす

※自分の手足で稼 ぐ

。子 どもたちにこれか らしようとする活動を計画させ、自分たちでやっていこうとする意欲を持たせ

ることが肝心である。そのため、事前に学校で地図・時刻表を調べたり活動事例を調べたり、家庭

では、どんなことができるのかを家族に相談 したりする機会をつ くり自然学校への夢を膨 らませて

いくことが必要である。

・登山では、個々の子 どもの体力に応 じてコースを選択できるようにする。

・ 2日 目、 4日 日、 5日 目の年後は、活動の計画を入れずに時間的なゆとりを持たせる。

Q:子 どもたちだけで交通機関を使 って行かせるのは不安ですが。

A:も ちろん指導者が付き添っていきますが、行き方の指示はしません。

緊急体制は、万全にしておき、事前の安全指導を徹底 してください。施設によっては、交通の不

便な所や歩 くのに歩道がなくて危険な場所もあります。そんな場合は、行程の中で集合 しやすい

場所までとし、そこから貸 し切リバスを利用する方法も考えられます。

夕食までに施設に到着すればよいのですから、結構いろんな所を見てまわることができます。そ

れぞれの村や町の風土を肌で感 じることでしょう。
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プログラムづくり

仲間と協力 し主体的に活動・地域の風土を体感

忍耐・達成感・感動・友だちへの思いやり

自然の美 しさ発見・計画 。個性の発揮

仲間と協力し主体的に活動・勤労体験

ゆとり。活動の創造 。冒険

＼

/

指導者の指導のポイント

Q & A



自分で食べるぞ ! 自然学校

◎このプログラムでねらうこと

自然学校での食生活そのものを自分の力で計画実行しようとすることで、家庭での食生活を振り返り、自

立への苦しさ、楽しさ、嬉しさを感じ取る。

子 ど も の 動 き 子 ど も が 自 ら 考 え る た め の 視 点

・食生活に欠かせない調理方法に目を向ける。

・炎を作り出すことを考える。

・現地で資材調達。

１

　

日

　

目

炎を知ろう

日

「ほのお」を体感しよう
。フィールド分析をして燃やせる

・場所 。物を選択する
。各自で食事作りをしよう

平成 7年度プログラム研究委員会 |

冊子 P,23参照        !
「火でためしてみよう」   |

。生活プログラムを自分で計画実行する。

・ 自然物を燃やしてみて生活に利用できる物をみつける。

・食事作 り。暮 らしに必要な道具・材料を調達する。

・ 1～ 2日 目の情報交換と振り返 りを行い変更 。改善する。

日

目

自分の調理方法を工夫 して実行 し

よう

。振り返りから着火方法を再選択、

課題を持ってチャレンジしよう

。グループで食事作 りをしよう

。各自改善を求めてグループの編成替えをする。

・協力 しての活動へ発展する。

４

日

目

・

５

日

目

役割分担をして食事を作ろう

。自然物を利用 して資材集めをし、

かまどを作ろう

・個人選択からグループ選択へ生活スタイルの変更。

・工夫 したかまどづ くり。オーブンづ くり。

・小規模共同活動から協同作業へ。

６

日

目

。日常生活への帰還。
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個人選択の入り口としての例

ぎり式

ペ ッ ト ボ

トルで作 っ

て み よ う

ぜ

太陽熱

ビ ニ ー ル

と 水 で 大

き な レ ン

ズ を 作 る

| マ

`
マ  ッ

組 |

を 組 |

ツ チ 薪

チ 1 細 木

材 料 を 工

夫 しよ う

必 ず つ け

麻 ひ も で

火 口 を 作

ろ う

一 発 着 火

だ

チールウー

ル で 着 火

しよ う

本 。 一 発

で つ け る

ぞ !

ん で イ ン

ァ ィ ア ン

の

|る ぞ

太陽熱利用 乾電池利用 マ  ッ チ

素材 。食材

火 打 ち 石火おこし器

道具調味料

調理方法を工夫 しよう食材を調達 しよう

食事作 りをしよう

指導者の指導のポイント

子どもが自ら考える視点として、食事作 りの中からも様々なポイントが考えられる。各自が選択肢を持

ち、課題を持って取 り組む中で楽 しく。厳 しく進んでいけるのである。

食事作 りは多 くの学校で実施されている活動である。その活動には様々な課題を盛 り込むことができ、

子どもたちが楽 しみながら自ら課題を設定 し学べる活動である。例として「調理の窓Jの炎の入 り口をみ

てみると上の図のように考えられる。まだまだ様々なラインができあがるであろうし、子どもたちが自分

で見つけ 。選びながら進めていける。また、水の窓に注目することもできるだろう。湧き水、清水、川の

水、雨水…浄化の方法等支援 してやることで、可能性はひろがっていく。現在までも繰 り返されている活

動 もさらに視点を変え、子どもたちを楽 しい食事作 りの中で追い込んでみてもいい。そうすれば個人から

集団へ、 リーダーが生まれ、共同から協同へ変容 し成長することができると考える。
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ず ら 大 好 き !い た

◎このプログラムでねらうこと

子どもたちが本来持っている好奇心を呼び起こし、自然の中でのダイナミックな活動を通して、自然の多

様さ、美しさ、厳しさを満喫する。

子 ど も の 動 き 子 ど も が 自 ら 考 え る た め の 視 点

・施設を散策 し、自分の気に入った場所を見つける。

・時間をかけて自分のペースでゆっくり歩 く。

・不思議だな、なぜかなと思 うことを大切にする。日

　

目

施設内を探検 しよう !

２

　

日

目

道草朝来山登山 |
。各自が登山ルー ト、準備物、お昼の弁当の場所、危険な動植

物の見分け方等を考えて行動する。

・友だち数人で活動 し、思いつきや遊び心を生かす活動にする。

・ 1人で活動することも危険面への配慮をした上で認める。

３

　

日

目

４

　

日

　

目

５

　

日

目

・初日は 2日 目まで探検 したことをもとに、自分が興味 。 関

心をもったことを取 り組む。

・思いつきやいたずら心を大切にし、どんどん発展させる。

・活動する際の準備物等 も指導者 と相談 して自分たちで取 り組

む。

・ いたず らの中間発表を持つことで、「情報交換」 とさらなる

意欲の喚起をうながす。

・活動の形態はグループでもいいし、個人でもよい。

いたずらに挑戦

(選択活動)

・忍者ごっこ

・木の上でくらそう

。鳥を追いかけよう

。隠れん坊をしよう

。自然のものをたべよう

。夜の自然を感 じよう

。木の葉でふとんをつ くろう

６

　

日

いたずら発表会 ・ 自分が取 り組んだこと、つくりあげたもの、発見 したこと等

発表する。
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構 造 図

事前 興味、関心

。自然に親しむ

事後

↑    竪
。自然は生 きた教科書

意欲

○印は自然学校の活動名

※印は指導上の項目

自然学校実施中

自然とのふれあい

○ いたずらに挑戦

。忍者 ごっこ

。木の上でくらそう

。鳥を追いかけよう

段階的な活動

○ 道草朝来山登山 !

○ 施設内を探検 しよう !

κ
r

○ いたずら発表会

※子どもの良さを引き出す

※友だちと協力する

※柔軟な思考、大胆な発想

※子どもの発想を生かす

※深みと楽 しさ

※様々な自然とのふれあい

※自然と裸でつきあう

※時間的なゆとり

このプログラムは 3日 目、 4日 目、 5日 目に焦点をあてている。

子どもたちが自然の中で本来持っている好奇心やダイナミックな行動力を駆使 し、自然の多様さ、美 し

さ、厳 しさを満喫させることにある。

そのためにまず 1日 日と 2日 目で徐々に活動に取 り組み、自然とのふれあい方を学び、それを基礎とし

ていたずらに挑戦という活動に取 り組むこととする。

指導者はここでは、子どもの良さを引き出すための豊かな感性や鋭い観察力の力量が要求される。つま

り、教えこむのでなく子どもの意欲や興味、関心を引き出すことに重点をおいている。

Q:3日 目からの活動で思いがけないようなことや危険なことをいってきたらどうするのでしょうか?

A:で きることとできないことがあるのは当然です。ただ話も聞かずにやみくもにやめさせたり、放任し

たりするのでなく、とにかくよくその意見を聞き、可能な方法を見つけてやることが指導者のとるべ

き姿勢でしょう。
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心豊かな人づ くり

自然の多様さ、美 しさ、

厳 しさを満喫する

指導者の指導のポイント

Q & A



応、れあいウィーク

◎このプログラムでねらうこと

1 自然との応ゝれあいの中で、自然の美しさや厳しさを感じる。

2 人とのふれあいを通して、生きる喜びや苦しみを知り、思いやり、協調性、社会性などを身につける。

子 ど も の 動 き 子 ど も が 自 ら考 え る た め の 視 点

日

　

目

『 リーダーとともに』

(学級活動)

。開校式

・ 自然応ゝれあいゲーム

(夜)リ ーダーと散歩

・施設内の自然環境を利用 して リーダーとともにゲームを楽 し

むことができるように、事前に自然ふれあいゲームを班で考

えておく。

２

　

日

　

目

『友だちとともに』

(班活動)

・野外炊事

・指導者の野外炊事の事前指導後、役割や準備の分担等を話 し

合う。

・指導者を招待する。

３

　

日

　

目

日

　

目

『名人とともに』

(選択活動)

〈lア
ll〉

・陶芸

・竹細工

。わら細工

・ 自然観察

・地域の伝統芸能
。うどんづくり
。魚釣 り

・材料等の準備があるので、事前に自分の活動を決めておく。

・学校に帰って自分たちが他の人に教えることができるように

目的をもって取 り組む。

５

　

日

　

目

『喜びも苦 しみも』

(班活動)

・ 山に挑戦

・ 8キ ロウォークに挑戦

(夜)リ ーダーとの集い

。どのコースを登るか、並ぶ順番はどうするか、 しんどくなっ

た子がでたらどうするか班で話 し合う。

・ 5日 間をしっかり振り返る。

６

　

日

　

目

『ともに生きる』

・帰宅準備
。清掃活動

・閉校式

(一斉活動)

。自主的に活動できるように清掃場所の分担・清掃方法・道具

等について事前にに話 し合 う。
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指導者の指導のポイント

1 事前準備

(1)人材の確保

・ 3、 4日 目の活動のための名人を地域でボラ

ンティアを募るか、実施施設あるいは、実

施地の教育委員会社会教育課に紹介 して も

らい、連絡をとり確保する。

(2)児童の活動希望の把握
。希望調査を行い、人数等を調整する。

2 児童の参画

。第 1日 目の活動内容を考える。準備物がある

場合は作っておく。

・第 2日 目の野外炊事のメニューを選択する。

(施設で献立が決まっているならばその中で選

択させる。)

・第 3、 4日 目の活動を選択する。複数選んで

も良い。

・第 5日 目の活動を話 し合いにより選択する。

3 児童把握、安全確保

・活動内容、参加者氏名は、前日に把握できる

ように掲示物を利用する。

・指導者の配置も表示 しておく。

ふれあいウィーク活動計画書

組 氏名

1日 目 平成  年  月  日  曜日

活動名

ね らい

指導者

友だち

準備物

活動時間 活動場所 活 動 内 容

時 分

時 分

気 を つ け る こ と

感 想

4 自然学校後の取 り組み

・ 自ら体験 してきたことを生かす機会をつ くる。 (異年齢交流、 PTA活 動など)

。おゝれあいウィークでふれあった人々 (指導補助員、地域名人)と は、自然学校後も交流を持つように

する。

児童作文

「ボロボロ泣いた最後の夜」

とうとう自然学校 も最後に近づいた時、「 うそ―。これで最後か―。早いなあ。」な一んて思った。

そして、最後のリーダーとの集いを夜にした。いるんなゲームをした。次にみんなで輪になり、 リー

ダーが感想を言い始めた。最初は○○だった。そこではぜんぜん泣かなかった。次に△△だった。い

きなリリーダーが泣き出し、わたしまでブワッと涙が出た。となりの人も泣き出し、みんなもいっせ

いに泣き出した。次々にリーダーが言うとどんどん涙が出てくる。…… (略 )

Q:児童が活動中、指導者はどのような支援をすべきで しょうか。

A:事前打ち合わせの時に、配慮を要する児童を共通理解 しておき、その子の支援にあたったり、

活動内容が経験 したことのないことならば、自分も一緒に体験 したりしましょう。
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チ ャ レンジ
ａ
ロ
ロ
ロ
０

●
ロ
ロ
■

●

◎このプログラムでねらうこと

1 様々な自然とおゝれあうことにより、自然の美しさや神秘性を感じる。

2 自ら考え、工夫して自分の生活を創造していく意欲と態度を養う。

子 ど も の 動 き 子 ど も が 自 ら 考 え る た め の 視 点

。炊事場、手洗い場、道具置き場、救護室等今後の活動に必

要な場所を確認する。

・ 自分たちの基地をどこにつ くるかを考えながら探検する。日

　

目

『施設内探検』
。開校式

・環境マ ップづ くり

(夜)ナ イ トハイク

２

　

日

目

『自然 。不思議発見』

・火おこし→野外炊事
。山や川などで植物、小動物観察

・環境マップづ くり

。まいぎり式火おこし器でどのようにしたら火がおこせるかを

考え、工夫しながら活動する。

・今後の野外炊事のために基礎・基本を知る。

・自然物の活用方法のヒントや材料確保のために、指導者とと

もに施設内の自然観察をする。

３

　

日

　

目

I』『 自然の中で生活する

。基地づ くり
。宝物づ くり

 )](選 択活動)
・生活用品づ くと

(夜)野外炊事

・衣食住に関係する物を自然物で作ることにより、自然をより

身近に感じる。

・ ロープのくくり方、刃物の使い方など適切な指導を受け、自

らの安全に気をつける。

。自分なりのめあてをもって活動する。

・野外炊事は、自分たちで献立を考え、計画を立て、予算内で

買い物をする。

４

　

日

　

目

『 自然の中で生活する Ⅱ』

(選択活動)

・遊び道具づ くり→遊ぶ

・生活用品づ くり→使 う

。買い物→野外炊事

５

　

日

　

目

『自然の中で生活する 皿』

・基地遊び→基地撤去

(夜)『 キャンプファイヤー』

。これまでの体験を生かして活動する。

６

　

日

目

『 自然学校よ、さようなら』
。清掃活動

・閉校式

・自主的に活動できるように清掃場所の分担・清掃方法・道具

等について事前に話し合う。
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指導者の指導のポイント

1 ねらいについて

ね らい 1 様々な自然と応ゝれあうことにより、自然の美 しさや神秘性を感 じる。

【行動目標】様々な自然とふれ合わせる

ねらいを達成させるための方策

・多 くの動植物との出会い   →

。1個体の時間経過による変化 →

場所を変える

時間を変える

【獲得要素】自然の美しさ

神秘性

・情報の入手   →

・活動の決定   →

・道具の有効利用 →

を感 じる柔 らかな感性〕

ねらい 2 自ら考え、工夫 して自分の生活を創造 していく意欲と態度を養う。

【行動目標】自ら考え、工夫 して自分の生活を創造する

ねらいを達成させるための方策

五感を使う

決定を変更できる自由

事前指導による経験

2 プログラムについて

【ホロF,司 屋コ】

必要条件

自然とじっくりと

向かい合う時間の確保

必要条件

指導者の適切なガイダンス

活動手順 (ル ール)の明確化

支援体制の整備

必 修 活 動

施設内探検 ナイ トハイク 自然観察 火おこし

野外炊事

野外炊事

環境マップづ くり

基地づ くり

【記録】体験の認識化

【活動】試行錯誤

洞察力

【学習】基礎・基本

【活動】試行錯誤、洞察力

協同作業

【定着】自主性

協同作業

【下見】動植物との出会い

情報の入手

与
選 択 活 動

宝物づ くり 生活用品づ くり 遊び道具づ くり 買い物 野外炊事 【応用】計画性

協同作業【活動】自己決定感、自主性、創造性、試行錯誤、洞察力

必 修 活 動

基地遊び 基地撤去

清掃活動

キ ャンプフ ァイヤー 【活動】一体感

【活動】自主性、奉仕的精神、感謝

【活動】満足感・充実感

Q & A

Q:選択活動での児童の把握はどうすればよいのでしょうか。

A:施設の拡大地図を利用し、自分の活動場所に名前のピンをとめされるとよいでしょう。
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何 回 も 挑 戦 す る よ !

◎このプログラムでねらうこと

“失敗は成功のもと"と いう諺どおり、子どもたちは何回も何回も失敗しながら、 とつのことを会得して

いく。このプログラムでは、ご飯づくりを通して、 1つ のことを完全にわかることの意味を体験させたい。

子 ど も の 動 き 子 ど も が 自 ら 考 え る た め の 視 点

・親の後ろ姿に学ぶ

(日 常生活の見直 し)

。自分で考えて取 り組みます。

１

　

日

　

目

日頃の生活の中でだれがどのよう

に食事づくりをしているか考える。

・ かんたんな夕食づ くり  夕食

日

　

　

目

料理の基礎編

・火のつけ方
。ご飯のたき方
。片づけのしかた

朝食

昼食

夕食

・絶対に身につけなければならない技術や知識を学ぶ。

・何回もできるまでやりぬく。

３

　

日

　

目

４

　

日

　

目

５

　

日

目

料理の応用編

・各自のメニューで活動する。
。日本の伝統料理
。世界各地の料理

・ 自分の考えた料理

く選択メニュー〉

空いた時間があれば各自

で取 り組むものを考える

(例〉

・ 自然の中を歩 く
。めずらしいもの、おやっ

と思 うものを発見する

・ 4回の食事づくりの知識をもとに、自分なりの思いきったメ

ニューに取り組む。

。自分の料理と友達の料理とを食べ くらべるパーティーを開催

する等楽 しい催 しを企画する。

・選択メニューはあくまで各自の子どもが判断し取り組む。

６

日

目

発表会で堂々と発表 しよう。 。この 1週間で挑戦 し、やりとげたことを発表する。
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指導の1流
―れ

生活を豊かにする

※自立の楽しさ

おかずをつくる

Oご飯を炊く

失敗は成功のもと

|※失敗に価値がある

|※試行錯誤と洞察力

※1友だちと協力する

※1時間的なゆとり

※柔軟な思考、大胆な発想

% 0

O火をつける

。まいぎり式火おこし

―
※自分でやること

このプログラムのねらいは、失敗をのりこえていくことに価値がある。子ども|が自分で取り組むなかで、

子どもの生きて働く知恵ともいうべき核となる体験を.さ せるこ―とにある。

ここで大切なことは、活動に費やす時間軸を長くすることで、活勃をじち―くり何回もやり直し失敗を重

ねながら、 1つのことを自分のも|の にすることである。

Q:こ のプログラムでは、食べることばかりを取り上げていて、他の活動が少ないが自然学校としてバラ

ンスがとれるのでしょうか。

A.:3日 目からの料理活動にメインをおきますが、時間の|あ いたフリータイムには、選択メニューを準備

し、子どもたちの多様な興味 。関心、意欲に対応する.。

しかし、このプログラムでは、 1点突破の精神で 1つ のことを徹底して取り組ませる・ことにねらいを

設けている。|

突 破

生きていくうえで

やらなければならない

ことは何か考える

指導者の指導のポイント

Q & A
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ぼくたちの応、れあいヒストリー

◎このプログラムでねらうこと

自然 。人 。地域とのおゝれあいを子どもたち自身が選択し、それぞれのふれあいの中から本物に出会う感動

を体験させる。

子 ど も が 自 ら考 え る た め の 視 点子 ど も の 動 き

・ 自然 。人・地域とのふれあいの中から応ゝれあいテーマを決め

よう。

・ どんな活動でふれあいを深めるか考えよう。

・個人で 2～ 5日 目を計画 しよう。

１

　

日

　

目

自然・人 。地域 との応ゝれあいを計

画 しよう

日

　

目

３

　

日

　

目

４

　

日

５

　

日

　

目

個人で計画にそって実施 しよう

く例〉

(A)自然との応ゝれあい   (B)人 ・地域とのふれあい

・施設の身近な自然にふ

れよう

↓
。山登 りで新 しい発見を

しよう

↓
・ 自然物を食べよう

(炊飯)

↓
。自然物に夢をたくそう

(ク ラフト)

・地域に出かけよう

↓
・地域の人とふれあおう

↓
・ 地域の人を招待 しよう

↓
・地域の人とつ くろう

。自然 。人・地域とのふれあいを記録に残そう。

・ デジタルカメラ等を活用させる。
６

　

日

　

目

自然・人・地域 との応ゝれあいに感

謝 しよう
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プログラムの視点

子どもが自らテーマをきめ、どんな活動を実施

するのか、自分で学ぶことのおもしろさ、楽 しさ

を味わわせたい。

自分で選択 し、計画 したおゝれあい体験は、きめ

られたことをやりとげた時よりも満足感や達成感

は計 り知れない大きなものとなる。

子どもが自分の意志で自然や地域に出かけてい

き、そこで、本物の体験に出会う。

驚きと感動は、子どもたちにとって自信 と勇気を

与えるであろう。

本物の体験は感動を生む

自然と裸でつきあう

自分で学ぶ

自分の手足で稼 ぐ

時間的なゆとり

子どもの発想を生かす

←  ※

←  ※

←  ※

←  ※

←  ※

←  ※

このプログラムは、 2日 目～5日 目の活動内容を子ども自らに決定させ、その計画に沿って実施するも

のである。個々の希望をできるだけかなえてやりたいものである。そのためには、地域のこと、施設の周

りの自然のことなど、事前の踏査が必ず必要である。また、子どもたちが自然 。人・地域とのふれあいを

どのように計画するかを期待しながら見守り、時間的なゆとりがあることや、個人で取り組むべきか、グ

ループで取り組ませるべきか、実施可能なのか等、見極めることが大切である。

子どもが、「自分の手でつくり上げた自然学校」と感じることができ、それぞれのふれあいを大きな発

見の場としたいものである。

Q:ふれあいのテーマがなかなかきまらない場合や、 4日 間の計画の立て方について。

A:自然 。人・地域とのふれあい活動の大まかな活動を提示してやることも一つの方法だと思います。施

設の周りの様子を教えてやることや、施設探検でどんなことをしようかと考えさせるのもいいと思い

ます。 4日 間を個人で実施することや、同じテーマや活動であれば、グループで実施することなど、

多様な形態を考えておく必要があります。また、なるべくそれぞれのふれあいを深めさせるため、 4

日間を同一テーマで計画を立てさせた方がよいと思います。

指導者の指導のポイント

Q & A
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スーパーマンになろう !

◎このプログラムでねらうこと

自然の中で友だちと一緒に思いっきり五感を働かせる活動を体験し、自然や友だちとおゝれあう楽しさを味

わう。

子 ど も の 動 き 子 ど も が 自 ら 考 え る た め の 視 点

１

　

日

　

目

感 じてみよう

施設内を探検 して、いろいるな自

然とふれあおう !

・時間をかけてゆったりと施設内を探検させる。

・不思議に思ったこと、驚いたこと、楽 しかったことなどを、

グループや全体で発表する場を設け、自然に対する関心を高

める。

２

　

日

　

目

聞いてみよう

サウンドマップづくりに挑戦 !

・サウンドマップの例を子どもたちに示 し、マップづ くりの方

法を知 らせ意欲づけをする。

・ 1回の活動ではなくて、時間を決めて (例 早朝、 日中、夕

方、夜)活動させる。

日

　

目

食べてみよう

山菜を食べてみよう !

。実際に山菜を食べ、自然の中に食べられる植物があることを

知 らせ、山菜について興味 。関心をもたせる。

・食べることの出来るいろいろな植物を紹介 し、実際にグルー

プで何種類探すことが出来るか課題を提示する。

４

　

日

　

目

匂ってみよう

匂いの正体を探そう !

。一つの葉っぱを探す活動を通 して、いるいるな匂いのする葉っ

ぱがあることを楽 しませる方法として、「この匂いの正体は?」

等のゲームを取 り入れる。

・安全に楽 しく活動させるように、かぶれる草木 (ウ ルシ、ハ

ゼ等)を知 らせる。

５

　

日

　

目

触れてみよう

仲良 くなった木を探そう !

・ グループ対抗のゲームを取 り入れ、仲間意識を高めながら、

手の感触だけで出会った木を再び探そう。

・感 じたままの感触を言葉で表 して、木のイメージを広げさせ

る。

６

　

日

スーパーマンになれたかな ?

ス ーパ ー マ ンの誕 生 会

・ 1週間の活動を通して、一番スーパーマンになれた日を発表

させ、自然とおゝれあう楽しさを実感させる。
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プログラムの視点

視  点

1 自然学校のねらいを達成するために

豊かな自然との応ゝれあいを体験させるために、指導者はインタープ リターになろう。

2 -人一人が生かされるように

それぞれの活動はグループ活動が中心となるが、一人一人の思いや考えが十分反映される場を十分保証

し楽 しく活動できるようにすることが大切になる。友だちと協力 しなければいけない活動が多 くあるが、

「協力 しなければ出来ないよ。」的な指示的な指導の姿勢ではなく、活動 している中で協力の大切さや一

緒にやることの楽 しさを味わさせてやりたい。それぞれの活動は、ゲーム的な要素を取 り入れることに

より楽 しい活動の展開が予想される。

3 こ子どもたちにとってゆとりのあるプログラムにするために

ゆとりは、ただ時間的にゆったりして

いることではなく、活動に流れがみら

れ、 6日 間を通 して リズムがあること

である。一つ一つの活動はよくても活

動をつなげるとぎくしゃくして しまう

場合がある。プログラムづ くりのポイ

ントは、子どもたちの興味 。関心を大

切にしながら、どう自然と新鮮な出会

いをさせるかである。そのためには、

それぞれの活動が子どもたちの探求心

をかりたてる主体的な活動になるよう

に、 6日 間のそれぞれの活動のねらい

に共通性をもたせることも大切なこと

である。

・十分な現地調査による具体的な活動内容の決定

。楽 しいゲームづ くり

・ 5泊 6日 の体験を通 してねらう仲間づ くりの明確化

・活動時間の適切な設定   ｀

。指導者の役割 (イ ンタープリター)

※本物の体験は感動を生む

※さまざまな自然とのおゝれあい

※友だちと協力する

※時間的なゆとり

※自然と裸でつきあう ※自分の手足で稼 ぐ

Q:サ ウンドマップづ くりで、子どもたちか ら「鳴き声の正体が分からない。」 と質問があったらどうす

ればよいので しょうか。

A:名前が分からなければ、聞こえたままマップに書き込ませます。名前を覚えることにより、いるいろ

な鳴き声に聞き入ることの方が大切です。

Q:子どもたちが感 じたことを表現させる効果的な方法はないですか。

A:例えば、グループの話 し合いを活発に行 う活動、思ったことをどんどん記録する活動、デジカメ、 ビ

デオ等の機器を利用させることもいいですね。

‐・
―  ト
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O「自然 。人 。地域」とのお、れあい活動内容

・はさまの車木
eバードウォッチング

・健康ドリンク

・木はだしらべ

・生き物しらべ

・ミクロの世界

・写生
e自然すごろくづくり

・スターウォッチング

・広さe高 さ・体積調べ

・光に集まる虫

・水辺の生き物

・薬になる草

・雨の中の生き物

丸太小屋づくり ・焼き板

・竹笛・車笛づくり

・石の文鎮

・押し花づくり
e紙細工

・班旗づくり
。木のプランター

・おもしろごはん炊き

・アルミホイルの包み焼き

・ロープあそび

・落ち葉の皿づくり

・ミニリースづくり

・竹の食器づくり
。杉・紙玉鉄砲づくり

・松かさブローチ

・/1ヽ鳥の家づくり
e看板・標識づくり

・木の枝細工

・火おこし

・棒焼きパンづくり

・牛▼しパックのホットドック

・ハンモックで昼寝

・落ち葉のステンドグラス

・竹楽器づくり

・竹とんぼづくり

・葉脈しおり
。モビール

・はがきづくり

・わら細工
eミ ニトーチ棒づくり

・野外炊飯
。もちつき

・熊笹茶づくり
。つけものづくり

・ナンづくり

・名札づくり
,葉 っぱの押し絵

・はにわづくり

・草や木の棄で紙をつくるう

・凧づくり
。竹の水筒づくり

・山菜料理

・一人飯ごう
eう どんづくり
。焼きいも研究会

こんにゃくづくり

e川遊び

・魚のつかみどり
e課題解決ゲーム

・朝来山登山

・アドベンチャーハイキング

eタ ーザンごっこ

・手作リフィッシング

・どんぐりこま大会

・竹田城ハイキング

・雨にも負けず

・ナイトハイク

・自然と友だち

・夜とあそぼう
。一人テント

・雪と友だち

・けもの道探検
。自然ふれあいゲーム

・雲海登山

・サイクリング

・自然観察ビンゴ

・山の仕事

・水中生物と水質検査

・下草刈り
e雨水の酸性度しらべ

・植樹

・大気の汚れを調べよう

・アルミ缶ブローチ

・ゴミなし料理

・自然学校発表会

・テント設営

・家族への手紙

・テント撤収

・作品鑑賞会
。自然学校新聞づくり

・自然学校の絵本・絵巻物づ( り|

・学級パーティー

・スタンツ練習
εみんな楽しんでいるかい

。自然学校ファイヤー

e洗濯実習

・お年寄りへの便り

・キャンドルサービス

・入校式、退校式

t挑戦マラソンウォーク

・清掃活動

・はじめまして

e農業体験

・地域の昔の話

・竹田城跡探偵団

・アイデア郷土料理大会

・但馬の言葉

・但馬の民話
e農業学習

・地域の仕事をしよう

・歴史探険をしよう
。史跡めぐリサイクリング

・牛の見学

・観光マップをつくろう

・民家を訪ねて

・竹田城跡早朝ハイキング

e名人入門

・新聞記者になろう

・ゲートボール交流

・買い物

・ウォークラリー

・ヽヽろヽヽろカルタ

自然 に学 ぶ

自然から創る
自

然

と

の

ふ

れ

あ

い

自然に親 しむ

自然 を守 る

人 に 学 ぶ

自

　

伏
ヽ
　

学

　

校

共 に生 き る

人

と

の

ふ

れ

あ

い

地 域 に学 ぶ

地域に親 しむ

地域に奉仕する

地

域

と

の
ふ

れ

あ

い
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I 自然とのお、れあい A 自然に学ぶ

はさまの草木 (植物観察)

ね

レフ

い

植物を自然のまま置いて、観察する方法を身につける。

野車や樹木 は環境によつて種類や成長が異なることに気付 く。

植物の特徴を知 り、 自然を愛する心情を育てる。

八

準

備

物

植物図鑑

シ ー バ ー

時計

樹木図鑑 ルーペ 照度計 バインダー 温度計  トラン

地図 長靴 はさまの植物資料 救急バ ッグ 筆記用具

時

間

半 日～ 1日

留 ′思 事 項容活    動    内

・ 安全指導を徹底する。

・ 植物は原則として、「折 らない」「採 らないJ指導をする。

・ 環境の異なる場所をコースに入れさせる。

・ 野草と樹木に分け、グループで選択させることも良い。
・ つくり、匂い、色等特徴をつかませ、スケッチをさせ

る。
・ 学術名のほか、自分たちで名前をつけさせると興味を

もって取 り組む。
・ どうしても採集 したい場合は、根を残 して採集させる。
* かぶれる植物

ヤマウルシ ツタウルシ ハゼ

* とげのある植物
ノイバラ サル トリイバラ タラノキ

* 毒のある植物
キツネノボタン タケニグサ マムシグサ

・ 時間があれば発表させる。

1 観察についての諸注意や観察方法について説明

を聞く。

2 グループで観察コースや課題を話 し合う。

3 グループで観察をする。

4 観察記録をまとめる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

長袖、長ズボンを着用させ、長靴を使用させる。   ・ ハチやマムシなどについて指導をする。

かぶれる車木 (ウ ルシ、ハゼなど)に ついて指導をする。

生き物しらべ  (昆虫観察)

ね

レ,

tヽ

自然の中のいろいろな生 き物を観察 し、活動の様子や環境 との関わ りに気づ く。

自然の中の生 き物を観察することによつて、 自然を愛する心情や態度を育てる。

半 日～ 1日

準

備

物

ルーペ 昆虫採集網 虫かご バインダー 昆虫図鑑 長靴  トラン

シーバー 救急バ ッグ 筆記用具 時計

H寺

間

留 事 項活 動 内 容

1 観察についての諸注意や観察方法について説明

を聞く。

2 グループで観察 コースや課題を話 し合い、決定

する。

3 グループで虫を採集 し、観察する。

* 採集方法のいろいろ
。 スイーピング法

・ ビー ト法

・ 糖密 トラップ法
。 トラップ法

・ ナイター法
。 その他

4 観察記録をまとめる。

安全指導を徹底する。

生き物の命を大切にする指導をする。

環境の異なる場所をコースに入れさせる。

落ち葉の下や上の中にも目を向けさせる。

じっくり観察 させる。

見つけた場所、昆虫の様子等を記録 させる。

蛾の観察の場合 は、毒蛾に注意 させる。

甲虫の例

カブ トムシ、 クヮガタムシ、 コガネムシ、 タマムシ、

オサムシなど

観察 したあとは、元の場所に返すよう指導する。

*

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

長袖、長ズボンを着用させ、長靴を使用させる。   ・ ハチやマムシなどについて指導をする。

かぶれる草木 (ウ ルシ、ハゼなど)に ついて指導をする。
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I 自然とのお、れあい A 自然に学ぶ

スターウォッチング

ね

レ)

ヽヽ

夜空の美 しさを知 る。

星の明るさ、色、位置を観察 し、星の特徴や動 きを知 る。

星や月と人々との生活の結びつ きに気づ く。

準

備

物

日寺

間

1～ 2時間

天体望遠鏡 強カライ ト 双眼鏡 星座盤 懐中電燈 筆記用具 ビ
ニールシー ト 単一乾電池

(雨天時)ビデオ テレビ ビデオ教材 簡易プラネタリウム OH
P 星に関する本

活 動 内 容 留 思 事 項

1 天体望遠鏡を準備する。

2 星や星空の話を聞く。

3 星座や流れ星を見つける。

4 天体望遠鏡で観察する。

5 感想を話 し合う。

中

国

四

攀

臨

四

・ 正 しい取 り扱い方を指導する。

・ 神話等 も入れて、興味を引 く話を聞かせる。
* よく見 られる主な流星群

4月 30日 ～ 5月 10日  明け方 しか観潰」できない。

7月 中旬～ 8月 中旬 地味だが確実に出現する。

7月 下旬～ 8月 20日  速 く、明るく、よく痕を残す。

10月 15日 ～  25日 速 く、明るく、よく痕を残 しやすい。

10月 7日 ～11月 30日  ゆっくりで明るいが出現数は少ない。

12月 10日 ～  16日 確実に出現 し、一晩中見 られる。

指導者はなるべく多 くする。

正 しい望遠鏡の扱い方をさせる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

気温や虫さされを考慮 して、長袖、長ズボンを着用させる。

天候によって、服装や観察時間を考慮する。

水辺の生き物  (水中微生物)

ね

妙

ヽヽ

水中の生き物を知 り、その生態と環境について関心を高める。

生き物の生態を知 り、自然環境を守ろうとする心や態度を育てる。

時

間

半 日

準

備

物

解剖顕微鏡 顕微鏡 ピンセット ルーペ スポイ ト 採集用バケツ

ペ トリ皿 図鑑 水槽 長靴 プランクトンネット スライドガラス

救急バッグ 筆記用具 スケッチブック (画用紙)

録 儀
う

 も

離 FF
,、■

活    動 内 容 留 ′思 事 項

1 採集方法の説明を聞く。
2 グループで水中の生物を採集する。
3 顕微鏡を準備する。
4 グループで観察する。

ゾウリムン(約 1501め ミカプキモ(約 300倍)

5 周辺の環境を観察し、調査した結果を話し合う。

採集時の安全指導を徹底する。

観察に必要な量だけ採集させる。

藻なども採集させる。

顕微鏡の使い方を指導する。

プランクトンなどは顕微鏡を使って観察させる。

時間を十分取 り、 じっくり観察させる。
スケッチなどもさせる。

生活排水やごみが川に入っていることに気づかせる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

川の中には、長靴などをはいて入 らせる。   ・ 川底は滑 りやすいので走 らせない。

体調の悪い児童は、長時間水の中に入 らせない。
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I 自然とのハ、れあい A 自然に学ぶ

バー ドウォッチング

ね

レ,

tヽ

鳥の鳴き声や飛び方、大 きさ、色等を観察 し、野鳥 とのおゝれあいを深める。

環境 と鳥の生態との関連を調べ、動物愛護の精神を育てる。

2～ 3時間

準

備

物

双眼鏡 スポッティングスコープ 鳥類図鑑 録音カセット カメラ

三脚 救急バ ッグ 筆記用具 カセットテープ フィルム

時

間

,,
P

活 動 内 容 留 ′息 事 項

1

2

3

*

野鳥観察の方法についての説明を聞 く。

グループで決めた観察場所で、鳥の鳴 き声を聞 き、

録音する。
双眼鏡やスポ ッテ ィングスコープを使 って観察す る。

鳴き声の例
・  ッー ピーッーピ→ シジュウカラ
・  ケー ンケー ン → キ ジ

・  ピー     → コゲラ
。 キヨキー キー→イカル

・ ホーホケキ ョ → ウグイス

4 グループごとに図鑑等をもとに種類や生態について
調べ、確かめゃまとめをする。

野山の色に近い色の胃Rを看たり、静かにイ子動するなど、珂ヽ
鳥をびっくりさせないよう気をつけさせる。

前 もって、観察場所や観察ルー トを決めさせる。

。 大 きさ、色、飛 び方など特徴を記録 させ る。
* 春～夏 (夏鳥、留鳥、漂鳥 )

キジ キジバ ト カ ッコウ ツバメ  ッッ ドリ
ホ トトギス  アオゲ ラ  コゲラ セキ レイ
セグロセキ レイ  ヒヨ ドリ  モズ  ヤブサメ
エナガ  ウグイス オオル リ シジュウカラ
サ ンコウチ ョウ メジロ ホオ ジロ  ャマガラ
イカル  ハ シボソガラス  スズメ  カケス

カワラヒワ トビ
* 秋～冬 (冬鳥、留鳥、漂鳥 )

ハイタカ コジュケイ ヒヨ ドリ  キ ジ  キジバ ト
セグロセキ レイ  ホオ ジロ モズ ジョウビタキ
エナガ  ヤマガラ  シジュウカラ  ミヤマホオ ジロ

カケス  トビ  ハ シボソガラス

・ 施設周辺の野鳥のスライ ド、写真などを参考 にさせる。

(巣箱づ くりや餌台づ くり、観察小屋づ くりに発展 して もよい。)

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

長袖、長ズボンを着用させる。

季節や観察時間によっては、暖かい服装をさせる。

ミクロの世界

ね

ら

い

植物を詳 しく観察することにより、植物が生命を維持 し育つためのしくみを理解する。

自然界の神秘に気づく。

時

間

半 日

準

備

物

顕微鏡 ピンセット ルーペ 採集箱 カッターナイフ かみそり

スライ ドガラス 三角 フラスコ プレパ ラー トセット スポイ ト 植

物図鑑 救急バ ッグ 筆記用具 スケッチブック (画用紙)

容活    動    内 留 ′思 事 項

1 採 集 につ いて説 明 を聞 く。
2 観 察 す る花、 葉、 茎 な どを採 集 す る。

3 採 集 した植 物 を顕微鏡 で観 察 す る。

くカポチャの
花 粉 (約 100倍 )

4 プ レパ ラー トを通 して 、 い ろ い ろ な植 物 の花 粉
や 気 孔 等 を観 察 す る。

5 観 察 した こ とを ま とめ る。

ｒ

く

採 集 は、 最小 限 とさせ る。
ム ラサ キ ツユ クサ な ど気 子との よ く見 え る植 物 を宇旨導者

が用 意 して お き、 状 況 に応 じて観 察 させ る。

顕 微 鏡 の正 しい使 い方 を させ る。

観察 の仕 方 を前 もって学 習 させ る。

観 察 す る植 物名 を調 べ させ る。

花 のつ くりや胞子 な ど も観 察 させ る。
ス ケ ッチ させ る。
ス ケ ッチ の ポ イ ン ト

スケ ッチをす る ときに は、 見 え る もの全 部 をか くので

はな く、 目的 とす る ものだ けを正 確 に描 く。

先 の細 い鉛 筆 を使 って、 線 を は っ き りと描 く。

顕 微鏡 を きちん とか たづ け させ る。

ス ケ ッチ の展 覧会 に発 展 させ て もよ い。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

かぶれる草木 (ウ ルシ、ハゼなど)に ついて指導をする。

カッターナイフやかみそりの安全な使い方を指導する。
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I 自然とのお、れあい A 自然に学ぶ

広さ。高さ。体積しらべ

ね

り

い

広さや高さ、円周や体積を調べることにより、広さ・高さ 。体積の感覚を育てると

ともに測定技術を習得する。

巨木等を調べることによって、木が育った過程を想像し、自然を大切にする精神を育てる。

F

日寺

間

半 日

準

備

物

巻尺 (100、 50m) 大型分度器 ロープ (100m)

重計 月・太陽位置測定器 筆記用具

バインダー 体

留 イロ 事 項活 動    内   容

敷地内の測定物案内図を提供 し、参考にさせる。

各 グループの測定方法をチェックし安全な方法で測定

させる。

工夫 して測定させ、できない場合はヒントを与える。

いろいろな測定方法について、感想を話 し合わせる。

解答を用意 しておく。

生活の中で簡単に測れる方法を知 らせる。

1 グループで測定する場所や物・内容を決定する。

(例 )

。石の体積

・木の高さ

・広場の面積 等

2 測定方法を相談する。

3 グループで測定する。

4 記録をまとめて話 し合う。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
高いところに登 ったりするときに、怪我を しないように指導する。

薬になる草

ね

り

寺ヽ

植物の中には、薬になるものがあることを知 り、人間と植物 との関係を理解する。

日寺

間

2時間～

半日

準

備

物

薬物図鑑 採集用具 ルーペ 長靴 救急バッグ 筆記用具 軍手

スケッチブック

留 ′思 事 項活 動 内    容

1 薬草についての話を聞く。

2 薬草発見大会をする。

薬になる木や葉の例
・虫さされ
。切り傷

・ おでき

・ うるしかぶれ

・神経痛

・止血

・やけど

サ ンプ ル は示 して理 解 させ る。

採 集 はサ ンプ ルナごけ とこし、 本艮は残 さ十卜る。

グル ープで図鑑 や資料 を参 考 に して薬 草 を探 させ る。

必 ず植 物 の種 類 を確 め る。

ウワバ ミソウ カタバ ミ

オ トギ リソウ ミブソバ

アケ ビ オオバ コ ヮラビ

ヤブコウジ サル トリイバ ラ

ク リ カワラヨモギ

シシウ ド

ヨモギ

ク リ

。健康増進

・胃腸病

・高血圧

。
か ぜ

。頭痛

コシアブラ クズ ヤマノイモ

アキグミ トキワイカリソウ

ホオノキ サンショ ヨモギ

ゲンノショウコ オオヨモギ ホウレン

クロバナノヒキオコシ ヤマグワ トチノキ

ドクダミ ゲンノショウコ マタタビ

オオヨモギ  ヨモギ

アキノキ リンソウ フキ オオバ コ

ウ ド アキノキ リンソウ

3 薬草の匂い、味など確かめてまとめる。 。 事 前 に ドク ダ ミ茶 な どを用意 して お き、飲 ませ る。

(ド クダ ミ、 ス ギ ナ な どた くさん あ る もの につ いて は、 乾

燥 させ て持 ち帰 り、 学 校 で飲 む の もよ い。)

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

長袖、長ズボンを着用させる。   ・湿地や川に入る場合は、長靴を使用させる。

毒のあるものを事前に指導 し、食べる時は必ず点検する。
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I 自然とのお、れあい A 自然に学ぶ

健康 ドリンク  篠草茶)

ね

ら

ヽヽ

植物の中には、薬になるものがあることを知 り、人間と植物との関係を理解する。

日寺

間

2時間～

半 日

準

備

物

薬物図鑑

グ まき

採集道具 やかん

ガスボンベ 軍手

ガスコンロ 茶 こし 長靴 救急バ ッ

新聞紙 紙袋 (ビ ニール袋)

内活    動 容 留 事 項

1 薬草採集についての注意を聞 く。
2 知っている薬草を紹介 しあう。
3 薬草を採集する。

ドクダミ ゲンノンコウコ  ツユクサ  ォォバコ

∞ 幌j 影 鯵ヽ

ψ 鰺 締 婚
ヨモギ  タンポポ   カタバミ  アマチャヌル

4 採 ってきた薬草を洗って干す。

5 以前から干 してあるのを煎 じて飲む。

サ ンプルを用意 し、参考 にさせ る。

安全 な ものを採集 させ る。

必要 な量 だけ採 るよ うにさせ る。

根 ごと抜かないで葉 を摘 まむよ うにさせ る。

畑や田の畦を荒 らさないよ うにさせ る。 あ らか じめ許
可 を得てお く。

よ く洗 って、葉が重 な らないよ うに新 聞紙 に広 げ、 日

陰で千 し、 カラカラになるまで乾燥 させ る。
ビニール袋 に入れたままに してお くと効力がな くな る

ので、す ぐ乾燥 させ る。

煎 じ方
やかんの中に水を入れ、中火で煮 る。沸騰 した ら弱火

に して、量が半分 になるまで煮詰 める。茶 こしで こして

飲む。

*

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

長袖、長ズボンを着用させる。湿地や川に入るときは、長靴をはかせる。

毒のあるものを事前に指導 し、食べる時は必ず点検する。

10 写 生  触物)

ね

レっ

ヽヽ

植物の特徴を自分の表現方法で表 し、植物をくわしく観察する力を育てるとともに、

自然を大切にする心を育てる。

時

間

2時間～

半日

準

備

物

画板 植物図鑑 カッターナイフ カッティングマット 筆記用具

絵の具 ビニールシート スケッチブック

桟

ゝ
X

予 ″

活 動 内    容 留 ′S 事 項

1 描きたい植物を決める。 活動範囲を指定する。

雨の場合は、描きたい植物を採集させ、室内等で描か

せる。

細かいところまでじっくり観察させる。2 描 く植物をよく観察する。

3 その の特徴に留意 して、細かく描 く。 上手に描かせるのではなく、丁寧に細かく描かせる。

4 台紙に貼る。
5 作品鑑賞会をする。 植物図鑑で名前を調べさせる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

虫刺されなどを防ぐ服装にさせる。

かぶれる草木 (ウ ルシ、ハゼなど)に注意させる。
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I 自然とのお、れあい A 自然に学ぶ

11 光に集まる虫

ね

り

ヽヽ

虫の種類や習性について調べる。

たくさんの虫が生 きていける環境の大切さに気づき、自然環境についての関心を高

める。

準

備

物

昆虫図鑑 ルーペ 捕虫網 夜間昆虫採集用具 救急バ ッグ 懐中電

燈 筆記用具 軍手 単一乾電池 群 β為
時

間

1時間～

半日

留 ′思 事 項活 動 内 容

1

2

3

夜 の昆虫 につ いて話 を聞 く。

誘蛾灯 をつ け、虫の集 まる様子 を観察す る。

集 まった虫 を採集 し、図鑑で調べ る。

主 な蛾
マツカ レハ  スカ シカギバ  オ ビカギバ

セス ジナ ミシャク コカクモ ンハマキ

キ ンモ ンガ マ ドガ  ウスグロス ジッ トガ

ヤマ トエダシャク ウスオエダシャク

フタヤマエダシャク エグ リゾマエダシャク

タケカ レハ  ツマ ジロシャチホコ

オオエグ リシャチホコ ナ シケ ンモ ン

ホ シボシャガ ハナオイアツバ

ス ジベニ コケガ ォォ ミズアオ

モ モ ス ズ メ

4 感想を話 し合う。

*

毒蛾に注意させる。

毒針毛が刺さったら、決 してこすらせない。すぐに流

水で洗いおとすか、セロハンテープを軽 く当てて取る。

昼間森林や施設周辺を散策すると、たくさんの蛾を見

ることができる。きれいに蛾や保護色をした蛾を昼間に

観察させるとよい。

蛾と蝶の違いを考えさせる。

毒のある虫の種類
イラガ カ アブ ブヨ
ハ チ  モ ンシロ ドクガ  チ ャ ドクガ

キ ドクガ  カ レハ ガ  ツ ツガ ム シ

ダニ  ムカデ  ヤ マ ビル

*

採集 した虫は自然に返させる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

毒蛾に注意させる。          ・ 蚊など虫刺されの予防をさせる。

気温や虫刺されを考慮 して、長袖、長ズボンを着用させる。

12 雨の中の生き物

ね

り

ヽヽ

降雨時、降雨後に活発に活動する生 き物を観察する。

生 き物を観察することによって、 自然への興味や関心を高める。

心
あ

r

あ

J

｀
ミ

ミ と 、 、
…

日寺

間

2時間～

半 日

準

備

物

ルーペ 生物図鑑 バインダー 採集箱 長靴 傘 救急バ ッグ 筆

記用具 雨具

活 動 内 容 留 ′思 事 項

1 グループで観察コースや観察場所を話 し合 って

決定する。

2 決定 した場所やコースに従って生き物を探 し、

観察する。

雨を避けてい

るチ ョウ

雨にぬれた

くもの巣

3 観察したことをまとめ、発表する。

生き物はむやみに捕 らない、殺さない指導を徹底する。

持ち帰って観察 した後、弱 らないうちに自然に返させ

る。

雨を避けてじっとしている生き物 も見つけさせる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

道がすべりやすくなっているので、注意させる。

ぬれて冷えた場合は入浴をさせる。

ぬれるので、体調の悪い児童はむりをさせない。
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13 木はだ しらべ

ね

レク

ヽヽ

木の種類や成長段階によって、木はだに違いがあることに気づ く。

自然環境について関心を高める。

時

間

半 日～ 1日

準

備

物

樹木図鑑 救急バッグ 油粘土 中質紙 コンテ (黒)鉛 筆

i

活 動 内 容 留 ′S 事 項

1 木はだしらべの方法を聞く。

2 グループごとに木はだの型どりやこすり出しを

する。

3 型どりやこすり出しをした木の名前を調べる。

4 木はだの型やこすり出しを他のグループと交換
し、もとの木を見つけるゲームをする。

5 木の特徴について気づいたことを発表する。

型のとりかたやこすり出しの方法を指導する。

同じ種類の木でも、成長の違うものを調べさせる。
五感を使って観察させる。

* 型のとり方
′̀

考

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
かぶれる草木 (ウ ルシ、ハセなど)に ついて指導をする。

14 自然すごろくづ くり

ね

り

tヽ

敷地内の植物、鳥、虫、地形等を観察 し、すごろくづ くりの活動を通 じて、身近な

環境に対する認識を深める。

ゲームを楽 しみ、友だちとのおゝれあいを深める。

日寺

間

1日

準

備

物

自然観察路地図

バ ッグ 模造紙

性ペン

樹木図鑑 植物図鑑 生物図鑑 画板

画用紙 筆記用具 絵の具 さいころ

長靴 救急

色鉛筆 油

内 容活    動 留 ′息 事 項

1 すごろくの作 り方の説明を聞 く。

2 グループでコースを観察 し記録する。

3 グループで協力 して、すごろくを作る。
(例 )

。 ここにはムカデがいるから1回休みにしよう。
・ この坂はきついから、 2つ進めにしよう。

4 グループですごろくをして楽 しむ。

5 すごろくを交換 して、ゲームを楽 しむ。

6 学校に持ち帰 り、低学年にもゲエムを楽 しんで

もらう。            ・

自然観察をしたものを十分生かしたすごろくにさせる。

いるいるなものを細かく観察させる。

近道や体み等をうまく組み合わせ、楽 しいす ごろ くに

させる。

グループの人数によって、紙の大 きさを考えさせる。

他のグループの観察のよさや工夫のよさを見つけさせ

る。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

かぶれや虫刺され防止の指導をする。
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I 自然とのお、れあい B 自然から倉Jる

丸太小屋づくり

ね

り

峰ヽ

間伐材などを利用 して小屋を作って宿泊し、暗闇の自然を体験する。

ものをつくる喜びを通 して協力する楽 しさを味わわせる。

時

間

1日

準

備

物

間伐材 シー ト ロープ ランタン 脚立 寝袋 段ボール箱 のこ

ぎり はさみ カッターナイフ 救急バ ッグ 懐中電燈 荒縄 ガム

テープ ビユールひも 竹 軍手 ビユールシー ト 単一乾電池

活 動 内 容 留 vE訳 事 項

1 小屋の作 り方を聞く。

2 材料を運び小屋を作る。

3 他のグループの小屋を見学する。

4 小屋を基地として遊ぶ。

5 小屋に宿泊をする。

6 後かたづけをする。

道具の正 しい使い方など安全指導を徹底する。

縄の結び方を指導する。

自然のものを利用させる。 (伐採は施設職員と相談す

る。)

小屋の囲いは、すすき、雑木の枝、シー ト、段ボール

箱などを利用させる。

自然の中で十分遊ばせたり、探検させたりする。

季節によっては寒いので、防寒の指導をする。

急に荒天になる場合 もあるので、す ぐ対応できる体制

をとっておく。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

道具の安全な使い方を指導する。

長袖、長ズボンで活動させる。

児童の体調を把握 して宿泊させる。

焼き板

ね

り

ヽヽ

手作りの楽 しさや木目の美 しさを知 り、創作の喜びを味わう。

時

間

2時間～

半 日

準

備

物

火箸 バケツ 電動糸のこ 彫刻刀 ワイヤーブラシ きり のこぎ

リ ガスバーナー ペンテックス かざりひも たわ し ねじくぎ

杉板 ガスボンベ まき 軍手 雑巾 (タ オル)

活 動 内    容 留 ′思 事 項

1 焼き板の作り方を聞く。

2 杉板を好みの形に切る。

3 杉板を焼 く。

4 杉板を磨 く。

(ペ ンテックスなどで字や絵をか く。)

5 壁掛けの場合は、飾 りひもをつける。

電動糸のこ、彫刻刀、ガスバーナー等の使い方を指導

する。

杉板の他、丸太等を焼いて磨 くことも考えられる。

時間が十分とれない場合は、事前に形をきっておくか、

そのままの形で焼かせる。

焼き具合を指導する。

木を燃やしてその火で焼 く場合とガスバーナーで焼 く

場合があるが、どちらにするかを決めておく。

完全に火が消えてからこすらせる。

ワイヤーブラン、たわし、雑巾等でしっかり磨かせる。

木目に沿って磨かせる。

杉の美 しい木目を生かすように、ぬりすぎないように

注意させる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

道具の正 しい使い方を指導する。

電動糸のこを使用する場合は、指導者が必ずつ く。

火傷をしないように火箸を必ず使用させる。

ガスバーナーの正 しい使い方を指導する。
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I 自然とのお、れあい B 自然から創る

竹の食器づ くり

ね

ら

ヽヽ

竹の特徴を知 り、生活に生かすとともに、手作りの楽 しさや俗1作の喜びを味わう。

時

間

半 日

準

備

物

竹引きのこぎり 竹害Jり なた きり 金づち 小刀 やすり ものさ

し 紙やすり 竹 軍手

活 動 内    容 留 事 項

1 何を作るか決める。

はし おわん さら コップ

スプーン フォーク等

2 作 り方を聞 く。

3 竹を作るものの大きさに切る。

4 形を整えるために割ったり、削ったりする。

5 磨きをかける。

6 作った食器を使って食事をする。

tはし〕
〔水とう)

あなをあけ
せんをする

,

見本を用意する。

作 り方を書いたプリントを用意 し、参考にさせる。
のこぎりの正 しい使い方を指導する。

刃物の安全な使い方を指導する。

刃物をいためないように台の上で作業させる。

切 り口や割ったところをやすりでなめらかにさせる。

一度使ったら捨てるのではなく、自然学校期間中使用

するとか、家に持ち帰って使用するとか考えさせる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

刃物の安全な使い方を指導する。   ・ 竹を切 るときは、 2人組か 3人組で作業させる。

軍手をつけるとすべりやすいので気をつけさせる。

竹とんぼづくり

ね

レっ

とヽ

手作 りの楽 しさや創作の喜びを味わ う。

とんばの羽の削 り方を工夫することにより飛び方に違いがでることに気づ く。

日寺

間

2時間～

半 日

準

備

物

竹引きのこぎり 竹割 りなた きり 小刀 ものさし 竹 木工用接

着剤 軍手

ヽゝ

φ

プ

活 動 内 容 留
`[訳

事 項

1 竹を設計図の大きさに切ったり割ったりする。

2 竹を削って、はねや心棒を作る。
* 竹とんぼの種類

ひ も

3 竹とんぼを飛ばす。

4 飛ばす耕争をする。

刃物の正 しい使い方の指導をする。

はねの削る方向を間違えないように指導する。

飛ばし方をよく指導する。

うまく飛ばない原因を考えさせ、修正させる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

刃物の正 しい使い方の指導をする。

広い場所で飛ばさせ、人に当たらないように注意させる。
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名本Lづ くり

ね

レ)

ヽヽ

木の形や美 しさを考えて製作することにより、手作 りの楽 しさや創作の喜びを味わ

つ 。

個性豊かな名札を作 り、その出来栄えを認め合 う。

時

間

半 日

準

備

物

のこぎり

い用の缶

ニスのはけ 小刀 ニス入れの皿 彫刻刀 長靴 はけ洗

安全 ピン 木工用接着剤 ニス 軍手 マジック

活 動 内 容 留 ′思 事 項

1 小枝を取ってくる。

2 取ってきた枝を 4～ 5 位の長さに切る。
3 半分に縦割りする。
4 表皮のついている部分を両端を残 して削りとる。
5 名前を書 く。または、彫る。

6 安全 ピン止めを作 り、安全 ピンを取 りつける。

7 ニスを塗る。 る

直径 2～ 3 ぐらいの小枝を切 りとらせ る。
のこぎりの使い方を指導する。

必要な分だけ枝を取 るよう指導する。

力璃 れゞる木 1こ 注意 させ る。

小刀の使い方を指導する。

彫刻刀を使 う場合は、使い方を指導する。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

削るものが小さいので、小刀や彫刻刀の使い方の指導を徹底する。

木を取 りに行 くときは、軍手、長靴を使用させる。

竹笛・草笛づくり

ね

り

い

自然のものを使って作ることにより、手作りの楽 しさや創作の喜びを味わう。

日寺

間

半 日

準

備

物

竹引きのこぎり きり 竹割 りなた 小刀 糸のこ 竹 紙やすり

軍手

ユΓ
14

活 動 内    容 留 ′E訳 事 項

1 竹を適当な大きさに切る。
2 吹き口を斜めに切 り、割れ目をいれる。

3 割れ目に竹の葉やハランをはさむ。

〔ガチャガチャぷえ〕
/_

ふしの手まえまでわれ日を入れ、商手で何回かもむ 指ではどんでふく

tさ さぷえ(ぷたぷえ刃
~◎‐

壁 な
ななめに切り、切りこみを入れる  竹の葉をさしこむ  切リロの形にあわせて切る

4 音を出してみる。

のこぎりやなたの使い方を指導する。

切る角度、割れ目など各自工夫させる。

小刀の使い方を指導する。

紙やすりで磨かせる。

大きさを考えさせる。

蜘

竹の葉をはさむ切りこみを入れる    ななめに切りこむ

どの子 も確実に音が出るように指導をする。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

吹き口を斜めに切 るので小刀をよく磨いてお く。

とげがささらないように注意 させる。
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I 自然とのお、れあい B 自然から創る

杉・紙玉鉄砲づくり

自然の材料を活用 した手作り工作の楽 しさや創作の喜びを味わう。ね

り

ヽヽ
と 、

準

備

物

竹引きのこぎり /1ヽ 刀 長靴 竹 スポーク時

間

半 日

留 事 項活    動    内 容

杉の実がない場合は、紙でも良い。

のこぎりや小刀の使い方を指導する。

筒と心棒の長さの調整が大切なことに気づかせる。

I

飛ばない原因を見つけて修理させる。

紙玉の場合は、水にぬらしてしばってから使わせる。

飛ばしあいや的当てをさせる。

人に向けて撃たないように気をつけさせる。

1 杉の実を集める。

2 筒と心棒を作る。

|― 15cln   _ 卜ぃ 5 cm

3 杉の実をつめて飛ばす。

4 楽 しく遊ぶ。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

飛ばすときには、絶対人の方に向けて撃たないよう気をつけさせる。

刃物の安全な使い方を指導する。

葉脈 しおり

ね

レク

ヽヽ

葉のつくりを知るとともに創作の喜びを味わう。

準

備

物

ビーカー アル コール ランプ

酸化 ナ トリウム アル コール

ピンセ ッ ト

三脚 長靴

セラミック付き金網 水

新聞紙 軍手 歯ブラン
時

間

半 日

留 ′思 事 項活 動 内 容

1 葉脈のしっかり出る葉を採集する。

2 水酸化ナ トリウム水溶液 (5%)に葉を入れ、

アルコールランプで煮、色が変わってからピンセッ

トで引き上げ、水洗いする。

3 歯ブラシで念入りにたたく。

4 葉脈だけになったら、ティッシュなどではさみ、

重石を乗せて乾かす。

5 パウチラミネーターでしおりにする。

ヒイラギ、ツバキなどを採集させる。

アルコールランプの使い方をきちん と指導する。

水酸化ナ トリウム水溶液がつかないように気をつけさ

せる。

葉が乾かないように何回もアルコールをつけ、新聞紙

の上で場所を変えながらたたかせる。

ラッカーなどで好みの色分けをするのも良い。

安全ピンをつけるとブローチにもできる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

水酸化ナ トリウム水溶液がかかった場合は、すぐに水洗いをさせる。

アルコールランプの使い方に気をつけさせる。   ・ かぶれる木に注意させる。
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葉っぱの押し絵

ね

レっ

ヽヽ

形や色などを考えて葉を集め、葉の形を写 したり、形を取ったり、張りつけたりし

て作品を作ることにより、創作の喜びを味わったり、自然への興味や関心を高める。

時

間

半 日

準

備

物

長靴 金網 霧吹き 画用紙 絵の具 歯ブラシ 古新聞紙 ビニー

ル袋

活 動 内    容 留 ′E訳 事 項

1 自分のテーマをしっかり考える。
2 テーマに沿った葉を採集 してくる。

3

*
作品を作る。

方法

葉に色を塗 り、画用紙に押 しつける。

葉を置き、その上から細かい網を使って絵の

具をつけた歯ブラシでこすり形をうつす。
紅葉の季節には、いろいろな色の葉を張りつ

ける。

4 乾かしてから、作品鑑賞会をする。

作品例を見せて考えさせても良い。
かぶれる木に気をつけさせる。
必要な分だけ採 らせる。

歯ブラシ

金網

色
を
ぬ
る

友だちの作品の良いところを見つけさせる。

おしつけ

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

採集場所の安全確認をしっかりしておく。

かぶれる車木 (ウ ルシ、ハゼなど)に気をつけさせる。

10 石の文鎮

ね

ら

とヽ

身近な自然物 (石)に 関心を持つ。

形、色などの特徴を生か した作品を作ることにより、創作への喜びを味わい、思い

出の作品を作 る。

時

間

半 日

準

備

物

エスのはけ ニス入れの皿 はけ洗い用の缶 画版 長靴 エス 絵

の具

ジ″
=ろ

タンイ

r .

活 動    内   容 留 ′E訳 事 項

1 川原で石拾いをする。

2 石をきれいに洗って乾かす。

3 色を塗ったり、絵や字をかいたりする。

4 乾いたらニスを塗る。

5 作品鑑賞会をする。

水の量や深みなど川における安全に気をつけさせる。
作 りたい文鎮のイメージを描きながら石を探させる。

イメージにあわせて色つけをさせる。

自然学校の思い出になるように楽 しい作品を作 らせる。

友だちの作品の良いところを見つけさせる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
川原で危険なことは何かを知 らせる。
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松かさブローチ11

身近な自然物に関心を持つ。

形、色などの特徴を生か した作品を作ることにより、創作の喜びを味わう。

ね

ら

ヽヽ

絡
ニッパー ニスのはけ ペンチ ニス入れ皿 ニス洗い用缶 カッター

ナイフ 長靴 ニス 安全 ピン 軍手 絵の具

時

間

半 日

準

備

物

留 ′] 事 項活    動    内 容

松かさの特徴を生かした作品を作 らせる。

カッターナイフの使い方を指導 しておく。

服に合わせて色を考えさせる。

友だちの作品の良いところを見つけさせる。

1 どのようなブローチを作るかを考える。

2 松かさを集める。

3 松かさを切ったり、削ったりする。

4 松かさに模様を描き、色塗 りをする。

5 ニスを塗る。

6 安全 ピンをつける。

7 ブローチをつけファッションショーをする。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

採集場所の安全確認をする。

刃物の安全な使い方を指導する。

12 モ ビール

ね

妙

寺ヽ

身近な自然物に関心を持つ。

形、色などの特徴を生か した作品を作ることにより、創作の喜びを味わう。

時

間

半 日

準

備

物

小刀 はさみ ペンチ のこぎり きり 長靴 針金 糸 のり 木

工用接着剤 軍手  ビニール袋

項留 ′思 事活 動    内   容

作品例を見せて考えさせる。

グループごとに採集に行かせる。

採集 してきたものの特徴をいかすようにさせる。
バランスを考えながら取りつけさせる。

バランスを考えながらつながせる。

友だちの作品の良いところを見つけさせる。

1 どんなモビールにするか考える。

2 つるす材料を採集する。

3 採集 してきた材料を好きな大きさや形にする。

4 糸につるす。

5 全部をつなぐ。

6 作品発表会をする。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

採集場所の安全確認をする。   ・ 小刀の使い方を指導する。

かぶれる車木 (ウ ルシ、ハゼなど)に気をつけさせる。
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13 はにわづくり

ね

レ)

ヽヽ

粘土細工 を通 して、創作 の喜 びを味わい、古代 の人 々の暮 らしへの興味や関心 を高

める。

″

ゴ

Ⅲ準

備

物

焼 き窯

新聞紙

簡易ろくろ へ らセット 粘土板 はにわ模型 粘土 灯油

タオル

時

間

半 日

留 事 項活    動 内 容

はにわ模型を参考にさせる。

粘土をしっかり練 り、中の空気を出させる。

飾りをつける場合は、接着面を工夫させる。

名前をはっきり書かせる。

完全に乾燥させてから焼 く。

友だちの作品の良いところを見つけさせる。

1 何を作るか決める。

2 粘土をしっかり練って形を作る。

3 陰干 しをする。

4 素焼きをする。

5 作品展をする。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
火傷に注意させる。

14 押 し花づ くり

ね

レ,

ヽヽ

植物のつ くりや特徴を学習する。

植物の美 しさに気づかせ、植物に対する興味や関心を高める。 いⅢヽ

準

備

物

剪定ばさみ 植物採集箱 植物図鑑 バインダー アイロン

パウチラミネーター 長靴 救急バ ッグ パウチフィルム 台紙

吸い取 り紙 ガーゼ ビニール袋

日寺

間

1日

留 ′E三弐 事 項活 動 内 容

1 植物採集の計画をたてる。

2 採集用具を準備 して、施設周辺に観察にでる。

3 自分の気に入った草花を最小限採集する。

4 スケッチや記録をとる。

5 インスタント押 し花を作る。

ガーゼ

――́〉

吸い取り紙の上にガーゼでつつんだ草花
を置き、低温のアイロンで水分を取る。

6 自分の好きな作品に仕上げる。

7 発表会をする。

施設内の植物の配置図の説明を聞きながら、グループ

で採集 したいものを考えさせる。

かぶれる木に気をつけさせる。

根は残 して必要な分だけを採集させる。

採 ってはいけないものを確認させる。

図鑑で名前を調べさせる。

アイロンの使い方を指導する。

吸い取 り紙の上にガーゼを置き、花びらや葉が折れな

いように丁寧に並べて包み、アイロンで押さえさせる。

押 し花を台紙にはり作品を作 らせる。

サランラップで包んだり、パウチラミネーターで仕上

げさせる。

友だちの作品の良いところを見つけさせる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

アイロンの使い方の指導をする。

採集時は、長靴や軍手を使用させる。
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15 小鳥の家づ くり

ね

レフ

ヽヽ

生活工具の操作技術を習得する。

創作の喜びを味わう。

動物愛護の心を育てる。

時

間

1日

準

備

物

のこぎり 糸のこ かなづち きり 電動のこぎり 曲尺 脚立 か

んな ペンチ 設計図

くぎ 板 しゅろ縄 針金 筆記用具

ρ

I

す
|

キキ
刀

活 動 内 容 留 ′思 事 項

1 作 りたい巣箱を選ぶ。

2 板に印をつけ、切る。

3 釘を打ち、組み立てる。

4 巣箱かけをする。

O
板

O
・入口をやや下向きにする。
・入口を山の斜面の下方に向ける。
・地上から2～ 5mの高さにつける。
・巣箱と巣箱は、50cm以上はなすこと。

何種類かの巣箱を提示 し、その中から選ばせる。
のこぎり、糸のこなど用具の正 しい使い方を指導する。

友だちと協力 しながら作 らせる。

巣箱をかける場所の打ち合わせを施設職員としておく。

卜 35 1-20+-20+20-必 一■13引

18

1

2(lll切 りおとし
l cI〔

均

35 20

1

5

木の成長のために、 しゅろ縄で固定させる。

側 ＼側 底後 前( 天

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

板を切るときは、友だちに押さえてもらいなが ら切 らせる。   ・ のこぎり、糸のこなど用具の

正 しい使い方を指導する。   ・ 巣箱をかけるとき、脚立をしっかり支えさせる。

16 イよがきづくり (牛乳ノぐック)

ね

レ)

ヽヽ

資源の再利用に関心を持つ。

手作 りの楽 しさや創作の喜びを味わう。

時

間

半 日

準

備

物

紙すき器

いタオル

アイロン アイロン台  ミキサー のり 牛乳パ ック 古

日本手ぬぐい

Cコ
コ°°1'`'

活 動 内    容 留 ′思 事 項

1 牛季しパ ックのナイロンをはがす。

2 ミキサーに水とちぎった牛乳パ ックを入れ、ど

ろどるになるまでかきまぜる。

3 広い入れ物に水を入れ、紙すき枠を浮かべ、そ
の中ヘ ミキサー内の液を入れる。

4 紙すき枠をまっす ぐに持ち上げ水を切る。

5 日本手ぬぐいではさんでアイロンをあて、表面
のでこばこを平 らにする。

2～ 3日前から牛乳パ ックを石鹸水につけておく。

紙のかたまりがなくなり、のり状になるまで溶かさせ

る。

一夜おいておく方が良い。

浮かべたままゆすり、表面を平 らにする。模様を入れ

る場合は、 1回 目は薄 くすき、草花を入れて、 もう一度

薄 くすく。

直接アイロンをかけさせない。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
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草や木の葉で紙を作ろう

ね

り

ヽヽ

紙づくりを通 して、植物の特徴を理解する。

いろいろな材料で作ることを通 して、生活の中の植物利用を知る。

日寺

間

1日

準

備

物

はさみ なべ 水酸化ナ トリウム すり鉢

トップウォッチ 定規顕微鏡 ばねばかり

ゼ袋 ガーゼ さらし布 材料 筆記用具

紙すき器

記録用紙

アイロン ス

絵の具 ガー

留 ′息 事 項活 動 内 容

1 作 り方 の説 明 を聞 く。
2 材 料 を準 備 す る。

(例 )
。木 の葉 ― ツバ キ  イ チ ョウ マ ツ ク ワ 等

・ 車 ― スギナ  ヨモギ  フキ 等
・ 野菜 ―ネギ、 シソ、 ダイ コ ン 等

3 紙 を作 る。
①材料を鍋に入れやすい大 きさに切 る。
②水酸化ナ トリウム(10%)で 煮 る。
③ガーゼの袋に入れてよく水洗いする。
④す り鉢に入れてする。
⑤す りつぶ した材料を水に溶か し、紙すき枠です く。
⑥パネルの上に広げ、 自然乾燥 させる。
⑦上下 を布ではさみ、アイロンで押 さえる。
③アイロン仕上げをする。

4 作 った紙 の特 徴 を調 べ 、 一 覧 表 に ま とめ る。

(例 )

・ 色 、 手 ざ わ り
。紙 の 強 さ (引 き、 曲 げ )
。筆 記 具 に よ る書 き具 合

・ 吸 水 性
・ 繊 維 の様 子

5 結 果 を発 表 す る。

材料 を水洗 い し、枯 れて いる部分 は捨 て させ る。

材料が液 につか るよ う、落 としぶ たを させ る。
材料が どろどろにな るまで十分 にす らせ る。
ガーゼなどで押 さえて水分 を取 らせ る。
水溶液や アイ ロンの扱 いについて気 をつ けさせ る。

ノー トの紙 を基準 に比べ させ る。
短冊 を作 り、 ばねばか りで引 っ張 りの強 さを調べ させ る。
鉛筆、 フェル トペ ン、絵 の具 な どで書 き具合 を調 べ させ

10秒 間で どれだ け水 を吸 い上 げるか、定規 で測 らせ る。
繊維 の様子 を顕微鏡 で観察 させ る。

る

かぶれる草木 (ウ ルシ、ハゼなど)に注意させる。   ・ 火傷に気をつけさせる。

水酸化ナ トリウム水溶液がかかった場合は、す ぐ水洗いさせる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

18 紙細工

ね

ら

い

いろいろな紙を使い、生活に役立つものを作る。

紙と生活とのつながりを考える。

時

間

半 日

準

備

物

はさみ

絵の具

カッターナイフ エス用はけ はけ洗い用缶 のり

紙

ス

活 動 内 容 留 イ鳳 事 項

1 作るものを決める。

(例 )

・飛行機  。なべしき

・風草   。こま
。かご 等

2 工夫 しながら作る。

3 出来上がった作品の展覧会をする。

4 生活の中での紙について話 し合う。

いろいろな作品を見ながら、作 りたいものを決めさせ

る。

友だちの作品の良いところを見つけさせる。

資源保護について考えさせる。

刃物の正 しい使い方について指導する。
安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
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19 看板・標識づくり

ね

ら

い

手作 りの工夫をさせることにより、創作の楽しさや出来上がった喜びを味わう。

時

間

1日

準

備

物

のこぎリ ペンチ 曲尺
プ 糸のこ 電動 ドリル

箸 ペンキ用はけ洗い缶

くぎ 水性ペンキ ニス

かなづち のみ かけや 釘抜 き スコッ
ペンキ用はけ ニス用はけ ニス用皿 火
バケツ ワイヤーブラシ ガスバーナー

板 くい ガスボンベ 軍手

留 ′E訳 事 項活 動 内 容

1 どのような看板 (標識)を作るのか話 し合う。

2 板や角材を切る。

3 焼き板にしたり、ペンキで字や絵をかいたり、

色を塗ったりする。

4 作品を発表 し合 う。

5 看板を設置する。

導
″

,ッ 多 を

生活のためのもの、安全のためのものなど考えさせる。

グループごとに割当てをする。

のこぎり、のみ、糸のこなどの用具を正 しく使わせる。

目的に合わせて、デザインさせる。

友だちの作品の良いところを見つけさせる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

用具の使い方をしっかり指導する。

ガスバーナーの正 しい使い方を指導する。

軍手を使用させる。

20 わら細工

ね

レ,

(ヽ

わらについての話を聞き、昔はわらが生活にどれほど重要な役割を果た していたか

を学ぶ。

手作 りの作品を作ることにより、創作の楽 しさと喜びを味わう。

時

間

半 日

準

備

物

木づち(わ ら打ち用)わ ら打ち台 ひもとお し(竹で作 ったもの)剪
定ばさみ シー ト わら

活 動 内 容 留 ′忌 事 項

1 わらについて話を聞 く。

2 わら細工の作 り方を聞 く。

3 わら細工をする。

(例 )

。ぞうり
。なわない
。しめんゝざり
。わらうま
。ほうき 等

4 感想を発表 したり、作品を鑑賞 したりする。

わらが、昔の生活にどれ くらい重要な役割を果たして

いたかを学ばせる。

水を少しかけながらわらを打たせる。

うちすぎないようにさせる。

個人指導をする。

指導者はなるべ く多 くする。

わらについて思ったこと、わら細工をして楽 しかった

ところ、苦労 したところなどを発表させる。

友だちの作品の良いところを見つけさせる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
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21 凧づ くり

ね

り

ヽヽ

凧づ くりを通 して、製作の喜びを味わうとともに、創造性を養 う。

時

間

1日

準

備

物

竹割 りなた カッターナイフ はさみ 霧吹き 竹引きのこぎり 設

計図 紙やす り 竹 凧糸 と糸巻 き 和紙 のり 絵の具 軍手 油

性ペン

活 動 内 容 留 ′息 事 項

1 作 りたい凧を選択させる。

2 竹を削って竹ひごを組み立てる。

3 絵を描 く。

4 紙を貼る。

5 糸や足をつける。

6 凧上げ大会をする。

いくつかの見本の中から選ばせる。

材料、作る順序を確認させる。

竹の削り方を指導する。

削った後、紙やすりでよく磨かせる。

凧の大きさいっぱいに絵を描かせる。

霧を吹き、紙をのばさせる。

バランスをうまく調整させる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

竹のとげが刺さらないように紙やすりでよく磨かせる。

カッターナイフ等の正 しい使い方を指導する。

22 班旗づくり

ね

り

ヽヽ

みんなで協力 して班旗を作ることを通 して、人間関係を深め、自然学校に対する意

欲を高める。

草木で染めた色の美 しさを味わう。

時

間

半 日

準

備

物

筆 ガス

硫酸第一

ざる はさみ ボール さい箸 はけ なべ (ホ ーロー)

台 アイコン アイロン台 バケツ 糸 カリミョウバ ン

鉄 ビニール袋 ゴム手袋 軍手 白布

内 容活    動 留 事 項

1 班旗 のデザイ ンを考 え る。
2 野草の採集 を して くる。

3 野草 をなべでよ く煮 る。

4 煮 じるをざるで こしてボールにとる。
5 班旗 を煮 じるにむ らがないよ うに10分程漬 ける。

6 班旗 を しば ってか ら、媒染液 に 5分程漬 ける。

7 水でよ く洗 ってか ら乾燥す る。
8 仕 _ヒ げはアイ ロンでよ くしわをのば し、 マ ジッ

ク等 で書 き込む。

・ 他 の班 にない独特 の ものを考 えさせ る。
・ 下 の表 を参考 に して採集 させ る。
・ かぶれ る木 に気をつ けさせ る。
・ 1時間程度煮 る。
・媒染液 を作 る。 (カ リミョウバ ンは10～ 15%、 硫酸第一

鉄 は5～ 10%)
。班旗 はよ く水洗 いを しての りを取 り去 ってお く。
・ 輪 ゴムか糸で縛 っておいて もよい。
・ 衣服 に煮 じるや媒染液がかか らないように気 をつ けさせ

る。
・煮 じるや媒染液 を入れ るボールは金属性 の ものを使 わせ

ない。

媒 染 液 媒    染    液

カ リミョウバ ン 硫 酸 第 一 鉄
植    物

カ リミョウバ ン 硫 酸 第 一 鉄
植 物

オ リー ブ色

濃いオリーブ色

緑 灰 色

ヨ イ

ム

モ

ク ズ 淡 色

アメリカセンダングサ

ド  ク  ダ  ミ

ス ス キ 黄 色

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

野草の採集の時は、長靴、軍手を使用させる。

煮 じるや媒染液がかか らないように気をつけさせる。
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23 木の枝細工

ね

り

ヽヽ

自然の木をそのまま使用 して創作する中で、自然におゝれあい、ヽヽろいろな植物の特

徴に気づ く。

作品を作 る楽 しさを味わう。

時

間

半 日

準

備

物

ペンチ やすり 電気 ドリル 電動糸のこ 万力 救急バッ

小刀 瞬間接着剤 油性ペン 剪定ばさみ

のこぎり

グ きり

容内活    動 留 事 項

1 どのような物を作るのか話 し合う。

2 材料を集める。

(例 )

・細い枝…………昆虫の足
。木の葉や皮……昆虫の羽

・細い丸太…………Л同体

3 材料を切って接着 して、作品をつくる。

4 作品展をする。

動物や虫、動きのある人等を工夫 して作 らせる。

一つの場面を想定 して、箱庭のようにさせても良い。

野山に入 り必要となる材料を集めさせる。

木を切る場所は事前に相談 しておく。

木の机を見ながら出来上がりを予想させ、材料を選ば

せる。

太い枝はのこぎりで、細い枝は剪定ばさみで切 らせる。

ドリルで穴を空け、差 し込ませても良い。

接着剤をつけすぎないように指導する。

必要な所はやすりで削っても良い。

形ができたら目などを書き込んでも良い。

作品の良いところを見つけさせる。

丸太を しっかり固定させて切 らせる。

道具の正 しい使い方を指導する。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

24 ミニトーチ棒づくり

ね

レっ

寺ヽ

自然学校 ファイヤーをより感勃的で思い出に残 るものとするための準備をする。

奪
時

間

1時間

準

備

物

ペンチ 針金 松の木の根

活 動 内 容 留 ′] 事 項

1 材料を準備する。

2 材料を切ったり割 ったりする。

`松
の割り木

3 松の木の根を棒に固定する。

針金

ペ
木の枝

松の根が腐り、油分の多いところが残ったものを用意

する。

木の枝は30 ぐらいに切り、松の根は15 ぐらいに切っ

てから、細かく割 らせる。

細 い松の木の根が抜 けないように、針金で しっか り巻

かせる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
刃物の安全な使い方を指導する。
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25 竹の水筒づくり

ね

り

ヽヽ

竹の性質を知るとともに、作ることの楽 しさや作 った物を活用する喜びを味わう。

時

間

半 日

準

備

物

竹引きのこぎり 小刀 電動 ドリル 手動 ドリル きり 竹 ひも

紙やす り 軍手 ＼
活 動 内    容 留 ′E訳 事 項

1 竹を切る。

2 水を入れる穴をあける。

3 栓を作る。
4 ひもをつける。
5 ハイキングや登山で

使用する。

穴をあける

直径5m,1～loml

ふたをする

のこぎりの使い方を指導する。

友だちと協力 しながら切 らせる。

ドリルの正 しい使い方を指導する。

手動 ドリルの時は、友だちと協力 して穴をあけさせる。
中を洗わせる。

小刀の使い方を指導する。

肩にかけてみて、長さを調整させる。

腰にぶらさげるようにしても良い。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
のこぎりで竹を切るときや ドリルで穴をあけるときは、怪我をしないよう指導を徹底する。

26 木のプランター

ね

レっ

とヽ

共同でものを作 ることを通 して、協力する心を育てたり、創作への喜びを味わう。

花を植えて環境整備をはかり、自然愛護の精神や奉仕の精神を育てる。

時

間

半 日

準

備

物

のこぎり 彫刻刀 かなづち

はけ はけ洗い用缶  ペンチ

かんな 曲尺

板 丸太 釘

電動 ドリル ペンキ用

針金 軍手

活 動    内   容 留 ′E訳 事 項

1 設計図を作る。

2 設計図にそって、板に印をつける。

3 板を切る。

4 釘を打ち、組み立てる。

5 底に穴をあける。

6 絵を描いたり削ったりする。

7 土を入れ、花を植えたり種を蒔いたり球根を植
えたりする。

グループごとにいろいろな材料や楽 しい形を考えさせ

る。

かなづちの使い方を指導 しておく。

学校に帰ってからの仕事にしても良い。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
かんなや彫刻刀の正 しい使い方の指導をする。
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27 火おこし

ね

レっ

い

昔の人々の火おこしの苦労を体験し、火がどれほど重要なものであるかを理解する。

日寺

間

2時間

準

備

物

火おこし器 火種を炎にするもの

留 ′〔三k 事 項活 動    内   容

グループで協力 しながら挑戦させる。

いろんな種類の火おこし器で火をおこさせる。

火種を大きくする材料
ゼンマイわた モグサ キノコ

麻・木綿などの消 し炭

火種を炎にする材料

チガヤ ススキ 麻の繊維 杉葉 ゼンマイわた

*

*

1 火おこし器の使い方を学習する。

・まいぎり式  。きりもみ式

・弓ぎり式   ・紐ぎり式

2 火おこし器を使 って火おこしに挑戦する。

3 違った種類の火おこしに挑戦する。

4 採火 した火を使って、野外炊飯をする。

(採火 した火で自然学校ファイヤーをする。)

火傷を しないように火の取 り扱いに気をつけさせる。
安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

28 野外炊飯

ね

レク

い

野外炊事に必要な技能を身につける。

友だちと一緒に調理をし、食事をする事で食事の楽しさを味わう。

野外炊飯用具 食事材料 まき 調味料 軍手 おゝきん時

間

半 日

準

備

物

項留 ′息 事活 動 内 容

1 野外炊飯の手順を聞 く。

2 材料、用具をそろえる。

3 調理をする。

4 食事の準備、配膳をする。

5 食事をする。

6 後かたづけをする。

グループごとにコンテナかかごなどに整頓させる。

包丁の使い方や火の取 り扱い方の指導をする。

まきは、効率よく燃やさせる。

飯含をさかさまにしたり、たたいたりさせない。

並べ方や盛 りつけを工夫させる。

歓談 しながら楽 しく食事をさせる。

使った道具はよく洗い、後の人が気持ちよく使用でき

るようにさせる。また、数を確認 して返させる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

包丁の使い方、火の取 り扱いに気をつけさせる。   ・ 材料をよく加熱させる。 (食中毒予防)

鍋や飯ごうを火からおろしたりするときは、軍手を使わせる。
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29 山菜料理  (山菜採り)

ね

り

峰ヽ

自然食品への関心を深め、食事内容を工夫する。

植物と食生活とのつながりを理解する。

時

間

半 日

準

備

物

野外炊飯道具 てんぶ ら鍋 ガスコンロ さい箸

ンベ てんぷ ら粉 油吸い取 り紙 調味料 軍手

袋

長靴 油 ガスボ

新聞紙 ビユール

●

活 動 内 容 留 思 事 項

1 山菜や食べられる野草を知る。

2 採集する。

3 点検を受ける。

4 調理の仕方を学ぶ。

5 グループで lヵ窃力 して調理する。

6 楽 しく食事をする。

7 後かたづけをする。

資料や実物を見せる。

いろんな種類の山菜や野草を食べる量だけ採集させる。

あぜ道や田畑等での採集のマナーを知 らせる。

調理の前に専門家の点検を受けさせる。

ガスがきちんとはまっているか点検をしておく。

てんぷら油がかからないように注意させる。

てんぶら以外の調理の場合は、あく抜きをさせる。
サラダ (ゆ でること)

つくしサラダ タンポポサラダ

*

使用後の油は石鹸づ くりなどに利用できる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

食べる前に、食べ られる材料かどうか点検する。   ・ 採集時は、長靴、軍手を使用させる。

ガスの取 り扱いに注意させる。   ・ てんぷ ら油で火傷 しないように注意 させる。

30 おもしろごはん炊き

ね

レフ

ヽヽ

様々な用具を使 って調理することを体験する。

日寺

間

半 日

準

備

物

竹引きのこぎり なた のみ つち ざる ボウル 米 まき 竹

軍手 ,襲

活 動 内 容 留 事 項

1 竹を切 り、竹鍋を作る。

ア
2 米をとぎ、竹鍋に米と水を入れる。

的

3 竹で広ゝたをして炊 く。

4 火からおろし、むらす。

のこぎりの使い方を指導する。

1本の青竹で平均 2合炊 く。

水かげんを指導する。 米 :水 =1
竹鍋がころがらないようにする。

はがまで炊いてもよい。

2

*

石

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

竹を切るときは、友だちと協力 しなが ら切 らせる。

火傷をしないように軍手をつけさせる。
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31 棒焼きパンづくり

ね

り

ヽヽ

棒焼 きパ ンの焼 き方を体験する。

食べ物の大切さを理解する。

日寺

間

半 日

準

備

物

のこぎリ トレイ はけ 冷凍のパン生地 塩 木炭 まき 棒 軍

手

活 動    内   容 留 事 項

1 棒を50clllぐ らいの長さに切る。

2 パ ン生地を発酵させる。 (約 20分間)

3 パ ン生地を細長 くする。

4 棒にアルミホイルを巻きつける。

5 パ ン生地を棒に巻きつける。

6 そのまま置いて、さらに発酵させる。

7 卵をといて、はけでぬる。

8 炭火でこんがりと焼 く。

のこぎりを使 うときは、友と協力 しながら切 らせる。

生地の中には空気を入れないようによくこねなが らの

ばさせる。

棒の先端から、螺旋状に巻きつけさせる。

隙間を少 し作 りながら均―に巻きつけさせる。

最初に巻きつけた部分がはがれないようにさせる。

指に少 し水をつけてつなぎ目が離れないように押さえ

させる。

生地の最後は中にはさみこませる。

遠火で20～ 30分ゆっくり、まんべんなく焼かせる。

火傷をしないように気をつけさせる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

刃物の使い方をよく指導する。

火傷を しないように注意させる。

32 もちつき

ね

妙

い

もちつき体験を通 して、伝統行事への関心を深める。

友だちとの協力を育てる。

時

間

半 日

準

備

物

うす せいろ きね めん板 まつぶた 釜 ガスコンロ もち米

片栗粉 ガスボンベ

活 動 内 容 留 事 項

1 もちをつ く準備をする。

2 もち米を蒸す。

3 もちをつ く。

4 もちをまるめる。

5 感想を話 しながら食べる。

前日にもち米をとぎ、水につけさせる。

もちつきの順序を理解させる。

役割分担をしっかり行い、全員がどれも体験できるよ

うに交代 しながら行わせる。
こづきをしっかり行わせる。

片栗粉を適時まきながら、まるめさせる。

もちと伝統行事との関係について話を聞かせる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
蒸 した米をうすに入れたり、もちをうすから板の上に乗せたりする際、熱いから注意させる。
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33 一人飯 ごう

ね

レっ

ヽヽ

食生活に関心をもち、食事を作 る喜びを味わう。

自分のことは自分でする自立心を育てる。

家族への感謝の気持ちを育てる。

時

間

1～ 2時間

準

備

物

飯 ごう 米 まき 軍手

活 動 内 容 留 事 項

1 ご飯の炊き方を知る。

2 米を洗う。

3 飯ごうに米と水を入れて炊 く。

上ぶた (3合入る)

Ω  中ぶた (2合入る)

なべ…最大 4合 たける

水加減

米 4合の水の目もり

米 2合 の水の目もり

米 の 量 水   の  量

4    `手 飯 ご う の 上 の 目 盛 ま で

3 合 上 と 下 の 目 聴 り の 中 間 ま で

2  合 飯 ご う の し 下 の 目 盛 ま で

飯ごうのご飯の炊き方を一人一人に定着させる。

1食分では少ないので、 2食分 (2合)ぐ らい炊かせ

る。

火の取り扱いに気をつけさせる。

飯ごうから米汁がふきこばれはじめたら、こげないよ

うに注意させる。

飯ごうをひっくり返 したり、たたいたりさせない。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

飯 ごうを火か らおろすときは、軍手を使わせる。

火の取 り扱いに気をつけさせる。

34 アル ミホイルの包み焼 き

ね

レジ

寺ヽ

簡単な野外料理の技術を学ぶ。

食事を工夫 して作る楽しさを味わう。

日寺

間

半 日

準

備

物

包丁 まな板 火箸 食器セット 食事材料 アルミホイル まき

調味料 軍手

拳

活 動 内 容 留 ′思 事 項

1 作 り方を話 し合う。

2 アル ミホイルにサラダ油をぬりその上に材料を
のせて包み、おき火に入れる。

3 食事をする。

姓 後かたづけをする。

魚、 じゃがいも、さつまいも、玉ねぎなどいろいろな

材料を使 った料理を考えさせる。
一人一人が確実に役割が果たせるように小グループに

分けて実施させる。

肉類を入れる時は、よく火を通すように注意する。

楽 しく食事ができるように、座る場所や配膳などの工

夫をさせる。

生ゴミのしまつをきちんとさせる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

アル ミホイルを火の中へ入れるときや取 り出すときには、火箸を使わせる。

包丁の正 しい使い方を指導する。
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35 牛乳パ ックの ホ ッ トドック

ね

り

tヽ

食事を工夫 して作 る楽 しさを味わう。

簡単な野外料理の方法を学ぶ。

食事の楽 しさと家族への感謝の気持ちを育てる。

時

間

1時間

準

備

物

包丁 まな板 ホットドック用パ ン はさむ材料 (バ ター、溶けるチー

ズ、野菜など) 牛乳 はし 調味料 (か らし、ケチャップなど)

まき アル ミホイル 軍手 牛乳パ ック

留 ′息 事 項活    動 内    容

1 作 り方を聞く。

2 ホットドック用のパ ンに切れ込みを入れる。

3 バター、からしをぬり、好みの野菜やハム、チー

ズなどをはさみアルミホイルでまく。

4 牛乳パ ックの中にパ ンをいれ、口を閉じて火を

つける。

5 食事をする。

下まで切ってしまわないように注意させる。

牛乳パックが焼けすぎるとパンが焦げることがあるの

で、その場合は途中で火を消させる。

楽 しく食事ができるように工夫させる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

アル ミホイルか ら取 り出すとき、軍手を使わせる。

包丁の使い方に注意させる。

36 熊笹茶づ くり

ね

ら

ヽヽ

自然食品への関心を深め、自然と人間との関わりについて考える。

】
イ

Q日寺

間

2時間

準

備

物

なべ やかん フライパ ン さい箸  包丁 まな板 長靴 まき

軍手

活    動 内 容 留 事 項

1 なるべ く新 しい熊笹 (上部の葉)を摘む。

2 4等分 くらいに切 り、フライパ ンを使い遠火で

よく煎る。

3 なべややかんに入れて、煮だして飲む。 山菜料理と合わせて実施するとよい。

この他、クコ、 ドクダミ、カラスノエンドウ、オオバ

コなどがある。

*

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

熊笹採集時は、長袖、長ズボンを着用させ、長靴を使用させる。

フライパ ンで煎るとき、火の取 り扱いに気をつけさせる。
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37 うどんづくり

ね

ら

ヽヽ

うどんづくりの楽しさを味わう。

伝統的な手作 りの技術を学ぶ。

時

間

半 日

準

備

物

包丁 めん棒 めん板 おわん

ガスコンロ 計量器 うどん粉

ビニール袋

まな板 ボウル 鍋 ざる さい箸

だ し 箸 ねぎ ごま ガスボンベ

名

活 動 内    容 留 事 項

1 作 り方の説明を聞く。

2 粉をこねる。

3 めん棒でのばす。

4 切 ってゆでる。

5 みんなで食べる。

グループで作 らせる。

水を加えすぎないように、水を少 しずつ加えなが らこ

ねさせ る。

できるだけ薄 くのばさせる。

細 く切 らせる。

切るとき、ゆでるとき注意をさせる。

ゆであがったら、冷水に入れてもむようにして洗い、
ざるにあげさせる。

ねぎを切る人、だしを作る人、座席を作る人、配膳す
る人など手分けさせる。

座席などを考え楽 しく食事ができるように工夫させる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

包丁の正 しい使い方を指導する。

ゆでたうどんの湯を切るとき、他の人に湯がかからないように注意させる。

38 ロープあそび

ね

り

ヽヽ

様々なロープの結び方を知り、生活に活用する。

時

間

2時間

準

備

物

ロープ 丸木 結び方見本

活 動 内 容 留 意 事 項

1 資料を見ながら基本的なロープ結びを練習する。

2 引きとけ結び、腰掛け結び、てぐす結びなどい

ろいろな結び方を練習する。

3 いるいろな結び方を使って遊び場をつ くり、遊
おゞ 。

パネルを見て説明をする。

個別指導をする。

楽 しい遊びを工夫させる。

グループごとにローテーションして遊ばせる。

きちんと結んでいるか点検をする

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
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ハンモックで昼寝39

ロープの結び方を習得するとともに、ハ ンモックを作る喜びを味わう。

作 ったハ ンモックを使い、自然の中でゆったりとすごす。

ね

レっ

ヽヽ

お

結び方の見本 結び方の資料 作 り方の資料 電気 ドリル はさみ

ロープ 木材

日寺

間

半 1

準

備

物

留 ′E三表 事 項活 動    内   容

代表的な結び方やハ ンモックづくりに用いる結び方を

練習させる。     
マ

丸太棒に穴を空けるドリルの使い方に注意させる。
ロープは少 し長めに用意する。

練習 した結び方を基本として、工夫 しながら作 らせる。

全体の形を整えるよう、つり下げて作 らせる。

だんだんと細 くなる傾向があるので外への広がりを持

つよう注意させる。

快適な睡眠が得 られる環境条件を考え、ハンモックを

設置させる。

樹皮を痛めないようつり方を工夫させる。

1 ロープの結び方を学習する。

2 ハンモックを作る。

3 ハ ンモックで寝る。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
道具の正 しい使い方を指導する。

40 つけものづくり

ね

レ́,

ヽヽ

食材を工夫 して作る楽 しさを味わう。

簡単な漬物づ くりの方法を学ぶ。

準

備

物

樽 重石 まな板 おゝた 包丁 材料 (白菜、キャベツ、 きゅうり、

なす、大根、かぶ ら等)塩  こんぶ ビニール袋

時

間

1～ 2時間

留 息 事 項活 動 内 容

1 野菜を準備する。

2 樽に野菜を一重に入れる。

3 その上に塩を振 りかける。その上にまた野菜を

並べ、塩を振りかけることを繰 り返す。

4 樽におゝたをして、重石をのせる。

5 -日 おいて食べる。
* 簡単な作 り方
・野菜と塩をビニール袋の中に入れる。

・よくもむ。
・野菜をしばる。

大根、かぶら、きゅうりなどのように固いものは薄 く

切 らせる。

塩加減は、夏場は多めに、冬場は少なめにさせる。

こんぶは細かく切って、野菜の上にのせる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

包丁の正 しい使い方を指導する。

重石を足の上に落とさないように注意させる。
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41 焼 きいも研究会

ね

ら

い

直接火にあてない焼きいもの作 り方を学ぶ。

学校での収穫 したものを使 うことにより、収穫の喜びを味わう。

日寺

間

1時間

準

備

物

サツマイモ 火ば し バケツ 燃料 軍手 新聞紙 アル ミホイル

竹 植木鉢

活 動 内    容 留 ′息 事 項

1 山に行って柴集めをする。
2 焼き方を決定する。

グループで作 らせる。

3 みんなで食べる。

例 I アル ミホイル焼き 例Ⅱ 竹焼き 例Ⅲ 植木鉢焼き

ぬれた新聞紙でサツマイモを包む。
さらにアルミホイルで、すきまのな

いように包む。
たき火の火が少しおさまりかけて、

けし炭ができかけたころ、火の中に入
れる。

(1)

(動

偲)

(1)図のように切った竹
筒に水を入れ洗ったい
もをつめこむ。

(2)ア ルミホイル (四つ

折り)でふたをして、
針金でしばる。おゝたに
は、穴を二、三ヵ所開
ける。

侶)火のまわりにつきさして立てておく。
(4)竹が焼けて、形がくずれそうになっ

たら、取り出す。

(1)植木鉢にいもを入れ、同じ大きさの
植木鉢でふたをする。(重ねるだけ)

(劾 石で土台を作って、その上に置く。
火は四方からあたるようにしておく。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
小石は、火にいれても割れてとばないものを使 う。

42 落ち葉の皿づくり

ね

ら

tヽ

身近な自然物に興味 。関心を持つ。

落ち葉の形や色の特徴に気づき、物を創ることの喜びを味わう。

時

間

半 日

準

備

物

紅葉 した木の葉 (ク ヌギ等幅広いもの) ボール紙 木工用接着剤

絵の具 ニス ひし形の紙型 カッターナイフ はさみ パ レット

筆

活 動 内    容 留 ′思 事 項

1 落ち葉を 5枚用意する。 (図 1)

2 葉に型紙を合わせて切る。 (図 2)

3 葉の裏に木工用接着剤をつけてボール紙に貼る。

4 葉の輪郭に沿って切る。 (図 3)

5 切 り取ったら適度に外側に折 り曲げる。

6 皿の裏の紙や切 り国に色をぬる。

7 ラッカースプレーを吹き付ける。 (図 4)

8 よく乾かす。

同 じ大きさの葉を集めさせる。

切 らずに重ねて貼ってもよい。

重石を乗せて押さえさせる。

Cコ 3)

Cコ 3)

C瓢 3)

Cコ 4)

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

採集場所の安全確認をしておく。

用具の安全な使い方を理解させる。
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43 落ち葉のステンドグラス

ね

り

寺ヽ

落ち葉の形や色の美 しさに気づき、創作する喜びを味わう。

自然への興味・ 関心を高める。

日寺

間

半 日

準

備

物

落ち葉 黒画用紙 はさみ 袋 (材料集め用) カッターナイフ カッ

ティングマット 接着剤付 き透明コー トフィルム 2枚

留 ′S 事 項活 動 内 容

お互いの作品の良いところを見つけさせる。

形や色などを考えさせながら採集させる。

枠の部分が離れてしまわないようデザインさせる。

落ち葉のきれいな方を下に向けて貼 らせる。

覇

1 いろいろな色の落ち葉を集める。

2 黒画用紙に自由にデザインし、切り抜 く。

3 透明コートフィルムの粘着面を上に向けて置 く。

4 その上に切り抜いた黒画用紙を乗せる。

5 画用紙の切 り抜いたところに、落ち葉を貼 り付

ける。

6 もう1枚の透明コー トフィルムを上から貼る。

7 まわりをはさみで切 り、形を整える。

8 光にかざして観賞 しあう。

採集場所の安全点検をしてお く。

かぶれる車木 (ウ ルシ・ハゼ等)に気をつけさせる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

44 ナンづくり

ね

り

ヽヽ

インドの主食づ くりの技術を学び、食事を工夫 して作る楽 しさを味わう。

日寺

間

2時間

準

備

物

計量スプーン 自然石 植木鉢

塩 ドライイースト 卵 牛乳

ボウル めん棒 まな板

ニール袋 小麦粉 砂糖

まき ビ

バター

留 思 事 項活 動 内 容

グループで作 らせる。

だまにならないように、牛乳を少 しずつ加えさせる。

30分程度ねかせて、 2倍 ぐらいになるまで発酵させる。

できるだけ薄 くのばさせる。

植木鉢を使うのもよい。

肉類、野菜、カレー等を包んで食べるなど、各グルー

プに工夫させる。

1 作り方の説明を聞 く。

2 生地づ くりをする。

3 生地をビニール袋に入れ、発酵させる。

4 めん棒でのばす。

5 自然石を過熱 しておき、生地を焼 く。

6 みんなで食べる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

自然石は、熱を加えても割れないものを用意する。

加熱 した石の取 り扱いに注意 させる。
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こんにゃくづくり45

こんにゃくを作る楽 しさを味わう。

食生活に生かされるこんにゃくの効果を学び、食べ物の大切さを理解する。

ね

レフ

ヽヽ

時

間

半 日

準

備

物

こんにゃく芋 湯

たらい ひしゃく

エプロン 三角布

食料石灰  しょうゆ ポント∫乍 ミキサー 計量器

包丁 まな板 鍋 玉 じゃくし ざる ゴム手袋

まき

活 動 内 容 留 事 項

1 作り方の説明を聞く。

2 こんにゃく手を 1～ 2 の輪切りにしてゆでる。

3 火が通ったら熱いうちに皮をむき、ゆで汁を加

えて、 ミキサーにかける。

4 30分～ 1時間程たらいで冷まし、その後10分～

15分程度練 り合わせる。

5 炭酸ナ トリウム (無水)を お湯でとき、少 しず
つ加える。

6 型枠の中に流 し込むか 1個 180 程度に丸める。

7 熱湯で30～ 40分 間煮る。

8 流水で 1時間アク抜きをする。

9 みんなで食べる。

グループで作 らせる。

芋の部分を丁寧にとらせる。

芋 l kgに つきゆで汁1.8 を加えさせる。

炭酸ナ トリウム (無水)を加えた後時間をおき過 ぎる

と、芋が分離 して しまうことがあるので、20分 を限度 と

させる。

楽 しい食事ができるよう工夫させる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

こんにゃく手 によ ってかぶれを引 き起 こす場合があるので、作業 にあた ってはゴム手袋 を着用 させ

る。

46 ミニリースづくり

ね

レフ

ヽヽ

身近にある自然に目を向け、それ らを活用することで、自然への興味・関心を高め

る。

かず ら、木の枝などの性質を知 り、創る喜びを味わう。

時

間

半 日～ 1日

準

備

物

木の枝 葉 実 かずら のこぎり 剪定ばさみ 紙やすリ バーナー

接着剤 針金 きリ ペンチ 油性絵の具 油性フェル トペン

00

活 動 内    容 留 ′B 事 項

1 自分がつ くりたいリースを考え、決定する。
2 材料収集をする。

3 リースをつくる。

・ 枝の輪切 りを使 って

1 図のように、作りたい大きさ (直径)の

木の枝を選び、のこぎりを使って、厚さ

5～ 10mmほ どの草念切りにします。

2 切った面を紙やすりでみがいたり、バー

ナーでやいてから布切れでみがいたりして、

きれいにします。

3 図2の ように、木の大きさ (円周)にあ

わせて、かずらを巻き付けます。(接着剤

でつけてもよヽ lヽ

4 図3の ように、切った面に絵の具などで

絵を描いたり、木の実や葉をはってデザイ

ンします。

(図 1)

・ 木の実や葉を使 って

く

観 峰
碑
角

1 図1の ように、かずらを自分が作りたい

リースの大きさ(直径)に巻いていきます。

(図 2)

2 図2のように、デザインを考え、ひろっ

てきた木の実や葉をそれにあうように選び

ます。

3 図3のように、選んだ木の実や葉に、き

りで穴を開けて、5 くらいに切った針金

を通し、かずらにくくりつけます。

(図 3)

◎ 建
安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

採集場所の安全点検をしておく。

刃物の安全な使い方を指導する。
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47 竹楽器づくり

ね

り

ヽヽ

竹の性質を学背
―
する。

準

備

物

小刀 木づち なた まき 雑中 バケツ 水

鰺
時

間

半 日

留 意 事 項活 動 内 容

竹を長もちさせたり、良い音にするために油ぬきをす
ることをわからせる。

作業しやすい長さに切る。
たき火をして竹をあぶる。
油が出て色が変わったら―雑巾でふく。

たたいたり、こすうたり、吹七―ヽたりして音を楽しもう。

1 竹の油ぬきをする。

2 楽器をつくる。

3 演奏する.。

安 全指 導 の

ポ イ ン ト
油ぬきの際、火傷をしないよう竹をまわしながら活動させる。
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川遊 び

ね

レ,

ヽヽ

清流に手や足をつけたりして、自然とのおゝれあいを深める。

生 きものをさが したりして、自然とのおゝれあいを楽 しむ。

時

間

半 日

準

備

物

たも網 長靴 救急バ ッグ タオル ぞうリ バスタオル 水着

い

詳

/

活 動 内 容 功
田 ′思 事 項

1 安全について話 し合う。

2 生きものを探す。

3 川の流れを使って遊ぶ。

石の裏についている虫なども見つけさせる。
両手の幅を狭ばめながら

追い込む。

岩壁に魚を押しつけるよ

うにして捕らえる。

手作 りの水鉄砲や船などを持参 して遊ぶのも良い。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

健康観察をする。         ・ 石を投げないように指導する。

終わった後の健康管理をしっかりさせる。

ターザ ンごっこ

ね

レ)

ヽヽ

野外での遊びの楽 しさとともに、体力づ くりや感覚づ くりをする。

時

間

半 日

準

備

物

ロープ (本い、細い) ブランコ板 救急バッグ 竹 木

活    動    内 容 留 ′〔三k 事 項

1 何種類かの遊び場を作る。

(例 )

。ターザンロープ
。木登 り
。つなわたり

・基地づ くり 等

2 グループごとにローテーションして遊ぶ。

3 新 しい遊びを工夫 して遊ぶ。

ロープの結び方が安全かどうか、枝が折れないかどう
かの点検をしっかりする。

各遊び場には必ず指導者がつ く。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

ロープの結び方をよく点検する。

木からおりるとき特に注意させる。

ロープをかけた枝が大丈夫かどうか点検する。
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I 自然とのお、れあい C 自然に親 しむ

ナイ トハイク

暗闇体験を通 して、自然の神秘性を体験する。ね

り

ヽヽ 特 ゛

準

備

物

長靴  トランシーバー 救急バッグ 懐中電燈 単一電池時

間

2時間

留 ′思 事 項活    動    内 容

なるべく少人数のグループごとに歩かせる。

月が出ている場合は、月明かりを利用 して歩かせる。

虫や動物の音を聞かせる。

海中電燈を照らしすぎないようにさせる。

暗闇の中で も、わずかな明か りで見えるものがあるこ

とイこ気づかせる。

1 夜の山の中を歩 く。

2 静かに音を聞 く。

3 星の観察をする。

4 全ての明か りを消 した後、暗闇の中で見えるも

のはないか確かめる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

グループで行動させる。       。 長袖、長ズボンを着用させ、長靴を使用させる。

車の中にマムシ等がいるので気をつけさせる。

けもの道体験

ね

り

い

自然の野山で自由に活動 し、探求心、冒険心や判断力を養 う。

半 日

準

備

物

敷地内の地図 コンパス トランシーバー 長靴 救急バ ッグ ,軍手時

間

項留 `B 事活 動 内 容

1 敷地内にいく通 りかある探検 コースのなかで、

どのコースをとるかグループで相談する。

2 コース地図に従って探検する。

3 発見 したことや不思議なことなどをまとめる。

4 まとめたことを発表する。

地図の読み方を押さえる。

途中、けものの足跡などを探させる。

草花を踏みつけたり、採ったり、木の枝を折ったりさ

せない。

場所を決めて山の中をス トレー トに通 り抜ける体験を

させてもよい。

自然に興味を持たせる。

動物の足跡*

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

グループで行動させる。

長袖、長ズボンを着用させる。

かぶれる草木 (ウ ルシ、ハゼなど)やマムシに注意させる。
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I 自然とのバ、れあい C 自然に親 しむ

魚のつかみどり

ね

レ)

ヽヽ

魚をつかんだ感触を味わい、自然とのふれあいを深める。

川魚

時

間

2時間

準

備

物

たも網 調理用具 火箸 バケツ 魚 まき 塩 水着 軍手

ぞうり

ヽ

‐ b

活 動   内   容 留 ′思 事 項

1 グループ分けをする。

2 魚を放流する。

3 魚を自由につかみどりする。

4 魚を食べる

1グループ 20名程度でさせる。

泳ぎ方を観察させる。

素手でつかませる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

魚を串に刺すとき、手を刺さないように気をつけさせる。

火の取り扱いに注意させる。            ´

手作リフィッシング

ね

妙

ヽヽ

道具を作って魚釣りをする活動を通 して、工夫する楽 しさを味わう。

時

間

半 日

準

備

物

地域の地図 移植 ごて て ぐす 釣 り針 ゴム管 餌の入れ物

(

r‐
~

活 動 内 容 留 ′E三煮 事 項

1 どんな材料で魚釣 り道具を作るか話 し合 う。
(例 )

・釣 り竿   。うき  。おもり など
2 釣 り餌を探す。

3 魚釣 りの場所を選定 し、釣 り大会をする。

4 工夫 したことや成果、気づいたことを話 し合う。

餌をとった場所は元通りにするなど、きまりを守るよ
うす旨導rナ る。

釣 り場の安全を考慮する。

漁業権が設定されている河川では、施設と相談のうえ、

必要に応 じて事前に許可を得る。

釣りの成果だけでなく、環境問題に踏み込んだまとめ

となるよう支援する。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
釣 り場での危険箇所に注意させる。
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I 自然とのお、れあい C 自然に親 しむ

自然と友だち

ね

レフ

ヽヽ

自然の中で遊びを工夫 して遊ぶことにより、自然とのおゝれあいを深める。

妙 ″

時

間

1～ 2時間

準

備

物

ロープ 長靴 軍手

留 思 事 項活 動    内   容

敷地内の地図を見ながら相談させる。

樹木や草花を痛めないように遊ばせる。

1 グループごとに、散策 したい場所を決める。

2 自然の中での自由な遊びを考え自由に過ごす。

(例 )

・ ターザンごっこ

・木登 り
。かくれんば
。たんけん 等

ヽヽ

ヘ

i

ヽ

Q

一　

ヽ
　

　

ヘ

木にぶ らさがったり、登ったりするときは、枝が大丈夫かどうかよく点検 してか ら登るよう指導する。

草むらに入るときはマムシなどの毒をもった生きものに注意させる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

自然おゝれあいゲーム

楽 しいゲームを通 して自然を感 じる。ね

レ)

ヽヽ

時

間

半 日

準

備

物

聴診器 ロープ 救急バッグ ゲームに必要な物

活    動    内

1 ゲームについての説明を聞く。

容 留 ′息 事 項

2 ゲームをする。
―(例)

・ 目かくしタオル …
。大地の窓 ・………・

・木の鼓動 ・………・

・木の棄のかるたとり

・目か くしをして森の中を歩 く。
・体に落ち葉や枯れ草をかぶせ、合図のあるまで森の一部になる。
・木に聴診器を当て、木の内部の音を聞 く。
。いろいろな木の葉や花、種子などを集め 2グループ対抗で指示されたものを取 り合 う。 (植物

の名前を熟知 しておくこと)

・宝 もの リス トによって自然の中か ら探 し出す。
・一定地域に獲物カー ドをばらまき、班 ごとに 1名 のハ ンターと残 りの猟犬役でカー ドをさがす。

猟犬はカー ドを見つけたら、ハ ンターが来るまで足で踏みつけハ ンターを呼び、ハ ンターが取

る。
・一定区域に 5種類のしりとりになる動植物絵を隠 し、班 ごとに一斉にさが し、 しりとりの構成

を作る。
・ペアで片手つなぎになり、残 りの手で立木をロープで くくりつける。
,目 か くしをして、パー トナーに案内された木をさが しあてる。

・ 宝 さが し ・・̈ …̈………・

・ グレー トハ ンティング

。オ木間しりとり

・縄張 りあらそい
。私の木 ・……・

3 感想を話 し合 う。
|

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
危険物、危瞼な場所の点検及び立ち番をする。
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I 自然とのバ、れあい C 自然に親 しむ

課題解決ゲーム

ね

り

ヽヽ

課題をグループで解決する楽 しさを味わう。

時

間

半 日

準

備

物

丸太 ロープ たこ糸 救急バッグ 細いひも

活    動    内

1 ゲームについての説明を聞 く。

2 課題に取 り組む。

容 留 ′E訣 事 項

安全に活動させる。

時間を十分与え、達成できるように配慮する。

― (例 )一 ―――十一―――――――

・ ビーム (2本の丸太を固定 し、グループ全員で一方から反対側に丸太を乗り越える)

・ エレクトリックフェンス (3m程度の間隔の木 4本に高さ1.5mで ロープをはり、丸太を一本おく。ロープに

囲まれた広場の中からグループ全員が立ち木やロープにふれずに外へでる)

・ バ ックフライング (lmほ どの高さから、後ろ向き直立の姿勢で後ろに倒れる。他のものは全員で受けとめ

る。全員交代する)

・ くもの巣 (2本の木を利用して地面から30clll～ 180側 ぐらいの範囲でたこ糸を使い、くもの巣をつくる。グルー

プ全員が一方から反対側にくもの巣につかえないように通 り抜ける)

・ ラインナップ (3mほ どの間隔の立ち木を利用 して、80clllぐ らいの高さで丸太を固定する。全員が一列に並び

指定された順に丸太の上で並び変わる。立ち木につかまったり、落ちたりしたらやり直す)

3 感想を話 し合 う。
|

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

丸太をしっかり固定する。

各ゲームの場所に指導者がつき、必要な時は必ず補助をする。

10 どん ぐりこま大会

ね

レ,

い

自然の物を利用 して遊び道具を作 り、遊ぶ ことによって自然への興味や関心を高め

る 。

自分たちの力で大会を運営することにより、自主的、実践的な態度を育てる。

時

間

半 日

準

備

物

はさみ きり 接着剤 くぎ つまようじ ビニール袋 画びょう

$ rt(||||:||||,

留 ′思 事 項活 動 内 容

1 どんぐり拾いをする。
2 こまづくりをする。

(穴のあけ方〉

⇒

はじめ画びょうで小さ

な穴をあけ
くぎやヒートンでぐるぐる
まわしながら穴をあける

3 大会をする。

きりの取 り扱いに注意させる。

よく回るように手直しをする。

個人や班などでいろいろ工夫させる。

→くぎ

そこから穴をあける

C
′

ま
よ
う
じ
を
さ
し
こ
む

接
着
剤
の

い
た

つまようじの

先を少し出す

→

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
カッターやきりの取 り扱いに注意させる。
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I 自然とのお、れあい C 自然に親 しむ

11 夜 とあそぼう

ね

ら

ヽヽ

音を使 って暗闇の自然を感 じる。 ∈・ 持

準

備

物

懐中電燈 単一乾電池日寺

間

1～ 2時間

留 ′思 事 項活    動    内 容

木や草の中から人間の姿や顔に見えるものを探させた

り、夜に活動する動物の気持ちを考えさせる。

音をたよりに歩 く方向を探させる。

各ポイントには、約 1分おきに音を出す人を配置する。

音の順番を知 らせてから出発させる。

暗闇を素材にした話を作 らせてもよい。

1 暗い野山の中に感 じるものを探す。

2 班ごとに時間を決めて、音をたよりに暗闇を歩

く。

* 例

笛の音→竹をたたく音→石の音→車の音→木の

音→鈴の音

3 元の場所に帰って、暗闇で気がついたことを話

し合う。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

事前にコースの安全、音を出す場所の確認をしておく。

長袖、長ズボンを着用させ、長靴を使用させる。

12 雲海登山

ね

り

ヽヽ

早朝登山を通 して自然の神秘性、美 しさ、偉大さに気づ く。

自分の足で登 った達成感を味わうとともに、仲間との連帯感や協調性を育てる。

苺,七考
√

ペ
、`ユオ

`|

日寺

間

半 日

準

備

物

トランシーバー 救急バ ッグ 説明用地図 弁当 水筒 タオル

帽子 軍手

留 ′思 事 項活 動 内 容

コース、意義、安全などについて指導する。

天候の変化への対応を指示する。

健康観察をし、必要な指導をする。

グループ別登山やコース別登山等、方法を工夫させる。

*コ ース名
・ きつね
。うさぎ
。たぬく
。りす

・ くま

・むささび
。いのしし

ゴミはすべて持ちかえらせる。

走 らないようにさせる。

植物観察やバー ドウォッチングをしなが ら下山させて

もよい。

1 登山についての説明を聞く。

2 出発する。

3 山頂で朝食を食べる。

4 下山する。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

コースは天候や体調などに応 じて変更する。

帽子を着用させる。
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I 自然とのお、れあい C 自然に親 しむ

13 朝来山登山

ね

レっ

ヽヽ

登山を通 して、健康な体をつ くるとともに、強 くたくましい精神を育てる。

ー

デ

‐‐‐▼
==I=til七

ξF「

‐ ガ
幸

日寺

問

半 日

準

備

物

説明用地図  トランシーバー 救急バ ッグ 弁当 タオル 水筒

帽子 軍手

留 ′思 事 項活    動 内 容

1 登山について話を聞く。

2 登る。

(例 )

・植物観察
・バー ドウォッチング

3 山頂で景色をながめる。

4 下山する。

コース、意義、安全などについて指導する。

登山コースをグループで決めさせる。

健康観察をし、必要な指導をする。

グループ別登山やコース別登山など、方法を工夫させ

る。

走 らないようにさせる。

植物観察やバー ドウォッチングをしながら下山させて

もよい。

天候、体調に応 じて、行程の変更を考える。

長袖、長ズボン、帽子を着用させ、軍手を持参させる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

14 竹田城ハイキング

地域の歴史や産業を知 り、昔の人々の工夫や努力を理解する。

強 くたくましい心 と身体を育てる。

ね

レク

い

時

間

1日

準

備

物

トランシーバー 竹田城の資料 地図 救急バ ッグ 弁当 ゴミ袋

水筒 タオル 帽子

活 動 内 容 留 思 事 項

事前調査 し、調査ポイントを把握 し指導する。

トイレの場所を知 らせておく。

事前に学習させる。

ゴミはすべて持ち帰 らせる。

登山道が急なので十分気をつけさせる。

1 施設から竹田城まで歩 く。

2 竹田城の歴史を聞 く。

3 食事をする。

4 下山する。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
交通安全に気をつけさせる。
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I 自然とのお、れあい C 自然に親 しむ

一人テント

ね

り

モヽ

一人テントで寝ることにより、夜の自然を感 じる。

一人ばっちの体験を通 して、自己を見つめ自立心を養う。

時

間

11白

準

備

物

一人用テント 寝袋 断熱マット 懐中電燈  トランシーバー まき

虫よけ 単一乾電池

活 動 内 容 留 ′息 事 項

1 自分が泊まるテントを設営する。

2 宿泊する。

3 テントを撤収する。

健康観察をし、適切な配慮をする。

天候の変化に対応する計画をしておく。

多人数の場合はローテーションを組んで泊まらせる。

夜間巡視をする。

健康観察を し、必要な指導をする。
安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

サイクリング16

ね

り

とヽ

地域の様子を見学 し、人々の生活の関心を高める。

周辺の自然の様子を観察する。

強 くたくましい心 と身体を育てる。

時

間

1日

準

備

物

自転草 地図 トランシーバー 救急バ ッグ ヘルメット プロテク

ター 弁当 タオル 帽子 水筒

活 動    内   容 留 事 項

1 地図を見ながら、サイクリングコースを決定す

る。

2 自転車の練習をする。

3 サイクリングをする。

4 発表会をする。

グループごとにコースを決定させるか、選択コースの

中から選ばせる。

課題を設定させる。

ブレーキの使い方やチェンジの切 り替え等を十分に練

習させる。

危険箇所及びポイントに必ず指導者がつ く。

課題について調べたことを発表させる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

交通安全指導を徹底する。

特に下 り坂のスピー ドの出 しすぎに注意させる。
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17 ア ドベンチャーハイキング

ね

レ)

とヽ

友だちと協力 し合い、 tヽ ろいろな問題を解決 しながら目的を達成する。

健康な身体をつくり、たくましい精神力を養う。

時

間

1日

準

備

物

冒険先紹介資料 地図

バ ッグ 弁当 タオル

時刻表 交通機関料金表 計画カー ド 救急

帽子 水筒 お金
゛ A

容活    動 内 留 ′息 事 項

1 ア ドベンチャーハイクの目的と冒険先のコース

について説明を聞く。
2 グループごとにコースを決め、計画を立てる。

3 グループごとに出発する。

4 分かったことや感想をまとめ、発表する。

コースをいくつか提示 し、選択させる。

事前に学習させる。

計画をチェックし助言を与える。

(経路、時間、交通機関、必要経費、係分担、記録等)

課題を持たせる。

緊急時の体制を確認 しておく。

指導者は、子どもたちの自主性、主体性を伸ばす指導
をする。

困ったこと、おもしろかったこと、学んだこと、みん
なでで解決 したことなどをグループごとにまとめさせる。

自分たちでやり遂げたことを評価 し、生活や活動への

意欲を高めるようにさせる。

楽 しい発表会にさせる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

安全指導を徹底する。

コースの下見をして、危険箇所の把握をよくしてお く。

18 雨にも負けず

ね

ら

い

野生味やたくましさを育てる。

雨の中での活動を通 して、自然とのおゝれあいを深める。

時

間

1日

準

備

物

ポール 傘 縄 長靴 洗剤 マッチ 新聞紙

『
'ひ

r

ゆ

0

活    動 内    容 留 ′思 事 項

1 雨の中でのずぶぬれ 。泥んこ体験について説明
を聞 く。

2 工夫 し雨を集める。

3 自然物だけを使い、みんなの体で風雨を防ぎな
がら火をたき、お湯を沸かす。

4 自分のやってみたい活動を選択 し、ずぶぬれに
なりながら活動する。

(例 )

・ サッカー  。縄υ【び

・鬼ごっこ  。すもう
。ハイキング など

5 着替えをする。
6 汚れた衣類を洗濯する。

泥んこになってもかまわない服装をさせる。

ここではまだ濡れないように活動させ、たくさんの雨

水を集めさせる。
できるだけ少ない数のマッチで火をつけられるよう工

夫させる。
たきつけ用に、新聞紙を数枚だけ使ってよいことにする。

活動中や活動後に、顔や体を拭 くためのお湯を作らせる。

体が温まる思いきった活動をさせる。

健康状態を常に把握し、無理にならないようにさせる。

すぐに入浴の用意をして、体を温める配慮をする。
施設と相談して、洗濯をさせる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
活動後の健康管理をしっか りさせる。
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I 自然とのお、れあい C 自然に親 しむ

19 雪 と友だち

ね

レジ

ヽヽ

雪の中でのびのび活動 し、五感を通 して雪 と親 しみ、冬の自然への興味や関心を育

てる。

こ

0

9

(1

跡◇

i

0

●

~  
●    |

9

準

備

物

スコップ バケツ そり 長靴 冬用手袋時

間

半 日

事 項留活 動    内   容

危険な行動をしないように約束させる。

雪の大玉作りから雪像作 りへと続けさせる。

かまくらを作って、夜、ローソクで明かりをつけ、そ

の中で過ごさせる。

雪が落ちる様子、冬芽、足跡等を観察させる。

雪の中に道具が残ることがあるので数を確認する。

健康管理に十分気をつける。

1 雪の中で遊ぶ約束等を話 し合う。

2 雪の中で遊ぶ。

(例 )

・雪上 リレー 。まとあて

・雪合戦   ・雪浴び
。雪玉作り  。そり遊び

3 雪を使って作る。

(例 )

・雪だるま  ・雪像
。かまくら  ・ アイスクリーム

4 雪の山林を歩 く。

5 感想を話 し合い、かたづける。

道具で怪我をしないよう指導する。

顔に雪玉をあてないよう指導する。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

20 自然観察ビンゴ

‐
r・^ね

うら
　

い

五感を使 って直接 自然とおゝれあうことによって、自然を再発見する。

亀

準

備

物

自然観察 ビンゴカー ド セロハン粘着テープ 時計 植物・野鳥の図

鑑など コース図 筆記用具 ビニール袋

時

　

間

半 日

項ソB 事留容活    動    内

グループで取 り組ませる。

安全指導を徹底する。

到着時刻を指示する。

どんな発見、感動があったかを重視させる。

ビンゴが何通り完成しているかだけにとらわれ、評価

する。

時間があれば、各グループごと発表させる。

コース図をもとに考えさせる。2 各グループで進め方の相談をする。

3 -斉 にグループ単位で出発する。

4 ゴール地点で到着を確認 してもらう。

どんなことを発見 しどんなことに感動 したか、

全員でわかちあう。

5

1 進め方の説明を聞く。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
かぶれる草木 (ウ ルシ、ハゼなど)、 危険な生物 (マ ムシなど)に気をつけさせる。
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I 自然とのお、れあい C 自然に親しむ

21 自然観察 ビンゴ (南但馬編)

ね

ら

ヽヽ

五感を使 って南但馬の自然とおゝれあうことによって、自然を再発見する。

時

間

半 日

準

備

物

自然観察 ビンゴカー ド セロハ ン粘着テープ 時計 植物・野鳥の図

鑑など コース図 筆記用具 ビニール袋

活 動 内 容 留 ′息 事 項

1 進め方の説明を聞く、出発する。

|

秋 の 自然 観

グループで取り組ませる。

察

を

ビ ン ゴ

南 但 馬 の 秋 み つ け よ う

○やり方
・ 全部で 9個のマスがあり、それぞれに課

題がきいてあります。たて、横、ななめの
どれでもよいから1列課題が解決できれば、
ビンゴが一つ完成です。時間内にできるだ
けたくさんビンゴを完成させましょう。

・ 集めたものは、ビニール袋に入れてもっ
て帰りましょう。また、カードにはりつけ
るものは、セロハン粘着テープではりつけ
ましょう。

・ 課題は、どの課題から取り組んでもよろ
しい。自然観察ビンゴマップをよく見てが
んばってね。

※ 食べるものについては、持ち帰り先生に
確認をとってからにしましょう。 できた ビンゴは ( )通 り

① 秋の七草のどれかを見
つけたら、ここにはりつ
けて名前を書きましょう。

②  ドングリをひろい、もっ

て帰りましょう。
③  クリのイガをさわって

みましょう。どんな感 じ
ですか。イガを持って帰
りましょう。

④ 黄色の花を見つけては
りましょう。

⑤ 野鳥を 2種類見つけて
なまえを書きましょう。

⑥ キノコを2種類見つけ
て名前を調べましょう。

⑦ センブリの葉をかじっ
てみましょう。

どんな味ですか。

③ 種類のちがう葉を5枚
集めましょう。

③ ナツハゼの実を食べて
みましょう。

どんな味ですか。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
かぶれる草木、危険な生物に気をつけさせる。

22 自然色さが し

ね

レっ

い

自然の中にでかけ、指定された色に近い自然物を探すことで、自然物の色の多様さ

に気づ く。

日寺

間

半 日

準

備

物

色上質紙 ビニール袋

活 動 内 容 留 イ思 事 項

1 色カードを作る。

2 グループでそれぞれの色にもっとも近いものを

見つける。

3 4グ ループで集まり、どのグループが色カー ド

に最 も近い自然物か調べる。

4 探すのに苦労 したことなどを話 し合う。

何種類かの色を色上質紙での 5 cl■正方でつ くり、準備

させる。

活動範囲を地図などで決める。

自然物の採取については、自然保護の観点から最小限

にとどめるようにさせる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
ウルシなどかぶれる木やマムシなど危卜食な生き物につては、事前に知 らせておく。
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D自 然 を 守 る



I 自然とのお、れあい D 自然を守る

山の仕事

木を育てることの必要性や苦労、楽 しみなどについて話を聞き、自然を愛する心を

育てる。

枝うち作業のやり方を学ぶ。

ね

ら

tヽ

時

間

1日

準

備

物

なた

脚立

のこぎリ トランシーバー 救急バ ッグ ヘルメット 長靴

軍手 タオル 水筒 デジタルカメラ

f

活 動 内 容 留 ′忌 事 項

1 山の仕事について話を聞 く。

2 枝 うちの仕方について話を聞 く。

3 グループごとに作業をする。

4 枝 うちの感想を話 し合 う。

活動場所は事前に施設職員と相談する。

植林関係者の協力を得るとよい。

ハチなどに気をつけさせる。

近くで、すぐに指導できるように、指導者を配置する。
なたや枝を振り回したりしないように気をつけさせる。

払った枝は、薪にするので小さく切 り、指定の場所に

運ばせる。

活動をデジタルカメラなどに記録 し発表させる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

道具の正 しい使い方を指導する。

長袖、長ズボンを着用 し、長靴、軍手を使用させる。

下草刈り

ね

り

ヽヽ

下草刈 りの必要性を学び、山林を育て愛護する心を育てる。

4

時

間

半 日

準

備

物

鎌 長靴 救急バ ッグ 軍手 タオル帽子 水筒

活 動 内 容 留 思 事 項

1 下草の刈 り方について話を聞く。

2 グループごとに場所を決める。

3 下草刈りをする。

4 後かたづけをして、感想を話 し合 う。

下草刈 りの必要性について話を聞かせる。

鎌の使い方をよく指導する。

鎌の持ち方、刈 り方、刈る姿勢

場所は施設職員と相談する。

かぶれるおそれのある木や草に注意させる。

軍手をさせる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

鎌で足を切 らないように注意させる。   ・ マムシやハチについて注意させる。

長袖、長ズボンを着用 し、長靴、軍手を使用させる。
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I 自然とのお、れあい D 自然を守る

植  樹

ね

り

ヽヽ

自然学校を体験できたことへの感謝の気持ちを養 う。

植樹することにより、自然を守ろうとする心を育てる。

時

間

1時間

準

備

物

スコップ バケツ くわ つるはし 長靴 かけや 苗木 添木用 く

い しゅるひも 学校で育てた苗木 軍手

留 事 項活    動 内 容

1 植樹することの意義を話 し合 う。

2 植樹場所を整地する。

3 植樹をする。

施設職員と相談する。

植林関係団体の協力を得るとよい。

苗木はどんぐりを発芽させたものを使っても良い。*

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

長靴、軍手を使用させる。

つるはし、スコップの使い方に注意させる。

アル ミ缶 ブローチ

ね

レっ

ヽヽ

アル ミニウムの空缶を利用 して、アクセサ リーを作ることにより、資源の有効利用

に関心を持つ。

′声   ⇔

/じ

疹 、
′

日寺

間

半 日

準

備

物

はさみ

接着剤

鉄の空缶 砂 ペンチ やす り 炭 布 金属磨 き 金属用

アル ミ缶

容活    動    内
朗
田 ′息 事 項

1 アル ミ缶の内外を洗い、乾かす。

2 アル ミ缶をおゝたつに切る。

3 炭をおこし、鉄の缶を乗せて、熱する。

4 器に砂を入れ、作 りたい形の物を押 し込んで形

をつくる。

5 鉄の缶が真っ赤になったらアル ミ缶を入れて溶

かす。

6 溶けたアル ミを型に流 し込む。

7 水に入れて冷やす。

8 やすりで削る。

9 布で磨 く。

10 接着剤でブローチピンをつける。

一つのペンダントを作るのにアル ミの空缶を 1個用意

させる。

下から十分に空気を送 らせる。

レンガの上にアル ミの溶けたものを落としても面白い

形ができる。

アル ミ缶は必ず切 り口を上にして入れる。

アル ミが溶けて表面に薄い膜ができるがそのままにし

ておく。
ペンチで鉄の缶をつかみ静かに流 し込ませる。

金属みがきを布につける。

金属用接着剤を使用させる。
ペンダントにするなら、 ドリルで穴を開ける。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

アル ミ缶の切 り口を上に向けて溶かす。

火傷をしないよう気をつけさせる。
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I 自然とのお、れあい D 自然を守る

水中生物と水質検査

ね

レっ

ヽヽ

水中にもいろいろな生物が住んでいることに気づ く。

水中にすむ生物の種類によつて、水質を調べることができるようにする。

美 しい川の大切さについて関心を深め、環境を守 っていこうとする態度を育てる。

半 日～ 1日

準

備

物

水中生物図鑑 バケツ ルーペ ペ トリ皿 バット

の枠 解剖顕微鏡 顕微鏡 水中生物と水質の資料

採集用具 水着や短パン ぞうり 帽子 タオル

ピンセット 木

長靴 水中生物

時

間

留 事 項活    動 内 容

グループごとに違った場所から採集させる。

下流に網を用意 して生物が流されたりつぶれたりしな

いように採集させる。

バケツに入れさせる。

バットに移 し変えてから、ペ トリ皿に同じ種類ごとに

分け、名前、数などを調べさせる。

天気がよければ現地で、雨の場合は施設に持ち帰って

調べる。

水中生物図鑑などによって、水質を調べ、まとめさせ

る。

1 調査場所を決める。

2 木の枠をおき、その範囲内の生物を採集する。

3 生物を観察する。

4 生物と水質の関係を調べる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

採集時は長靴等を使用させる。   ・ 採集場所の安全を確認する。

川床はすべりやすいので気をつけさせる。

雨水の酸性度しらべ

ね

り

ヽヽ

大気汚染について関心を持たせるとともに、雨水について調べる技術を身につける。

環境問題について考えさせ、自然を愛する心を育てる。

時

間

2時間

準

備

物

酸性雨調査の道具 ビーカー ビデオソフ ト pHパ ックテス ト

活 動 内 容 留 ′思 事 項

1 調査の方法の仕方について話を聞 く。

2 雨水を集め、調べる。 不純物が入 らないように直接雨水をとる。

* 良い例 *悪い例

'′ ,

′ ′ ′′′′    ・,,,ィ ,′

Ⅲ′,

′

′

誇
a

心
乙

石

lXlm程度のきれいなどニルシート

と

3 酸性雨について話 し合う。 酸性雨が人間にどんな影響を与えるのか話 し合わせる。

ビデオ、写真などを見ながらより現実のものと感 じさ

せる。

酸性雨の原因や地球規模の現象であることを知 らせる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
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I 自然とのお、れあい D 自然を守る

大気の汚れを調べよう

ね

レジ

ヽヽ

酸素や二酸化炭素などの気体を採集 したり測定 したりする技能を身につける。

身近な環境調べを通 して、環境保全に対する関心を高め、実践する態度を育成する。

時

間

1日

準

備

物

顕微鏡 スライ ドガラス 気体検知器 粘着テープ ビニール袋

マツ棄

動 内 容活 留 ′E訳 事 項

1 調 べ る方 法 や手 順 を話 し合 う。
2 い ろい ろな場所 の大 気 を調 べ る。

(1)降下 ば い塵 の測 定

(2)マ ツ葉 の気 孔観 察

(3)二酸 化 炭素等 の測定

3 植物 の働 きを調 べ る。

4 結 果 を ま とめ、 話 し合 う。

部 屋 の内外、 森 の内外 、 国道 沿 いな どに測定場 所 を設

定 させ る。

一 定 の広 さの 白 い粘 着 テープか湿 らせ た ろ紙 を板 に取

り付 け、一定 時間置 いた後、付着 した ものを観察 させ る。
マ ツ棄 の採集場 所 の様 子 を記 録 させ て お く。
それ ぞれ の場 所 で採集 したマ ツ葉 の気 孔 の汚 れ の割合

を 出 させ る。

今年 で きた葉 と去年 で きた葉 の気 孔 の汚 れ具 合 とを比

較 して もよ い。

機 器 の正 しい使 用方 法 を指 導 して お く。

自動 車 の排 気 ガ スを ビニール袋 に採 集 し、二 酸 化 炭素

や一 酸 化 炭素 な どを測 定 させ る。

呼気 を吹 き込 ん だ厚手 の ビニ ール袋 で 日光 が あた る場

所 の植物 をつ つ み、 酸 素 が増 加 す る様 子 を測 定 させ、 植

物 の光 合 成 の働 きを理 解 させ る。

大 気 の汚 れ を植 物 が浄化 して い る ことを理 解 させ、 森
の そ の他 の働 きや い ろい ろな環境 問題 につ いて話 し合 わ

せ る。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
交通安全の指導をする。

ゴミなし料理

ね

レ)

ヽヽ

買い物や料理をする中で、消費生活のあり方が環境と結びついていることを知 り、

自分たちの生活を工夫 しようとする意欲や態度を育てる。

時

間

1日

準

備

物

野外炊事用具 自転草 ヘルメット プロテクター まき 軍手 ふ

きん お金 ナップサック

活 動 内 容 留 ′息 事 項

1 ゴミの出ない買い物の工夫について話 し合 う。

2 買い物をして、料理を作る。

3 どうしても残った物について考える。

4 生活する上でゴミを少なくする方法を話し合い、
まとめる。

必要な量だけ買う、無駄な包装をさける等について話

し合わせる。

材料のすべてを使 う料理の工夫をさせる。

交通安全に気をつけさせる。

残 ったものを分別 し、日の前に置いて活用を考えさせ

る。

材料の端……料理をして食べる。

入れ物………・活用を考える。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

交通安全について指導する。

包丁の使い方や火の取り扱いに気をつけさせる。
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Ⅱ 人 とのふれあい活動

A人 に 学 ぶ



Ⅱ 人 とのお、れあい A 人に学ぶ

自然学校発表会

ね

レ,

ヽヽ

自然学校の中で調査研究 したことや創作 したものなどを発表する。

友だちの良さや素晴 らしさを発見する。

時

間

1時間～

半日

準

備

物

マイク ホワイ トボー ド デジタルカメラ 視聴覚機器 模造紙

筆記用具 油性ペン

活 動 内 容 留 ′思 事 項

1 発表のテーマを決定する。

(例 )

・水辺の生き物について
。自然観察路の植物について
。竹田城の歴史について
。はさまの古墳について など

2 発表内容をまとめる。

3 発表する。

4 感想を話 し合う。

個人やグループでテーマを決定させる。

テーマ設定理由、調査方法、わかったこと、感想等ポ

イントをしぼってまとめさせる。

まとめ、発表などすべての児童が手分けをして作 り上

げさせる。

それぞれの良さを認め合い、自由研究へと発展するよ

うに指導する。

発表 したものをしばらく展示させる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

家族への手紙

ね

り

ヽヽ

自然学校での様子を手紙などで知 らせ、家族愛を培 う。

手紙を書 く機会を与えて、書き方についての理解を深める。

・
ヽ
ヽ

時

間

1～ 2時間

準

備

物

郵便番号簿 筆記用具 切手 はがき 便箋 封筒

活 動 内 容 留 ′E訳 事 項

1 手紙の基本的な書き方について聞く。

2 各自、自然学校における活動や生活を振り返 り、

手紙に書き表す。

3 書いた文やあて先などを見直す。

4 手紙を投函する。

楽 しかったこと、新 しく学んだことなど、自然学校で

の様子がよくわかるように書かせる。

郵便番号、住所、氏名など書きまちがいや抜かしてい

るところがないか点検させる。

手紙は、切手を各自で貼 らせる。

施設のポス トを利用させる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
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Ⅱ 人 とのお、れあい A 人に学ぶ

作品鑑賞会 亨

ね

レフ

ヽヽ

いろいろな作品を鑑賞することにより、創作のすばらしさや喜びを味わう。

友だちや地域の人々とのふれあいを深める。

2時間

準

備

物

時

間

展示板 長机 クリップ

活 動 内 容 留 ′思 事 項

1 作品展示の準備をする。

2 作品を展示する。

3 作品を鑑賞する。

全員で協力 して、準備をさせる。

地域の人を招待する場合は、事前に案内状を作 らせ配

布する。

(施設職員と事前に打ち合わせをする。)

展示の仕方を工夫させる。

作品を大切に取 り扱わせる。

説明や工夫、苦労についての一言メッセージをつけさ

せても良い。

工夫 しているところ、すばらしいところなど、友だち

の作品のよいところを知る。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

自然学校の絵本・絵巻物づくり

ね

ら

ヽヽ

自然学校の思い出を絵本や絵巻物に表現 し、創作の喜びを味わうとともに、自然学

校のまとめをする。

簡単な絵本や絵巻物の作 り方を理解する。

時

間

半 日

準

備

物

はさみ カッターナイフ カッティングマット のり 巻き紙 模造

紙 画用紙 筆記用具 絵の具 油性ペン 厚紙

チ

活 動 内 容 留 ′思 事 項

1 自然学校の思い出に残るいるいろな場面を絵日

記風に画用紙か模造紙にまとめる。

2 表紙、とびら、裏表紙、目次などを作る。

3 それぞれを貼り合わせ、絵本としてまとめる。

4 お互いに鑑賞する。

絵と説明をかかせる。それぞれかく場所を工夫させる。

思い出は、毎日の反省として作っておけばはやくでき

る。

絵巻物の場合は、巻紙に貼るか、直接描かせてもよい。

色画用紙か色模造紙などに貼 らせる。

絵巻物の場合は、ひもをつけとめられるようにする。

時間があれば飛び出す絵本形式にしたり、装丁をしっ

かりさせたりする。

友だちの良いところを見つけ合 うようにさせる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
カッターナイフなどの正 しい使い方を指導する。
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Ⅱ 人とのバ、れあい A 人に学ぶ

テント設営

ね

ら

モヽ

テント設営の基本的技術を身につける。

自分の役割を果たしながら、協力することの大切さを学ぶ。

時

間

2時間

準

備

物

テントー式 寝袋 断熱 シー ト 軍手 タオル 帽子

__連 ~■
路

活 動 内 容 留 ′思 事 項

1 場所を決め、地面を整える。
2 グラウンドシー トを敷き支柱の位置を決めて、

親綱を張る。

(南但馬自然学校のテントは、グラウンドシー ト

と一体型)

3 出入口を閉め、四隅の角綱を張る。

4 残 りの腰綱を張る。
5 裾布をグラウンドシー トの下に敷き込む。
6 フライシー トを同じ要領で張る。

入り回は傾斜下、風下にさせる。
テントの中に入っている用具と数を確認させる。

二組の角綱がそれぞれ対角線上 に くるように位置を決
めさせる。

張り終わったら、テント袋、木づちなどをまとめさせ

る。

夜間に張り綱につまずかないよう、白布などをくくり
つけさせる。

荷物は、非常時に対応できるようにまとめさせる。

晴れた日は、テントの風通 しをよくして乾燥させる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

ペグを打ち込むとき、指を打たないように注意させる。

軍手を して作業をさせる。

テント撤収

ね

り

峰ヽ

テント撤収の技術を身につける。

各自の役割を果たしながら、協力することの大切さを学ぶ。

時

間

2時間

準

備

物

軍手

撃 ャJy
嵌

活    動 内 容 留 ′E訳 事 項

1 撤収作業を始める数時間前からテントの出入口

を開け、通風をよくする。
2 テント内の荷物を外へ出し、グラウンドシー ト、
フラインー トをはず し、よく汚れを取る。

3 ペグをぬき、水洗いを して泥を落 とし乾燥 させ

る。

4 テント本体の汚れを落とす。

5 張 り綱類は、短 く結わえる。

6 本体をたたむ。

7 付属品の数を確かめ、収納袋へ納める。

・ ビニールコーティングされていない面は、ぬれぞうき

んでふかせない。
*テ ントのたたみ方 (家型テント)の 1例

1と びらを開め、ロープをゆる     2と びらを中央へ折り込み、す
、地面に平らに横たえる。      べてのロープをたぐってしま 3むねの方から中へ折り (収納

袋のサイズに合わせて三ツ折
か四ツ折かきめる)。

曰十回

い込む。

仏 磯
5支柱とく
巻き込ん

いの入 っ

4ウ ォールの方を次に折る。
く。

ゝ
Ｘ /

＼ フイ
=
】

卜 、ヽ  タ

た袋を中に     6収 納袋 (こ ん句と袋)へ納
を巻いてい     める。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
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Ⅱ 人 とのお、れあい A 人に学ぶ

自然学校新聞づくり

ね

レ)

ヽヽ

情報の集め方や新聞としての レイアウ トの取 り方などの作業を通 して、新聞づ くり

の方法を理解する。

自然学校の新聞づ くりを通 して、人 とのふれあいを深める。

時

間

半 日～ 1日

準

備

物

展示板 印刷機

模造紙 画用紙

ドスペク トラ)

デジタルカメラ パ ソコン インスタントカメラ

筆記用具 印刷機用原稿用紙 フィルム (ポ ラロイ

油性ペン

1111□

ttll

titit〔
`

活 動 内 容 留 ′E弐 事 項

1 新聞づくりの方法について話を聞く。

2 どんな新聞を作るか構想を練る。

3 記事を集め、新聞づ くりをする。

4 掲示する。

楽 しいこと、がんばっていることが表れるように工夫

させる。

それぞれの特技が発揮できるように役割分担を考えさ

せる。

取材の仕方をよく指導 してお く。

レイアウ トを工夫 させる。

お互いの特徴や良 さを見つけさせ る。

印刷 したものは、学校や家に送ったり、地域に配布 し

てもよい。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
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Ⅱ 人 とのお、れあい B 共に生きる

学級パーティ

ね

ら

い

人間関係を深め、思いやりの心や協力する心を養う。

手作りのおやつの作り方を学ぶ。

時

間

半 日

準

備

物

野外炊飯道具 ガスコンロ 自転車 ヘルメット プロテクター ま

き ガスボンベ 軍手 ナップサック お金

か

活 動 内    容 留 ′思 事 項

1 おやつを何にするかを決める。

2 買い物に行 く。

3 おやつ作 りをする。

4 会場を整えて会食する。

5 みんなで遊ぶ。

6 後かたづけをする。

予算内で材料や量などを考えさせる。

手作りのおやつにさせる。

買い物係、準備係など手分けをさせる。

みんなで協力 して作 らせる。

座席など工夫させる。

ふれあいスペースや芝生広場を使って、グループごと

や学級全員でゲームなどをして人間関係を深めさせる。

生ゴミの始末をさせる。
借りた道具は、数を確認して返させる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

自転草を利用する場合は、乗 り方を十分指導する。

包丁や火の取り扱いに注意させる。

交通安全指導を徹底する。

自然学校ファイヤー

ね

ら

ヽヽ

火を囲み、 これからの自然学校に向けての決意を新たにする。 (前半)

仲間達との生活を振 り返 り、友情と親睦をさらに深め、今後の学校生活に向けて

決意を新たにする。 (後半)

日寺

間

1～ 2時間

準

備

物

アコーディオン キーボー ド ギター マイク なた バケツ トー

チ棒 灯油 ファイヤー用のまき スタンツの道具

学
手

●
●●

活    動 内 容 留 ′思 事 項

1 点火する。

2 発表の集いをする。

3 自己を見つめる。

4 分火する。

自然学校に向けての意欲や自然学校で学んだことをグ
ループや個人で発表させる。

発表時間は 5分程度とし、体を使って表現させる。
ゲームや歌なども入れて楽 しい雰囲気をつ くる。

仰向けに寝転び、星空を観察したり動物や虫の鳴声、
葉のふれあう音などを聞く。

火をだんだん小さくしていく。

火を分火する。

分火の時は、火を受け取る側からトーチ棒を差 し出さ

せる。

炭の処理は、翌朝にさせる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

ファイヤーの火を必要以上に大きくしない。

トーチ棒で火傷をしないように正しい持ち方を指導する。
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Ⅱ 人とのお、れあい B 共に生きる

キ ャン ドルサー ビス

ね

り

ヽヽ

自然学校での生活を振 り返るとともに、キャンドルを囲んで神秘的な光の中で、ゲー

ムをしたり歌を歌 ったりして楽 しく過 ごす。

時

間

1～ 2時間

準

備

物

キャンドル台 アコーディオン キーボー ド ろうそく アル ミホイ

ル スタンツの道具

留 `思 事 項活 動    内   容

地域に伝わる民話等を劇化 して、発表させる。

新 しく発見 したことを、体を使って発表させる。

各グループの発表は、 5分程度とする。

ゲームや歌なども入れて楽 しい雰囲気をつ くる。

静かな歌を歌わせる。

分火用のろうそくの配 り方をしっかりと打ち合わせを

する。

分火の時は、火を受け取る側からろうそくを差 し出さ

せる。

ろうそくの回収や退場の方法など決めておく。

1 点火する。

2 発表の集いをする。

3 分火する。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

ろうそくで火傷を しないよう正 しい持ち方を指導する。

刀
生 清掃活動

ね

り

い

みんなで力を合わせて清掃 し、勤労の喜びや感謝する心を養 う。

準

備

物

清掃用具 雑巾時

間

1時間

留 ′思 事 項活 動 内 容

1 清掃の方法や分担について話 し合 う。

2 清掃をする。

3 清掃用具の後かたづけや点検をする。

すみずみまできれいにさせる。

来たときよりも美しくを目標に、清掃に取り組ませる。

ゴミは、燃えるゴミと燃えないゴミに仕分けさせる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
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Ⅱ 人とのお、れあい B 共に生きる

スタンツ練習

ね

レ)

ヽヽ

自然学校 ファイヤーを感動的でより思い出に残るものにさせるために、創意工夫を

して表現する。

準

備

物

カセットデッキ スタンツの道具時

間

2時間

活 動 内 容 留 ′E三汽 事 項

1 テーマや素材、表現方法について話 し合う。

2 スタンツを作る。

自然学校の中でのできごとを素材にさせる。

発表時間は、 1グループ 5分程度にさせる。

動作を大きく、声が良 く通るように表現させる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

洗濯実習

ね

レフ

ヽヽ

洗濯の基本蜘な技術を身につける。

時

間

1時間

準

備

物

たらい 洗濯板 ロープ 洗濯機 乾燥機 ハンガー 洗濯ばさみ

洗剤

,lII'こ
′  ｀

活 動 内 容 留 ′E壷煮 事 項

1 洗濯の仕方について説明を聞く。

2 簡単に洗濯できるものを準備する。

(例 )

・靴下  ・ハンカチ

・体操服 ・ シャツ など

3 洗濯する。

4 千す

5 後かたづけをする。

洗濯機を使うか洗濯板を使 うかは、学校で選択する。

洗濯機や乾燥機の使い方を指導する。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
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Ⅱ 人 とのお、れあい B 共に生きる

入校式・退校式

ね

レ,

ヽヽ

自然学校に対する決意を新たにしたり、自分の目標を再確認 したりして、より充実

した自然学校 とするための心構えを持つ。

お世話になった方々に対する感謝の気持ちや自然学校の思い出を心に留める。

時

間

30/刀
へ

準

備

物

カセットデッキ マイク 校旗 校歌のテープ

幕
声

活    動 内 容 留 ′思 事 項

入校式
1開 会
2 校旗掲揚
3 校長先生のお話
4 南但馬自然学校長のお話
5 児童代表の言葉
6 施設の使い方について

7連 絡
8閉 会

退校式
1開 会
2 校長先生のお話
3 南但馬自然学校長のお話
4 児童代表の言葉
5 校旗降納
6連 絡
7閉 会

児童の手で司会進行できるようにさせる。

校歌 (入校式の歌)を歌いながら掲揚させる。

内容については、各学校で工夫する。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

はじめまして  (合 同実施校出会いの活動 )

ね

レ)

ヽヽ

出会いを工夫 し、友だちとのおゝれあいを深める。

時

間

1日

準

備

物

放送設備 校旗 校歌の歌詞 グループ見つけカー ド 自己紹介用名

束」

活 動 内    容 留 ′忌 事 項

1 代表者による学校紹介をする。

2 グループの見つけカードをもとに自分たちのパー

トナーのグループを捜す。

3 お互いに名刺交換をして自己紹介をする。

4 仲間づ くりのためのゲームをする

学校の特徴や学年の様子、校旗や校歌の説明、自然学

校への期待などを話させる。

A校とB校のグループがうまく対応するよう考慮 して

カー ドを渡す。

事前に自分たちのグループを紹介するカー ドを作 らせ

ておく。そこには、会話をしないとわからないような事

柄を書かせておく。

楽 しいユニークな名刺をあらかじめ用意させる。

自己紹介をした後、話が発展するようにいくつかの話

題を用意させておく。

おゝれあいを深め られるゲームをす る。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
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Ⅱ 人 とのお、れあい B 共に生きる

みんな楽しんでいるかい

0 0

―

ね

レ,

い

意見を出し合い振り返ることを通 して、一人一人を大切にする思いやりの心を育て

る。

時

間

2時間

準

備

物

個人ノート 班ノート

,,
,0

』中
ｎ

活    動 内    容 留 ′] 事 項

1 -人で活動を振 り返る。

2 グループで話 し合 う。

3 明日の活動について話 し合う。

自分の感 じたことを思ったままに書かせる。

自分の行動だけでなく友達とのかかわり方についても

考えさせる。

感動 したこと、 うれしかったこと、分かったことなど

を十分に発言させる。

自分の思いを十分発言できない子に配慮する。

問題点はみんなで話 し合い、解決させる方向へ導き支

援する。

自分は楽 しかったけど、グループの子や他の子 も楽 し

かったかを考えさせ、思いやりややさしさを育てる。

一人一人の動きをみんなが知り、認め、連帯感が高ま

るよう指導 し、明日への意欲を高める。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

10 お年寄りへの便り

ね

り

ヽヽ

手紙を書 くことにより、思いやりの気持ちやお年寄 りへの感謝の気持ちを養う。

手紙の書き方を身につける。

時

間

1時間

準

備

物

郵便番号簿 地域のお年寄りの名簿 筆記用具 切手 はがき 便箋

封筒

ヽ

t
カ

活 動 内 容 留 ′ま 事 項

1 便 りを出す相手を確認する。

2 手紙の書き方を学習する。

3 手紙を書 く。

4 手紙を投函する。

事前に身の回りの人か地域のお年寄りかを決めておき、

住所録などの準備をしておく。

(施設職員と事前に打ち合わせをする。)

手紙の正 しい書 き方を指導する。

感謝や思いやりの気持ちをもって書かせる。

自然学校の様子を中心に書かせる。

施設のポストを利用する。

地元のお年寄りに出す場合は、活動の趣旨を十分理解
していただく。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
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Ⅱ 人 とのお、れあい B 共に生きる

11 挑戦  マ ラソ ンウォーク

ね

り

ヽヽ

仲間とともに苦 しいことに挑戦することを通 して、持久力や耐久力を育成するとと

もに助け合い文え合う温かい人間関係を育てる。

て粛宜

′` …… ″ ^―一 ′ヽ―
ハ

ー   ィヽ
お 本

 女

準

備

物

ゼ ッケ ン

クカー ド

マップケース

タオル 水筒

トランシーバー 地図 救急バ ッヽグ チェッ

リュック 雨具 飴

日寺

間

1日

留 ′息 事 項活    動 内 容

1 説明を聞き、話 し合 う。

2 グループごとに出発する。

3 ゴールする。

コース図を渡 し、危険箇所や トイレの場所、チェック

ポイントを知 らせる。

チェックポイントを必ず通過するよう指導する。

緊急の場合の連絡について指導する。

踏破するためにはどんなことが大切かグループで話 し

合わせる。

チェックポイントに飲み水などを用意 しておく。

チェックポイントで健康チェックをする。

健康チェックをする。

十分体養させる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

交通安全の指導を徹底する。   ・ 出発前の健康チェックを徹底する。

歩いている途中に体調が悪 くなった場合の対応を指導する。

口 奪
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Ⅲ 地域とのふれあい活動

A地 域 に 学 ぶ



Ⅲ 地域とのお、れあい A 地域に学ぶ

農業体験

ね

り

ヽヽ

農業体験を通 して、みんなと力を合わせて働 く喜びや勤労の尊さを学ぶ。

時

間

半 日

準

備

物

農作業道具 長靴 たねいも 枝豆の種 大根の種 軍手 帽子 タ

オル
稼 ピ

活 動 内 容 留 ′ま 事 項

1 畑を耕す。

2 じゃがいもの植え方の説明を聞く。
3 じゃがいもを植える。

くわの正 しい使い方、 うねの作 り方の指導をする。
くわを高 く振り回さないようにさせる。

大きなたねいもは、 2～ 3に切って植えさせる。
10cmの 深さのところに植えさせる。
いもといもとの間隔を40～ 50cmあ けさせる。

使 った道具は、きれいに洗って返させる。

芽の出る
ところ ′

ここで切る。

(2～ 3ヨに切る)

・下の国のように、間をあけて植える。

・ 花だんの土をたがやし、

下に肥料を入れておく。単 鳴 ヽ 、

肥料

′

●

●

生
●  

‐

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
くわ、包丁などの正 しい使い方を指導する。

但馬の言葉 (方言学習)

ね

り

ヽヽ

方言と共通語を比べて、言語への興味や関心を高める。

言語の曲来を考え、地域の生活への理解を深める。

時

間

2時間～

半日

準

備

物

テープレコーダー 但馬の方言に関する資料 訪問する家の地図 筆

記用具  ノー ト カセットテープ

活    動 内 容 留 ′思 事 項

(民家訪間の場合)

1 民家を訪ねて、地域の人々と懇談する。

2 話をしている中で、わからない言葉をメモする。

3 メモしたこと以外の方言について教えてもらう。

4 方言を使いながら話をする。

民家を訪問するためのマナーについて事前に指導する。

懇談する内容についてあらかじめ考えさせておく。

(施設職員と事前に打ち合わせをする。)

メモしたことを質問し、共通語に直させる。

自分の住んでいる所の言葉とも比較させる。

今、教えて もらった方言を使 いなが ら、簡単な話をさ

せる。

お礼をきちんと言 って帰 らせる

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
交通安全に気をつけさせる。
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Ⅲ 地域とのお、れあい A 地域に学ぶ

歴史の探検をしよう

ね

レ,

ヽヽ

地域の歴史調査を通 して、地域への興味や関心を高める。

自ら計画 し実践する活動を通 して、学習意欲を高め、自主性や主体性を育てる。

1日

準

備

物

スライ ド スクリーン スライ ド映写機 記録用紙 デジタルカメラ

模造紙  マジック パソコン

時

間

留 ′思 事 項内    容活    動

デジタルカメラ、スライ ド、地図、絵などを用意 し理

解を助ける。

個人選択により課題ごとのグループを作らせてもよい。

時間の計画もさせる。

交通安全に留意させる。

資料が見せていただけるよう、事前に依頼 しておく。

みんなにわかりやす く発表させる。

1 地域の文化遺産を知る。

(例 )

・地名の出来  ・遺蹟

・古墳  。お寺  。ネ申社

・ お地蔵さん  。城跡

・伝統工芸   ・特産物

・古 くから伝わる行事 など

2 調べる内容や方法を話 し合う。

・係分担

・記録方法

3 地域に出かけて調べる。

4 調べてきたことをまとめ発表する。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
交通安全指導を徹底する。

民家を訪ねて

ね

り

ヽヽ

地域の人々とのおゝれあいを深める。

地域による生活文化の違いに気づ く。

時

間

半 日

準

備

物

自転車 ヘルメット プロテクター テープレコーダー 民家の地図

救急バッグ 筆記用具 ノー ト カセットテープ

留 ′思 事 項活 動 内 容

何のために民家を訪問するのか課題を明確にさせる。

(施設職員と事前に打ち合わせをする)

家を訪問するときのマナーや話の聞き方などについて

指導をする。

帰るとき、お礼を丁寧に言って帰 らせる。

自分たちの生活と比べて違 っているところなどをまと

めさせる。

印象に残 ったことや地域の人々とおゝれあった感想など

をまとめさせる。

1 民家でどのような話を聞くか相談する。

2 民家を訪問 して話を聞く。

3 各グループごとに感想をまとめ発表する。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
交通安全に気をつけさせる。
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Ⅲ 地域とのお、れあい A 地域に学ぶ

地域の昔の話

ね

ら

寺ヽ

地域の人々との応ゝれあいを深めるとともに、昔の生活 と現在の生活を比べ、自分の

生活を振 り返 る。

時

間

1～ 2時間

準

備

物

マイク ホワイ トボー ド 筆記用具 ノー ト

留 ′S 事 項活 動 内    容

児童に司会進行させる。

現在の学校と比べなが ら話を聞かせる。

生活の違いが出てきた理由などを考えさせる。

話だけでなく、遊びを教えてもらったりするほうがよい。

児童代表にさせる。

1 講師の紹介を聞 く。

2 昔の学校の様子を聞く。

3 昔の生活の様子を聞 く。

4 昔の遊びの様子を聞く。

5 お礼を言う。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

但馬の民話

ね

り

ヽヽ

地域の文化や歴史への理解を深める。

民話を通 して、伝承文化への興味や関心を高める。

時

間

1～ 2時間

準

備

物

マイク ホワイ トボー ド 筆言己用具  ノー ト

nn

回

留 ′思 事 項活 動 内 容

1 講師の紹介を聞く。

2 民話を聞く。

3 方言などわかりにくい言葉について質問する。

4 感想を話 し合う。

5 但馬地方の方言を使って、民話を創作する。

話の間き方を指導する。

学校に帰 ってからの発展学習とすることもできる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
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Ⅲ 地域とのお、れあい A 地域に学ぶ

史跡めぐリサイクリング

ね

り

寺ヽ

地域の文化や歴史への理解を深める。

体力の向上を図るとともに、たくましい精神力を養う。

準

備

物

自転車 ヘルメット 地図 トランシーバー 救急バ ッグ プロテク

ター 弁当 水筒 帽子 敷物 筆記用具 ノー ト

時

間

半日～ 1日

留 ′思 事 項活 動 内 容

1 コースを決める。

2 コースに従ってサイクリングをする。

3 感想などをまとめる。

(例 )学校→青年の山→県北農業技術センター→竹田

城跡→学校

健康チェックをする。

文化財を見学 し、その保護に対 して関心を持たせる。

グループごとに出発する場合は、必ず指導者がつく。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

交通安全に気をつけさせる。

特に危険な下 り坂でのスピー ドの出 しすぎについて指導する。

竹田城跡早朝ハイキング

ね

ら

い

自然の美 しさにおゝれる。

歴史への興味や関心を高める。

体力づ くりとやりとげる心を育てる。

時

間

半 日

準

備

物

トランシーバー 救急バ ッグ 弁当 水筒 敷物 ナップサック 錠

活 動 内 容 留 ′ま 事 項

1 施設を出発する。

2 竹田城跡で雲海や日の出を見る。

3 朝食を食べる。

4 施設に帰る。

文化財の保護について話をする。

自然の美 しさに十分おゝれさせる。

竹田城について話を聞かせる。

ゴミはすべて持ち帰る。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

健康観察を十分にする。

帰った後は、十分休養させる。

交通安全に気をつけさせる。
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Ⅲ 地域とのお、れあい A 地域に学ぶ

竹田城跡探偵団

ね

り

い

歴史への興味や関心を高める。

調査活動を通 して探求心を養 う。

時

間

半 日～ 1日

準

備

物

竹田城跡地図 竹田散策図 バインダー テープレコーダー

シーバー 探偵課題表 救急バ ッグ 弁当 模造紙 画用紙

筆記用具 弁当 カセットテープ ナップサ ック 油性ペン

トラン

絵 の具

ヽ

活 動 内 容 留 ′E三表 事 項

1 グループごとに探偵課題やコースを決める。

(例 )

・竹田城を作った人、年代
・城の造 り、城の役割

・竹田城と関連の深いお寺
・竹田地域の家の造 り 等

2 調査する。

3 調査 したことをまとめる。

4 発表会をする。

課題を決めることが難 しいときは、課題を指導者が示

す。

文化財保護 に留意 させる。

地区の人に話を聞いたり、説明版を見た りしなが ら調
べさせる。

施設に帰ってからまとめさせる。

ポイントをしばってから発表させる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

交通安全に気をつけさせる。   ・ 登山道の歩 き方を指導する。

石垣か ら落ちないよう十分指導する。

10 農 業 学 習 (県立】ヒ部農業技術センター)

ね

レ)

い

農業の研究にたずさわる人々の苦労や喜びを知 り、農業への理解を深める。

n

時

間

1日

準

備

物

自転車 ヘルメット

プロテクター 弁当

プサック

ハ ン ドマイク

水筒  タオル

トランシーバ ー

帽子 筆記用具

救急バ ッグ

ノー ト ナ ッ

活 動 内 容 留 事 項

1 県立北部農業技術センターヘ出発する。

片道、約6.5k■ l

2 県立北部農業技術センター内で見学したり体験
したりする。

3 質問したり、感想を発表 したりする。

4 施設に帰る。

健康観察をする。

体験の内容については、施設とよく相談する。

質問事項をまとめさせておくとよい。

まとめは施設に帰ってからさせる。

お礼をきちんと言って帰 らせる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

交通安全に注意させる。

帰 った後、休養を十分とらせる。
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Ⅲ 地域 とのお、れあい A 地域に学ぶ

11 牛の見学

ね

り

ヽヽ

牛を飼 っている農家を訪問 し、地域の生活への理解を深める。

時

間

2時間～

半 日

準

備

物

自転車 ヘルメット 救急バッグ プロテクター 帽子 タオル ノー

ト 筆記用具 水筒 ナップサック

留 ′Ettk 事 項活 動 内 容

1 牛を飼っている農家を訪問する。

2 牛を飼 う苦労や喜びなどについて話を聞く。

3 牛の世話をする。

4 質問したり、感想を発表 したりする。

5 施設に帰る。

自転車で移動の場合は、交通安全に注意させる。

(施設職員と事前に打ち合わせをする。)

話の聞き方についてよく指導する。

牛の角や足の動きに注意させる。

牛をびっくりさせたり、からかったりしないように注

意させる。

見学 して学んだことをノー トにまとめさせる。 (ま と

めは施設に帰ってからでもよい。)

お礼をきちんと言って帰 らせる。

自転車を使 う場合は、交通安全指導を徹底する。安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

12 名人入門

ね

り

ヽヽ

名人の苦労話を聞いたり、体験 したりすることによって、自己の生 き方を考える機

会 とする。

地域の人々との応ゝれあいを深める。

1'

日寺

間

半 日～ 1日

準

備

物

民家の地図 インスタントカメラ 弁当 水筒 帽子 筆記用具 ナッ

プサ ック 軍手  フィルム

内 容活 動 留 ツ思 事 項

1 どこにどのような名人がいるか説明を聞く。

2 どの名人に入門するか決める。
・ 炭焼き
。 魚つり
。 わら細工 など

3 名人に会いに行って、話を聞いたり、体験 した

りする。

4 報告会をする。

地図を配布 し、説明をする。

(施設職員と事前に打ち合わせをする。)

子たちたちの興味や関心を大切にしながら、グループ

の人数を調整する。

名人の苦労や工夫について予想させ、質問 したいこと

をまとめさせる。

行き帰りの安全確保と活動に対する助言のため、グルー

プごとに必ず指導者を配置する。

帰ってからの報告会のため、メモを取るなど工夫させ

る。

感動 したこと、気づいたことを報告させる。

お礼の手紙を書かせる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

交通安全指導を徹底する。

体験によっては危険なこともあるので注意させる。
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Ⅲ 地域とのハ、れあい A 地域に学ぶ

アイディア郷土料理大会13

地域の特産物を素材 として料理を作ることを通 して、地域の食文化を知る。

料理の楽 しさを味わわせるとともに、地域に対する関心を高める。

ね

り

ヽヽ

時

間

1日

準

備

物

自転車 ヘルメット

薪 炊飯材料 現金

プロテクター

軍手 おゝきん

野外炊飯道具 たわ し 洗剤

審査票  リュック

■ じ

活 動 内 容 留 思 事 項

1 料理を作る計画を立てる。

2 材料の買い出しに行 く。

3 料理を作る。

4 試食会を開く。

5 感想を話 し合う。

地域の素材をひとつ指定 し、それを利用 した新 しいア

イディアの料理に挑戦させる。

野外炊事の道具だけで作れる料理を計画させる。

材料費の上限を設定する。

施設内で得 られる材料があれば、それも利用させる。

時間的なゆとりを持って取 り組ませる。

料理に名前をつけさせる。

審査基準は事前に明らかにしておく。

苦労 したところや うまくいったところを互 いに発表 さ

せる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

自転車の安全な乗 り方を指導する。

火傷をしないよう軍手を使用させる。

買物時の交通安全に気をつけさせる。

14 地域の仕事をしよう

ね

レ,

ヽヽ

仕事の苦労や楽 しさを体験する。

仕事体験を通 して地域の仕事や生活の様子を知る。

日寺

間

1日

準

備

物

必要な道具 のこ なた タオル 軍手

活 動 内 容 留 事 項

1 山仕事の話を聞 く。

(例 )

・生活の様子
・仕事の内容や必要性
・道具の使い方
2 山仕事の体験をする。

(例 )

・枝打ち   ・薪つ くり

・下草刈 り  ・苗つ くり
。苗植え   ・間伐
・伐採    ・皮むき
。つる切り 等

3 感想を話 し合ったり、仕事の苦労や楽 しさを聞

く。

山仕事で危なかったことや気をつけていることも話 し

てもらえるよう依頼 しておく。

仕事の意義がわかるよう、その必要性についても話 し

てもらえるよう依頼 しておく。

指導者が目の行き届 く人数で活動させる。

安全に配慮 した服装で活動させる。

安全確保のために、休憩をきちんと取 らせる。

その時だけでなく、仕事が数十年にわたることや 1年

間に繰 り返される季節に合わせた仕事のことなども話 し

てもらうよう依頼 しておく。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
道具の安全な使用方法を指導する。
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Ⅲ 地域とのお、れあい A 地域に学ぶ

15 観光マップをつくろう

ね

り

寺ヽ

地図づくりを通 して、探求心を養うとともに地域の人々とのふれあいを深める。

地域への興味や関心を高める。

準

備

物

地域の地図 テープレコーダー 白地図 地図記号の一覧表 カセッ

トテープ デジタルカメラ パソコン

時

間

1日

留 事 項活 動 内 容

1 どのような地図を作るのか、班ごとに話 し合う。

2 地図の作り方について説明を聞く。

3 地域を歩き、調べる。

4 地図作 りをする。

5 班ごとに発表する。

地図記号の一覧表で記号のおさらいをさせる。

わからないことや、困ったことについては、地域の人

にすすんで質問させる。

学校からあらかじめ地区の方に、子どもたちが出歩 く

旨、連絡を入れておく。

色分けをする等、分かりやすく工夫させる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
交通安全指導を徹底する。

16 新聞記者になろう

ね

レ)

ヽヽ

地域の課題や取 り組みを知り、地域づくりへの関心を高める。

新聞づくりの方法を身にちける。

時

間

1日

準

備

物

地域の地図 テープレコーダー デジタルカメラ 新聞づ くりに必要

な用具  カセットテープ

霜
活 動 内 容 留 ′思 事 項

1 自分たちの住んでいる地域の課題 についてまと

める。

2 自然学校実施地域がかかえている課題を予想 さ

せ る。

3 取材活動をする。

4 取材したことをまとめ、新聞を作る。

5 掲示 し、意見交換をする。

自分の生活に結びついた問題から意見を出させる。

自分たちならどうするかという意見をまとめさせてお

く

内容を前 もって市町の方 に依頼 してお く。

課題だけでな く、町おこし的な事業 について も取材 さ

せ る。

子どもたちの自由な発想を大事にしながら新聞にまと

めさせる。

自分たちの住んでいる地域のことも含めさせる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
交通安全指導を徹底する。
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Ⅲ 地域とのお、れあい B 地域に親 しむ

ゲー トボール交流

ね

ら

ヽヽ

お年寄 りと一緒に楽 しくゲームすることで高齢者の人柄にふれ、思いやりの心や温

か く接する態度を育てる。

時

間

半 日

準

備

物

ゲー トボール用具 ラインカー 巻き尺 帽子 タオル

活 動 内 容 留 ′ヨ 事 項

1 児童代表あいさつ。

2 ゲー トボールのルール説明を受ける。

3 グループを決める。

4 練習をする。

5 ゲー トボール大会をする。

6

7

成績を発表する。

交流会をする。

実技をしながら説明したほうが分かりやすい。

児童単独チーム、お年寄 り単独チーム、混合チームな

どいろいろ工夫させる。

お年寄 りから指導を受ける。

指導を受けたりしながら、応ゝれあわせる。

ゲー トボールのことなどについて質問したりして楽 し

く過ごさせる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
スティックを振 り回すなど、危険のないように注意させる。

ウォークラ リー

ね

り

い

地域へ出て行 くことで、地域の人々とのおゝれあいを深める。

時と場に応 じて、礼儀正 しく真心をもって接する態度を養 う。

時

間

半 日～ 1日

準

備

物

ウォークラリー用地図 地図入れ トランシーバー 救急バッグ 帽

子 タオル 水筒

活 動 内 容 留 イ思 事 項

1 ウォークラリーの方法についての説明を聞 く。

2 コースを歩 く。

健康観察をする。

グループでそろって行動するようにさせる。

事前に下見をして、危険な箇所がないかチェックする。

何を学ばせるかねらいをはっきりさせ、子どもたちが

興味を持って取 り組めるものにする。

課題解決をさせる。

分岐点には標識などの目印を設置する。

ポイントで指導をする。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

交通安全に注意する。

健康観察をする。

危険箇所のチェックをし、指導をする。
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Ⅲ 地域とのバ、れあい B 地域に親 しむ

昔の遊び

ね

レっ

ヽヽ

地域の人に昔の遊びを教えてもらうことにより、地域の人々とふれあいを深める。

昔の遊びの楽 しさを知ることにより、自分たちの遊びを見直す。

準

備

物

竹馬 けん玉 ビー玉 お手玉 等時

間

半 日

内 容活 動

遊び方、ルールなどについて説明を聞 く。

遊びに適 したグループの人数にする。

場所を考えて道具の準備をさせる。

グループごとに遊ばせ る。

時間を決めてローテーションさせる。

1 遊び方について話を聞く。

2 グループ編成をする。

3 遊びの準備をする。

4 遊ぶ。

・竹馬
。けん玉

・ ビー玉    など

5 他の遊びなどをする。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
竹馬に乗る場合、おゝざけないようにさせる。

地元の学校との交流
刀
■

ね

レジ

ヽヽ

地元の小学校や保育園の児童、園児 との交流を通 して、ふれあいの輪を広げる。

時

間

2時間～

半日

準

備

物

ドッジボール バ レーボール 長縄など 交流に必要なもの

活 動 内 容 留 ′忌 事 項

1 対面式をする。

2 交流活動について説明する。

3 交流する。

4 お別れの式をする。

あ らか じめ児童代表 による打 ち合わせの機会をもつと

よい。

学校紹介などをさせる。

遊びの説明をしたり、グループ分けをしたりする。

学校 ごとのグループや混合グループなどいろいろ工夫

させる。

楽 しくふれあいをさせる。

感想などを発表させる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
学校や保育園を訪問する場合は、交通安全指導を徹底する。
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Ⅲ 地域とのお、れあい B 地域に親 しむ

買 い物 (食事材料の買い出し)

ね

り

ヽヽ

自分たちの力で買い物をすることにより、金銭感覚や自主的、実践的な態度を養 う。

自分の役割を責任を持 って果たすことを身につける。

地域の人々とのふれあいを深める。

時

間

3時間

準

備

物

自転車 ヘルメット

お金 買い物材料表

プロテクター  トランシーバ ー 救急バ ッグ

ナ ップサ ック

活 動 内    容 留 `思 事 項

1 買い物の仕方について説明を聞 く。

2 買い物の相談をする。

3 買い物をする。

4 買い物の報告をする。

店の場所、品物等の下調べを事前にする。

事前に商店に連絡をしておく。

品物、金額、係分担などについて相談させる。

他のお客さんに迷惑にならないように買い物をさせる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
交通安全に気をつけさせる。

いろいろカルタ

ね

り

ヽヽ

友だちとの心のふれあいを深める。

地域の生活や文化について興味や関心を高める。

時

間

1時間

準

備

物

兵庫県カルタ (草木、野鳥) 昆虫カルタ 百人一首

ゝ

鼈 亀

活 動 内    容 留 ′S 事 項

1 カルタ大会のルールの説明を聞 く。

2 カルタ大会をする。 読む係、得点係など係分担を考えさせる。

個人戦やグループ対抗戦などをさせる。

自分たちの地域のカルタづ くりに発展させる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
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Ⅲ 地域とのお、れあい C 地域に奉仕する

缶 トリー遠足

ね

レク

寺ヽ

みんなと協力 して缶拾いを通 して、奉仕の喜びや尊さを体験する。

時

間

半 日

準

備

物

計量器 一輪車 リヤカー かなばさみ 町内の地図 トランシーバー

軍手 タオル 帽子 ゴミ袋
ヾ

活    動 内 容 留 ′E霊煮 事 項

生 活動の意義や方法についての説明を聞 く。

2 各グループごとに、缶拾いをする。

3 缶の計量をする。

4 集めた缶の多さを見ながら、感想を話 し合 う。

道路以外にも目を向けさせるが、私有地には無断で入
らないようにさせる。

缶の計量は行ってもよいが、競争意識をあおらないよ

うに注意させる。

交通安全に注意させる。

草地にあるものは、かなばさみで拾わせる。

軍手を着用させる。

アル ミ缶とスチール缶、 ビン類を仕分けさせる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

交通安全について指導を徹底する。

必ず軍手を着用させる。

草むらに手を入れないように注意 させる。

草刈り

ね

レ)

ヽヽ

みんなと力を合わせて施設内や施設周辺の草刈 りを行い、奉仕の喜びや尊さを体験

する。

時

間

2時間

準

備

物

鎌 熊手 一輪車  リヤカー ほうき ちりとり 長靴 救急バ ッグ

軍手 帽子 タオル

夏どく
♂

活 動 内    容 留 ′Ettk 事 項

1 草刈りの場所や方法について説明を聞 く。

2 グループに分かれてやり方について相談をする。

3 草刈りをする。

途 後かたづけをする。

5 感想を話 し合 う。

グループごとに場所を設定する。

鎌の使い方の指導をする。

草刈 りの区分や役割について話 し合わせる。

みんなで協力 して、草刈 りをする。

刈った草の処理の仕方を確認する。

道具の点検をさせる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

鎌の使い方を指導する。    ・ 軍手、長靴を使用させる。

ハチやマムシなどに気をつけさせる。
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Ⅲ 地域とのバ、れあい C 地域に奉仕する

福 祉 体 験 活 動 徳 生園、真生園、平生園)

ね

レ,

tヽ

思いやりの心をもち、共に生 きる社会づ くりをめざした福祉の心を育てる。

時

間

半 日～ 1日

準

備

物

弁当 (1日 の場合) 雑巾

留 ′忌 事 項活    動 内 容

あらかじめ施設職員と十分打ち合わせをする。

福祉学習をしておくことが大切である。

事前に話 しの内容などを考えさせておくとよい。

施設内の行動は静かにさせ、遊び半分にならないよう

にさせる。

グループに分かれて交流を深める。

1 施設の意義や働いている人たちの話を聞く。

2 施設の人たちと話をする。

3 車椅子などの体験をする。

4 いっしょに活動をする。

(例 )

・ はがきづ くり 。あみもの
。竹細工    。たまかご
。しょうゆ入れ切 り など

5 奉仕活動をする。

清掃など

6 施設職員に質問をしたり、感想を話 し合 う。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト
施設までの交通に気をつける。

刀
Ｔ 登山道づ くり

ね

レ)

ヽヽ

みんなで力を合わせて登山道づ くりをすることにより、自然学校をより思い出深い

ものにする。

自然や環境に対 して興味関心を高める。

時

間

半 日

準

備

物

スコップ つるはし 唐鍬 鎌 なた のこ 長靴 救急バッグ 軍

手 タオル 帽子 水筒

●

■
te

活 動 内 容 留 事 項

1 登山道づくりの意義を聞 く。

2 現場まで行く。

3 グループに分かれて道を作る。

4 下山する。

5 感想を話 し合う。

事前に職員と相談 して、作業場所や作業内容、作業量

などを決定する。

道具を持ち運ぶ場合は注意をさせる。

自然の状況を変えることは最小限度にさせる。

道具の使い方に注意させる。

道具を忘れないようにさせる。

道具の持ち運びに気をつけさせる。

安 全 指 導 の

ポ イ ン ト

道具の使い方を指導する。

長袖、長ズボン、軍手を着用させ、ヘルメット、長靴を使用させる。
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自然学校の円滑な実施のために

自然学校推進事1業補助金交付要綱

自然!学校に活用されている主な宿泊施設

自然学校で活用されている主な県立施設



○ 自然学校の円滑な実施のために

自然学校は各学校が主体的に計画 し実施するものであるが、昭和63年度の実施以来、県教育委員

会では、自然学校をより充実 したものとするためさまざまな施策を講 じてきた。

平成 10年度においては、下記のことが らについて、重点的にその徹底を図ってきた。

(1)自 然学校専門指導員等の配置及びその活動

① 自然学校専門指導員等の配置

ア 教育事務所等配置 → 実施校の事前相談 。現地指導・事後指導、プログラム指導、プログ

ラム開発及び研究調査、指導員 。救急員等の確保等

イ 県立拠点施設等配置→ 実施校の現地指導、受入れ準備、プログラム相談 。開発、下見相談

調査・統計等

嬉野台生涯教育センター、母 と子の島、西はりま天文台公園、兎和野高原野外教育センター

② 自然学校救急員の配置→ 実施校の健康安全指導 。事前指導

子 どもの病気 。けが等の応急処置及び医療機関利用の判断

子 どもの健康状況調査、施設内の安全指導等

嬉野台生涯教育センター、母 と子の島、西はりま天文台公園、兎和野高原野外教育センター

丹有 。西播磨・ 但馬教育事務所、南但馬 自然学校

③ 自然学校専門指導員等の派遣

自然学校の実施に際 し、教育事務所等に配置 している自然学校専門指導員等を実施校の要請に

応 じて派遣する。

ア 指導内容    →事前指導、現地指導、事後指導

イ 派遣場所及び範囲→ 自然学校専門指導員等が所属する教育事務所管内の県立及び市町組合立

等施設及び所属する教育事務所管内の実施校

ウ 派遣申請    →派遣を希望する自然学校実施校は、市郡町組合教育委員会を通 じて教育

事務所長に「 自然学校専門指導員等派遣申請書」を提出する。

④ 自然学校救急員の派遣

自然学校の実施に際 し、教育事務所等に配置 している自然学校救急員を実施校の要請に応 じて

派遣する。

ア 派遣施設

酉己 置 派 遅 先

丹 有 教 育 事 務 所 管内の公立施設、奥猪名健康の郷

西播磨教育事務所 管内の公立施設

但 馬 教 育 事 務 所 管内の公立施設 (豊 岡市、城崎郡、出石郡、浜坂町、温泉町)

南 但 馬 自 然 学 校 但馬教育事務所管内の公立施設 (朝来郡、養父郡、村岡町、美方町)

派遣を希望する自然学校実施校 は、市郡町組合教育委員会を通 じて、教育

事務所長 に「 自然学校救急員 (非常勤)派遣申請書」を提出する。
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鬱)指導員等の確保方法

実施校が、実施計画に基づき、必要な人材の確保を所管の教育委員会に依頼すれば、教育委員会

は責任を持って教育事務所、野外活動施設と連携 し、当該自然学校の円滑な実施が図られるように

する。

① 実施校が所管の教育委員会に確保を依頼する。

各 実 施 校

所管教育委員会

確保依頼

確保通知

確保依頼

確保通知

所 管 教 育 委 員 会

(教育委員会で確保する)

所 管 教 育 事 務 所

(教育委員会で確保する)

② 所管の教育委員会で確保が困難な場合は、管内の教育事務所に確保を依頼する。

③ 野外活動施設等は、当該活動施設で確保できる人材 (技術指導員、指導補助員、救急員)を学

校、教育委員会、管内教育事務所に明示し、十分連携できるようにする。

(3)事業費の補助について

① 市町が県の補助を受けて実施する自然学校に要する経費に対 し、自然学校推進事業補】力金交付

要綱の規定により補助金を交付する。

② 自然学校推進事業の実施にかかる補助申請及び経費の執行に当たっては、事業の趣旨を踏まえ

主体的に計画された各実施校のプログラム等が円滑に実施できるよう配慮する。

く平成11年度自然学校実施にかかる補助対象事業費限度額〉  単位 (千円)

ク ラス規 模 1 2 3 4 5 6

事 業 費 580 920 1.285 1,505 1,735 1,995

7

(lCl増すごとに加算)

150

補助額は

事業費の

2/3
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O 自然学校推進事業補助金交付要綱

(通 則)

第 1条  自然学校推進事業補助金 (以下「補助金」 という。)の交付 については、 この要綱の定めると

ころによる。

(交付の目的)

第 2条  この要綱は、市町 (市 町の組合含む。以下同 じ。)が、心身ともに調和のとれた健全な児童の

育成を図るため、豊かな自然環境の中での集団宿泊生活を通 じて自然 との応ゝれ合いや人 とのふれ合

いを体験する学校教育活動を推進する自然学校推進事業 (以下「補助事業Jと いう。)を実施するた

めに必要な経費の一部を補助 し、 もって学校教育の充実に資することを目的とする。

(交付の対象及び補助金の額等)

第 3条 県は、市町に対 して、補助事業に要する経費について、予算の範囲内で別表に定める補助対

象経費及び学級規模の事業費限度額により、その 3分の 2以内の額を補助するものとする。

(申請手続)

第 4条 補助金の交付を受けようとする市町は、交付申請書 (様式第 1号)に収支予算書 (様式第 2号 )

を添えて県教育長に対 しその定める時期まで に提出しなければならない。

(交付決定)

第 5条 県教育長は、前条の申請書の提出があったときは、審査の上、補助金を交付すべきものと認

めたときは、交付の決定を行い、交付決定通知書 (様式第 3号)に より通知するものとする。

(申請の取下げ)

第 6条 市町は、前条の通知を受領 した場合において交付決定の内容又はこれに付 した条件について

不服があるときは、交付決定の通知を受領 した日か ら10日 以内に補助金の交付の申請を取 り下げる

ことができる。

2 前項の申請の取下げがあったときは、当該申請に係る交付決定はなかったものとみなす。

(補助事業の遂行)

第 7条 補助金の交付決定を受けた市町 (以下「補助事業者」 という。)は、補助事業を遂行するため

に契約を締結 し、又は支払いを行 う場合には、法令の定めに従い、公正かつ最小の費用で最大の効

果をあげ得るよう経費の効果的使用に努めなければならない。

(計画変更の承認)

第 8条 補助事業者 は、補助事業の内容を変更 しようとする場合には、事業計画変更承認申請書 (様

式第 4号)を提出し、その承認を受けなければならない。

ただ し、補助金の額に増減をきたす ことな く、かつ、実施校数又 は児童数の20%を 超える変更以

外の変更については、 この限りでない。

2 県教育長は、前項の承認をする場合においては、必要に応 じて交付決定の内容を変更 し、又は条

件を付すことができる。
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(事業の中止又は廃止)

第 9条 補助事業者 は、補助事業を中止又は廃止 しようとするときは、事業中止 (廃止)等 を記載 し

た承認申請書 (様式第 5号)を県教育長に提出しくその承認を受けなければならない。

(交付決定額の変更)

第 10条 補助事業者は、第 5条 の規定により通知された金額 (以下「交付決定額」 という。)の変更を

受けようとするときは、県教育長が指定する期 日までに補助金変更交付申請書 (様式第 6号)を提

出しなければならない。

2 県教育長 は、前項の申請があったときは、第 5条の規定に準 じ決定を行い、補助金交付決定変更

通知書 (様式第 7号)に より通知するものとする。

(事業遅延の届出)

第11条 補助事業者は、補助事業が予定の期間内に完了する見込みがないとき、又は事業の遂行が困

難 となった場合には、速やかにその旨を記載 した報告書を県教育長に提出 し、その指示を受けなけ

ればならない。

(状況報告 )

第 12条  補助事業者は、補助事業の遂行及び支出状況について、県教育長が指定する日までに、状況

報告書 (様式第 8号)を県教育長に提出しなければならない。

(実績報告)

第13条  補助事業者は、補助事業が完了 したとき (廃止の承認を受けたときを含む。)は、その日か ら

起算 して30日 を経過 した日又は補助金の交付決定のあった年度の 3月 31日 のいずれか早い日までに

実績報告書 (様式第 9号)に収支決算書 (様式第 10号 )を添えて県教育長に提出 しなければな らな

い 。

(補助金額の確定等)

第 14条  県教育長 は、前条の報告を受けた場合においては、報告書等の審査及び必要に応 じて行 う現

地調査等により、その報告に係 る補助事業の実施結果が補助金の交付の決定の内容 (第 8条 に基づ

く承認をした場合は、その承認された内容)及 びこれに付 した条件に適合するものであるかを調査

し適合すると認めたときは、交付すべ き補助金の額を確定 し、補助事業者 に補助金額確定通知書

(様式第11号 )に より通知するものとする。

2 県教育長は、確定 した補助金の額が、交付決定 (第 10条第 2項の規定により変更された場合にあっ

ては、同項の規定により通知された金額をいう。)と 同額であるときは、前項の規定による通知を省

略することができる。

(補助金の交付等)

第 15条 補助金は、前条第 1項の額の確定後、補助事業者か ら提出される補助金請求書 (様式第12号 )

により交付する。

2 県教育長は、必要があると認めるときは、前項の規定にかかわらず概算払をすることがある。

(交付決定の取消 し)

第16条 県教育長は、次に掲げる場合には、第 5条の交付決定の全部又は一部を取 り消すことができる。
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(1)第 9条の補助事業の中止又は廃上の申請があったとき。

(2)補助事業者が、この要綱の規定に違反 したとき。

(3)補助事業者が、補助金を補助事業以外の用途に使用 したとき。

(4)補助事業者が、補助事業に関 して不正、怠慢、その他不適切な行為をしたとき。

(5)交付の決定後生 じた事情の変更等により、補助事業の全部又は一部を継続する必要がな くなっ

たとき。

(補助金の返還)

第 17条  県教育長 は、前条の取消 しを した場合において、当該取消 しに係 る部分に関する補助金が既

に交付されているときは、期限を定めてその返還を命ずることができる。

2 県教育長 は、第14条第 1項の額の確定を行 った場合において、既にその額を超える補助金が交付

されているときは、期限を定めてその超える部分の補助金の返還を命ずることができる。

(加算金及び遅延利息)

第18条  補助事業者は、第16条第 1号か ら第 3号 までに定める事由により、前条第 1項の規定による

補助金の返還を命 じられたときは、その命令に係 る補助金の受領の日か ら納付の日までの日数に応

じ、

当該補助金の額につき年1095%の 割合で計算 した加算金を県に納付 しなければならない。

2 補助事業者は、補助金の返還を命 じられ、 これを期限までに納付 しなかったときは、納付期限の

翌 日か ら納付の日までの日数に応 じ、当該未納付額につき年 10。95%の割合で計算 した遅延利息を県

に納付 しなければならない。

(補助金の経理 )

第 19条  補助事業者は、補助事業について収支簿を備え、他の経理 と区分 して補助事業の収入額及び

支出額を記載 し、補助金の使途を明 らかにしておかなければならない。

(補助金調書 )

第20条 補助事業者は、当該補助金事業に係 る歳入 。歳出の予算書及び決算書における計上科目別計

上金額を明 らかにする調書を作成 しておかなければならない。

(帳簿の備付け)

第21条 補助事業者は、当該補助事業に係 る収入及び支出について証拠書類を整理 し、当該補助事業

が完了 した年度の翌年度か ら5年間保存 しなければならない。

(書類の経由)

第22条  この要綱の規定により県教育長に提出する書類の提出部数は 2部 とし、補助事業者 (神戸市

を除 く。)は所轄の教育事務所を経由して、兵庫県教育委員会事務局義務教育課へ提出するものとする。

(補 則 )

第23条  この要綱 に定めのない事項 については、補助金等 に係 る予算の執行の適正化 に関す る法律

(昭和30年法律第179号)及び補助金等に係 る予算の執行の適正化に関する法律施行令 (昭和30年政

令第255号)の規定によるものとする。
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別 表

補助対象とする経費の範囲は、次のとおりとする。

1 技術指導謝金 現地で専門家、技術者による講義、技術等の指導を委嘱する場合の講

師等に対する謝金とする。

2 指導補助員謝金 教員を助けて児童の引率や指導を行う指導補助員を委嘱する場合の指

導補助員に対する謝金とする。

指導補助員については、養護教諭の代替としての看護帰等を補助員

(救急員)と して委嘱する場合も補助対象とする。

3 交通費 児童が学校から自然学校の場となる施設等への移動及び帰校に要する

児童が学校から自然学校の場となる施設等への移動及び帰校に要する

指導補助員については、養護教諭の代替としての看護帰等を補助員

(救急員)と して委嘱する場合も補助対象とする。

4 施設使用料 自然学校に利用する施設・設備等の使用料とする。なお、食事代、見

学料 (観賞料)及び引率教員に係る施設使用料は含まれない。

5 消耗品費 自然学校の実施に必要な消耗品の購入に要する経費とする。

なお、教材・教具等で明らかに個人の所有に帰するものは含まない。

6 要保護 。準要保護

児童にかかる食事代

等に要する経費

要保護 。準要保護児童にかかる食事代、見学料、教材費などの負担に

する経費とする。
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O 自然学校に活用されている主な宿泊施設

宿泊定員 連  絡所 在 地施  設  名区 分

400 0799-55-0460〒6560543 三原郡南淡町阿万塩屋757-39国  立 淡路青年の家

0796-76-4730270〒669-5134 朝来郡山東町迫間字原 189南但馬自然学校

糸与400 0798-43-1143〒6638142 西宮市鳴尾浜 1丁目16-8総合体育館

180 0727-69-0485〒666-0201 川辺郡猪名川町杉生字奥山122奥猪名健康の郷

100

條山市教育委員会

0795-79-3088

0795-94-1131

〒6692145 篠山市木津字前山19Ⅲ 2丹波林間学校

480 0795-44-0711〒6731415 加東郡社町下久米1227-18嬉野台生涯教育センター

217 07932-7-1508母と子の島 〒6720100 飾磨郡家島町西島

128 0790-82-0598〒6795313 佐用郡佐用田]西河内4072西はりま天文台公園

120

千種町教育委員会

0790-76-2249

0790-76-2210

〒671-3232 宍粟郡千種町河内字真所三室高原青少年野外活動センター

80 0791-75-3663〒679-4311 揖保郡新宮町宮内458-7西播磨文化会館

0796-22-454178但馬文教府 〒668-0056 豊岡市妙楽寺41■

184 0796-94-0211〒667-1386 美方郡村岡町宿字兎和野7911兎和野高原野外教育センター

69 0796-92-2641〒6696813 美方郡温泉町丹土但馬牧場公園

0796-62-8456100但馬長寿の郷 〒667-0021 養父郡八鹿町八鹿1675

60 0799-85-1391〒656-1521 津名郡一宮町多賀600

県  立

淡路文化会館

208 078-891-0001〒657-0101 神戸市灘区六甲山町中一里山1-1神戸市立自然の家

0797-91-0314192宝塚市立少年自然の家 〒6691211 宝塚市大原野字松尾 1

280 0795-69-1165〒6691412 三田市木器南下山126610伊丹市立野外活動センター

160 0795-69-0388〒6691401 三田市小柿949三田市立野外活動センター

0795-87-1633320事務組合立丹波少年自然の家 〒669-3803 氷上郡青垣町西芦田イゲ322

230 078-947-6181明石市立少年自然の家 〒674-0064 明石市大久保町江井島567

220 0794-32-5177〒6750435 カ日古川市東神吉町天下原 7155加剖|1市立少年自然の家t野外活動センター

160 0794-83-8110財団法人三木山人と馬とのふれあいの森協会

動 ホースランドパークエオの制修センター

〒6730435 三木市別所町高木

200 0795-22-3703〒677-0039 西脇市上比延町字伊勢山14348西脇市立青年の家

0795-35-1572100加美町立青年の家 〒6791201 多可郡加美町豊部1840-53

106 0794-43-2155高砂市立青年の家 〒6760031 高砂市高砂町向島町1710

320 0792-63-2997〒6792113 姫路市山田町南山田1354-4姫路市立藤ノ木山野外i括動センター

0790-73-0453326姫路市立引原野外活動センター 〒6714204 宍粟郡波賀町引原3073

100 0792-67-3050姫路市立星の子館 〒671～ 2222 姫路市青山 1470-24

300 0790-32-1307一Ｔ 2411 神崎郡神崎町根宇野 101併 13神崎町立グリーンエコー笠形

0790-33-0870150神崎町立新田お、るさと村 〒6792401 神崎郡神崎町新田 340-1

420 0790-62-3121姫路市立悌野外活動センター 〒671-2513 宍粟郡山崎町梯31313

0790-75-2355270波賀町サイクリングターミナル

(波賀高砂の家)

〒6714213 宍粟郡波賀町原625

260 0796… 97-3601尼崎市立美方高原自然の家 〒6671532 美方郡美方町新屋 (中 サバ)

225 0796-68-0258〒6670435 養父郡大屋町和田1184(明延)あけのべ自然学校

260 0796-76-4100〒669-5125 朝来郡山東町粟鹿字細田2179西宮市立山東少年自然の家

0796-47-1511157休暇村竹野海岸 〒6696201 城崎郡竹野町竹野1047

90 0796-28-3875〒6696123 豊岡市小島字荷柄1188-8

市 町 組

合 立 等

{鴎海岸豊岡簡易保険保養センター
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○ 自然学校で活用されている主な県立施設

施   設   名 所   在   地 主 な 活 動 連  絡

・防災学習(地震体験) 078-741-6533防災科学館 T6511102
神戸市北区山田町下谷上字中一里山1513

海洋体育館 ¬‐659-0032

芦屋市浜風町302
・カヌー、ヨット、ボート体

験

0797-32-2255

人と自然の博物館 ¬=669-1546

三田市弥生が丘 6丁 目

・屋内展示の自然史めぐり

・環境学習等

0795-59-2001

・クラフト創作を主とした木

の文化にふれる活動

0795-73-07且 5丹波年輪の里 ¬=669-3312

氷上郡柏原町田路1023

フラワーセ ンター ¬=679-0187

加西市豊倉町飯森1282■

・四季の車花を楽しむ活動

・野外広場での活動

0790-47-1182

播磨中央公園 T679-0212

加東郡滝野町下滝野1275-8

・バラ園フラワーガーデン

・マウンティンバイク等

0795-48-5289

森林浴 0794-83-6100三木山森林公園 司=673-0433

三木市福井字三木山24651

東はりま日時計の丘公園 T679-0312

多可郡黒田庄町門柳87114

・燻製体験 ・木エクラフト

・ホタルの観察

0795-28-4851

歴史博物館 再=670-0012

姫路市本町68

t兵庫県の歴史学習

・姫路城に関する学習

0792-88-9011

・生きた昆虫の生態観察

・昆虫の標本見本

0790-77-0103昆虫館 ¬=678-5227

佐用郡南光町船越617

・塩づくり体験

・アスレチック

07914-5-0800赤穂海浜公園 〒6780215

赤穂市御崎18575

播磨科学公園都市オプ トピア

(PR館 )

〒678-1201

赤穂郡上郡町金出±14993

・播磨科学公園都市の見学 07915-8-1155

0796-78-1701水産試験場内水面漁業センター T679-3442

朝来郡朝来町田路1164

・淡水魚の生態観察

・魚釣り体験

0796-74-1230北部農業技術センター 〒6695254

朝来郡和田山町安井123

・農産物の加工l小験

・牛の見学

・樹木を中心とした体験学習 0796-76-2257森林・林業技術センター

緑化センター
〒6695114

朝来郡山東町野間903-1

但馬長寿の郷 T667-0021

養父郡八鹿町八鹿1675

t福祉体験・木エクラフト

・陶芸・里山散策

0796-62-8456

0796-28-3085円山川公苑 T668-0000

豊岡市小島荷柄1163

・カヌー、カヤック、カッター

・スケート体験 ・プール

・ニュースポーツ等 0796-45-1900但馬 ドーム ¬‐669-5379

城崎郡日高町名色8850

但馬牧場公園 司=669-68

美方郡温泉町丹±1033

・但馬牛の博物館見学

・牛の世話 ・ソリ遊び

0796-92-2641

0799-72-5366淡路島公園 ¬=656～ 2401

津名郡淡路町岩屋大林2674-3

=園内散策

・アスレチック

0799-42-2440淡路ファームパーク ¬=656-0402

三原郡三原町八木養宜上1396

・動植物とのふれあい体験

淡路応ゝれあい公園 ¬=656-0122

三原郡緑町広田広田147312

・野外での遊び 0799-45-1735

0796-36-1181但州丸 (香住高等学校) ¬=669-6563

城崎郡香住町矢田401
・実習船但州丸の見学及び乗

14

0790-82-2434県立佐用高等学校 〒6795381

佐用郡佐用町佐用260

・農業、畜産体験
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平成 10・ 11年度兵庫県立南但馬自然学校プ ログラム研究委員会委員名簿

(順不同)

氏 名 所   属 職   名分 野

神戸市外国語大学教授 (委員長)山 田   誠

新 穂 千賀子 県立姫路工業大学助教授 (副委員長)

兵庫教育文化研究所事務局長

学 識 経 験 者

人 見 修 一

県立兎和野高原野外教育センター自然学校専門指導員 (施設駐在指導担当)中 井   宏

佐 伯 和 樹 県立嬉野台生涯教育センター 自然学校専門指導員 (施設駐在指導担当)

野 外 活 動 施 設 関 係 者

石 飛 弥 生 阪神教育事務所 自然学校専門指導員 (自然学校派遣指導担当)

東播磨教育事務所 自然学校専門指導員 (自 然学校派遣指導担当)色 波   亨

中 川 光 之 但馬教育事務所 自然学校専門指導員(自 然学校派遣指導担当)

自 然 学 校 専 門 指 導 員

県教育委員会義務教育課指導主事関 係 行 政 機 関 関 係 者 田 近 敏 之

川 原 雅 樹 篠山市立今田小学校教諭

香寺町立香呂南小学校教諭駒 田 明 子

原 田   武 一宮町立柳沢小学校教諭

自 然 学 校 実 施 校 教 員

県立南但馬自然学校主任指導主事門 脇 明 好

福 本 千 歳 県立南但馬自然学校指導主事

県立南但馬自然学校指導主事井 上 正 弘

垣 尾 幸 博 県立南但馬自然学校指導主事

県立南但馬自然学校指導主事

南 但 馬 自 然 学 校

段 畑 哲 也
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